
植
民
地
統
治
下
に
お
け
る
香
港
中
国
人
の
教
育

　
　
　
　
「
組
織
さ
れ
た
競
争
」
に
よ
る
、
英
国
人
支
配
の
正
統
化
と
工
業
労
働
者
の
生
産
1水

岡
不
二
雄

【、

題
の
所
在

植民地統治下における香港中国人の教育

　
植
民
地
に
お
い
て
教
育
は
、
独
立
国
と
異
な
っ
た
機
能
を
も
っ
て
存
在
し
て
い
る
。

　
独
立
国
に
お
い
て
教
育
は
、
国
旗
・
王
室
や
英
雄
の
歴
史
な
ど
象
徴
の
生
産
を
通
じ
「
国
民
」
と
い
う
共
同
意
識
を
人
々
の
間
に
酒
養

し
、
ま
た
、
共
通
言
語
・
共
通
の
計
算
能
力
・
共
通
の
道
徳
律
な
ど
初
等
・
中
等
の
教
科
内
容
の
修
得
を
通
じ
て
、
階
級
．
階
層
を
超
え

た
国
民
の
機
能
的
な
社
会
・
経
済
統
合
を
は
た
す
と
い
う
機
能
を
担
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
教
育
が
一
般
化
し
た
空
間
的
範
囲
に
お
い
て

国
家
は
、
均
質
性
を
持
ち
機
能
的
に
統
合
さ
れ
た
、
ひ
と
つ
の
領
域
的
実
体
を
獲
得
す
る
。

　
一
方
、
植
民
地
に
お
い
て
教
育
は
、
独
立
国
と
異
な
る
二
つ
の
機
能
を
有
す
る
。
第
一
に
、
教
育
は
、
宗
主
国
の
異
民
族
が
被
支
配
民

族
を
宗
主
国
の
側
に
統
合
す
る
文
化
面
で
の
重
要
な
手
段
で
あ
る
。
こ
の
た
め
植
民
地
で
は
、
宗
主
国
の
文
化
・
慣
習
が
被
支
配
の
立
場
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し
も
ぺ

に
お
か
れ
た
先
住
民
の
文
化
・
慣
習
に
優
越
す
る
こ
と
が
、
教
育
に
お
い
て
強
調
さ
れ
、
植
民
地
支
配
者
の
僕
と
し
て
そ
の
支
配
の
下
部

機
構
を
担
う
先
住
民
に
、
宗
主
国
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
つ
い
て
そ
の
正
統
化
を
図
る
エ
リ
ー
ト
教
育
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
手
段
と
し
て
、

宗
主
国
の
優
越
を
強
調
す
る
象
徴
性
が
生
産
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
独
立
国
の
そ
れ
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
た
象
徴
性
で
あ
る
。
第
二
に
、

教
育
は
、
宗
主
国
の
異
民
族
が
植
民
地
経
営
を
行
う
場
合
に
、
植
民
地
経
営
を
支
え
る
た
め
必
要
な
能
力
を
被
支
配
民
族
に
つ
け
さ
せ
る

手
段
で
あ
る
。
在
来
の
農
村
目
給
経
済
や
資
源
収
奪
を
超
え
た
、
現
地
で
の
生
産
を
基
盤
と
す
る
植
民
地
経
営
を
行
お
う
と
す
る
な
ら
は
、

現
地
住
民
を
労
働
力
商
品
と
し
て
市
場
に
動
員
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
、
被
支
配
民
族
に
対
す
る
初
・
中
等
の
教
科
教
育
と
基
本

的
な
生
活
規
律
に
関
す
る
指
導
の
必
要
を
も
た
ら
す
。

　
植
民
地
教
育
が
独
立
国
の
教
育
と
異
な
る
特
異
性
を
も
つ
の
は
、
こ
の
う
ち
第
二
の
機
能
実
現
の
た
め
に
教
育
制
度
を
整
備
し
、
支
配

さ
れ
る
現
地
住
民
に
十
分
な
教
育
を
与
え
る
ほ
ど
、
被
支
配
者
に
は
自
ら
の
社
会
的
位
置
の
自
覚
と
民
族
意
識
の
覚
醒
が
も
た
ら
さ
れ
、

民
族
闘
争
を
促
し
て
、
植
民
地
支
配
そ
の
も
の
の
根
底
を
ゆ
る
が
し
か
ね
な
い
、
と
い
う
ジ
レ
ン
ヤ
が
は
ら
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
ジ
レ
ン
マ
は
、
植
民
地
の
被
支
配
者
が
、
社
会
的
に
は
被
抑
圧
民
族
で
あ
り
、
同
時
に
労
働
力
を
保
有
す
る
経
済
主
体
で
も
あ
る
、

と
い
う
矛
盾
を
内
面
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
起
因
す
る
。
こ
の
回
避
の
た
め
、
植
民
地
教
育
に
お
い
て
は
、
一
部
の
優
秀
な
先
住
民
に
対

し
て
エ
リ
ー
ト
教
育
が
施
さ
れ
、
宗
主
国
の
思
想
と
規
範
を
自
己
に
内
面
化
さ
せ
た
上
層
の
先
住
民
を
買
弁
化
す
る
政
策
が
と
ら
れ
る
と

同
時
に
、
下
層
の
先
住
民
に
対
し
て
は
「
愚
民
政
策
」
が
採
用
さ
れ
、
民
族
意
識
を
覚
醒
さ
せ
な
い
よ
う
に
図
ら
れ
た
。

　
一
八
四
一
年
に
英
領
と
な
っ
た
香
港
は
、
イ
ン
ド
や
マ
ラ
ヤ
の
よ
う
に
面
を
支
配
し
て
そ
こ
に
資
本
投
下
す
る
植
民
地
と
は
異
な
っ
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
香
港
目
体
が
植
民
地
支
配
の
最
終
的
対
象
で
は
な
く
、
香
港
は
、
英
国
に
よ
る
中
国
支
配
の
よ
り
広
い
空
間
に
位
置

す
る
中
核
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
の
教
育
は
、
中
国
に
お
い
て
英
国
の
買
弁
を
要
請
す
る
エ
リ
ー
ト
教
育
と
い
う
要
素
が
と
り
わ
け
強
か
っ

た
。
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し
か
し
、
第
二
次
大
戦
が
終
結
す
る
と
、
中
国
大
陸
で
は
内
戦
が
激
化
し
、
香
港
に
は
無
一
文
で
技
能
も
資
本
も
な
い
難
民
た
ち
が
大

量
に
押
し
寄
せ
た
。
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
て
列
強
に
よ
る
中
国
支
配
が
終
焉
し
た
の
ち
の
一
九
五
一
年
に
な
っ
て
朝
鮮
戦
争
が
勃

発
し
、
香
港
の
中
継
貿
易
機
能
が
停
滞
す
る
と
、
新
た
な
経
済
基
盤
が
輸
出
型
軽
工
業
に
求
め
ら
れ
た
。
す
で
に
別
稿
で
見
た
よ
う
に
、

香
港
植
民
地
政
庁
は
、
公
営
徒
置
住
宅
や
工
業
団
地
の
整
備
を
つ
う
じ
、
か
か
る
難
民
た
ち
が
労
働
力
商
品
と
し
て
目
己
を
実
現
す
る
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

的
な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
を
編
成
し
た
。
そ
し
て
同
時
に
、
こ
う
し
た
難
民
た
ち
に
、
労
働
集
約
的
な
資
本
主
義
製
造
業
の
生
産

現
場
に
相
応
し
い
労
働
規
律
や
技
能
を
教
育
し
、
植
民
地
経
済
に
お
け
る
労
働
力
商
品
と
し
て
持
つ
べ
き
資
質
を
刷
り
込
む
社
会
的
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
の
整
備
が
必
要
と
な
り
、
植
民
地
教
育
の
第
二
の
要
素
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
植
民
地
・
香
港
に
お
け
る
教
育
の
大
衆
化
を
も
た
ら
し
、
冒
頭
に
述
べ
た
植
民
地
教
育
が
も
つ
ジ
レ
ン
マ
を
顕
在
化
さ

せ
る
危
機
を
生
ん
だ
。
労
働
力
商
品
は
、
通
常
の
商
品
と
異
な
り
「
資
本
家
の
統
制
の
も
と
で
生
産
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
過
程
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
は
世
帯
単
位
で
生
産
さ
れ
る
」
と
い
う
特
殊
性
を
も
ち
、
個
々
の
労
働
力
商
品
の
資
質
は
元
来
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
。
こ
の
ジ
レ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

マ
を
解
決
し
、
植
民
地
の
被
支
配
者
と
い
う
「
人
的
資
源
の
複
合
体
」
が
に
な
う
局
地
労
働
市
場
を
機
能
さ
せ
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
教
育

政
策
を
通
じ
、
諸
個
人
が
一
面
に
お
い
て
輸
出
型
工
業
化
の
担
い
手
と
し
て
の
主
体
的
労
働
力
商
品
で
あ
り
、
他
面
に
お
い
て
英
国
人
に

よ
る
異
民
族
支
配
を
受
け
入
れ
る
従
順
な
僕
で
あ
る
と
い
う
、
二
つ
の
人
間
的
資
質
を
同
時
に
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
香
港
で
、
こ
れ
は
い
か
に
果
た
さ
れ
、
植
民
地
教
育
の
こ
の
ジ
レ
ン
マ
は
ど
う
回
避
さ
れ
た
の
か
。

　
筆
者
は
す
で
に
、
新
保
守
主
義
器
o
占
幕
邑
冨
ヨ
に
正
統
性
を
与
え
た
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
ら
の
よ
う
な
「
自
由
放
任
主
義
」
に
戦
後

香
港
の
経
済
成
長
の
根
源
的
な
要
因
を
認
め
る
考
え
方
に
対
置
す
る
も
の
と
し
て
、
香
港
の
ロ
カ
リ
テ
ィ
を
規
定
す
る
英
国
に
よ
る
香
港

植
民
地
支
配
の
主
要
な
特
質
を
、
「
組
織
さ
れ
た
競
争
8
旨
ユ
＜
a
巨
。
。
ω
臼
－
h
巴
『
①
δ
ヨ
」
政
策
に
認
め
、
植
民
地
政
庁
が
自
ら
の
持
つ
政

策
変
数
を
操
作
し
て
供
給
さ
れ
る
資
源
を
希
少
化
し
、
香
港
中
国
人
同
士
の
競
争
を
自
発
的
に
か
き
た
て
る
制
度
的
な
枠
組
み
に
求
め
た
。
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こ
の
作
り
出
さ
れ
た
希
少
性
は
、
よ
り
激
し
い
「
目
由
放
任
」
競
争
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
り
、
被
支
配
民
族
で
あ
る
中
国
人
は
、

そ
の
な
か
で
の
競
争
に
目
を
奪
わ
れ
て
植
民
地
支
配
か
ら
目
を
そ
ら
さ
れ
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
英
国
人
支
配
が
貫
徹
さ
れ
て
き
た
こ
と

　
　
　
（
4
）

を
述
べ
た
。
こ
の
関
係
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
教
育
に
も
貫
徹
し
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
香
港
に
お
け
る
教
育
が
孕
む
こ
の
植
民
地
支
配
の
構
造
、
と
り
わ
け
戦
後
に
つ
い
て
は
、
「
組
織
さ
れ
た
競
争
」
の
機
構
に

つ
い
て
検
討
し
、
香
港
と
い
う
植
民
地
領
域
の
生
産
と
、
そ
こ
に
お
け
る
ロ
カ
リ
テ
ィ
を
分
析
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
を
提
供
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

102

（
1
）
　
拙
稿
「
戦
後
香
港
の
ス
ク
ォ
ッ
タ
ー
問
題
に
お
け
る
、
階
級
、
民
族
、
お
よ
び
空
間
－
産
業
都
市
体
系
生
産
へ
の
序
奏
」
『
土
地
制
度
史
学
』

　
四
一
巻
一
号
、
一
九
九
八
年
。

（
2
）
∪
器
α
田
箋
㊤
ざ
ミ
言
ミ
N
§
§
只
o
愚
軌
ミ
あ
ミ
§
の
き
導
鳴
観
§
遷
§
亀
↓
ぎ
＆
畠
o
§
軌
ミ
婁
ミ
言
ミ
§
誉
一
田
一
江
ヨ
。
『
9

む
ぎ
ω
＝
8
ざ
房
d
該
お
邑
蔓
零
Φ
聲
お
。
。
9
ワ
蕊
。
。
い
水
岡
不
二
雄
監
訳
『
都
市
の
資
本
論
』
青
木
書
店
、
一
九
九
一
年
、
一
七
四
ぺ
ー
ジ
。

（
3
）
　
∪
麩
己
国
畦
話
ざ
竪
ミ
錺
鄭
0
9
営
ミ
一
〇
三
8
ひ
q
R
d
巳
奉
邑
昌
禽
O
ま
8
閃
o
零
臼
ω
」
。
o
。
卜
。
｝
P
器
。
一
松
石
勝
彦
・
水
岡
不
二
雄
ほ
か
訳

　
「
空
間
編
成
の
経
済
理
論
－
資
本
の
限
界
』
大
明
堂
、
一
九
九
〇
年
、
下
五
八
三
ぺ
ー
ジ
。

（
4
）
剛
三
δ
≦
N
8
貫
．
o
。
三
署
ぎ
α
q
幕
ド
爵
§
－
堂
誌
、
』
穿
。
ω
5
ω
毒
言
8
。
岳
8
α
Q
囚
。
品
ω
B
8
巨
。
一
＆
⊆
ω
鼠
ω
ξ
且
9
σ
き

　
u
o
＜
①
一
8
ヨ
①
三
の
巨
O
o
二
箒
卑
益
魯
O
o
δ
三
巴
力
仁
一
Φ
、
あ
8
§
更
§
良
魯
§
o
猟
9
一
『
8
旨
お
一
拙
稿
「
香
港
植
民
地
の
し
く
み
と
香
港
返
還
」

　
『
知
っ
て
お
き
た
い
中
国
』
皿
、
青
木
書
店
、
一
九
九
七
年
、
七
八
－
八
三
ぺ
ー
ジ
。

二
、
戦
前
に
お
け
る
香
港
の
教
育



　
　
一
九
世
紀
、
中
国
に
お
け
る
教
育
の
西
洋
化
は
、
香
港
を
は
じ
め
上
海
・
慶
門
・
青
島
な
ど
に
拠
点
を
置
き
、
中
国
大
陸
へ
の
布
教
と

西
欧
的
倫
理
観
の
普
及
を
目
指
し
た
欧
米
列
強
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
す
す
め
ら
れ
た
。
中
国
へ
の
進
出
拠
点
と
し
て

英
国
が
獲
得
し
た
香
港
は
、
植
民
地
化
と
同
時
に
、
英
国
教
会
を
は
じ
め
、
英
本
国
に
本
拠
を
置
く
キ
リ
ス
ト
教
の
対
中
布
教
拠
点
と
し

て
機
能
し
は
じ
め
た
。
こ
れ
ら
宗
教
団
体
や
そ
の
伝
道
者
の
も
と
で
植
民
地
政
府
が
設
立
し
た
学
校
が
、
英
語
と
「
合
理
性
」
と
い
う
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ユ
ロ

。
国
文
化
を
自
己
に
内
面
化
さ
せ
た
買
弁
エ
リ
ー
ト
と
い
う
、
英
国
に
よ
る
香
港
・
中
国
支
配
の
仲
介
役
を
育
成
し
た
。

植民地統治下における香港中国人の教育

　
　
　
a
　
教
育
を
通
じ
た
西
欧
的
な
時
間
・
空
間
の
包
摂
な
ら
び
に
英
国
文
化
の
諸
様
式
の
注
入

　
香
港
植
民
地
成
立
前
か
ら
、
そ
の
領
域
に
は
、
儒
教
思
想
を
基
盤
と
す
る
地
元
の
中
国
人
学
校
＜
o
ヨ
8
三
巽
の
9
0
9
が
い
く
つ
か
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

在
し
た
。
総
督
が
任
命
し
た
委
員
会
が
一
八
四
七
年
一
一
月
に
植
民
地
長
官
あ
て
提
出
し
た
調
査
報
告
に
よ
る
と
、
三
字
経
や
四
書
五
経

の
記
述
を
中
国
語
で
音
読
し
な
が
ら
内
容
の
理
解
よ
り
も
暗
諦
さ
せ
る
こ
と
が
授
業
内
容
で
あ
り
、
こ
の
種
の
学
校
が
一
八
四
七
年
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
パ
デ
イ
ド
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ン
レ
し

香
港
島
北
部
の
ビ
ク
ト
リ
ア
に
三
校
（
生
徒
数
計
六
七
人
）
・
香
港
仔
に
二
校
（
生
徒
数
二
七
人
）
．
赤
柱
に
三
校
（
生
徒
数
一
二
三
人
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ヨ
ロ

と
計
八
校
（
生
徒
数
計
二
一
七
人
）
存
在
し
た
。
伝
道
師
の
政
庁
学
校
監
督
官
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
学
校
は
、
教
師
の
資
質
が
劣
る
．

教
科
書
が
子
供
た
ち
に
理
解
困
難
・
生
徒
の
出
席
が
常
で
な
い
、
等
の
状
況
の
た
め
、
教
育
の
場
と
し
て
十
分
な
成
果
を
挙
げ
て
い
な
か

つ（　
植
民
地
政
庁
は
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
地
元
の
学
校
を
政
庁
の
監
督
下
に
収
め
、
英
国
流
の
シ
ス
テ
ム
に
作
り
直
そ
う
と
し
た
。
そ
の
特
質

は
ま
ず
、
聖
職
者
が
起
草
し
総
督
の
承
認
の
も
と
一
八
五
七
年
に
無
償
教
育
を
施
す
公
立
校
に
導
入
さ
れ
た
、
次
の
校
則
に
示
さ
れ
て

麗
・
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一、

の
島
の
中
国
人
住
民
は
誰
で
も
公
立
学
校
に
子
供
を
通
学
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
…
…
。

二
、
す
べ
て
の
生
徒
は
、
指
定
さ
れ
た
出
席
時
問
に
集
合
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
…
…
。
正
当
な
理
由
な
く
欠
席
な
い
し
遅
刻
し
た

　
子
供
は
、
こ
う
し
た
悪
習
慣
を
改
め
る
ま
で
訓
戒
さ
れ
矯
正
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
教
師
は
、
親
に
対
し
、
時
間
を

　
守
る
こ
と
を
援
助
で
き
る
よ
う
に
、
時
間
を
守
っ
て
規
則
正
し
く
出
席
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

三
、
子
供
た
ち
は
、
清
潔
で
き
ち
ん
と
し
た
身
な
り
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
教
科
書
は
、
汚
し
た
り
破
っ
た
り
せ
ず
、
良
好
な
状

　
態
に
保
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
…
：

四
、
教
師
は
、
生
徒
全
員
を
そ
の
能
力
に
従
い
学
級
に
配
分
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
生
徒
は
誰
も
、
毎
日
、
学
級
の
他
生
徒
と
同
じ
量
の

　
勉
強
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ど
の
生
徒
も
、
他
生
徒
か
ら
後
れ
て
は
な
ら
な
い
。
…
…

五
、
教
師
は
、
漢
字
の
意
味
を
教
え
る
こ
と
、
子
供
が
何
を
読
ん
で
い
る
か
説
明
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
大
き
な
注
意
を
払
う

　
よ
う
、
厳
格
に
求
め
ら
れ
る
。

六
、
勉
強
の
科
目
と
時
間
を
示
し
た
時
間
割
が
、
監
督
官
に
よ
り
準
備
さ
れ
る
。
こ
れ
は
教
室
の
目
立
つ
個
所
に
掲
示
さ
れ
ね
ば
な

　
ら
ず
、
厳
格
に
従
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

七
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
紳
士
、
と
り
わ
け
政
庁
係
官
あ
る
い
は
誰
で
あ
れ
学
校
を
監
督
す
る
紳
士
が
教
室
に
来
た
な
ら
ば
、
教
師
は

　
生
徒
に
、
起
立
し
、
静
粛
に
し
、
敬
意
を
表
す
る
よ
う
指
導
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
彼
が
生
徒
検
査
を
望
ん
だ
と
き
は
、
直
ち

　
に
生
徒
の
進
度
検
査
に
か
か
れ
る
よ
う
、
す
べ
て
の
教
科
書
を
遅
滞
な
く
生
徒
の
前
の
机
に
用
意
す
る
よ
う
指
示
す
る
も
の
と
す

　
る
。

八
、
教
師
は
、
生
徒
名
簿
．
出
席
状
況
・
成
績
表
を
常
に
つ
け
、
誰
が
正
常
に
出
席
し
て
い
る
か
監
督
官
に
わ
か
る
よ
う
に
す
る
も

　
の
と
す
る
。
・
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九
、
半
年
に
一
回
試
験
を
行
う
こ
と
と
し
、
勤
勉
で
集
中
力
あ
る
生
徒
に
は
賞
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。

一
〇
、
教
師
は
、
政
庁
か
ら
教
室
と
し
て
貸
し
出
さ
れ
た
施
設
を
、
目
ら
の
家
族
を
除
く
ほ
か
、
医
者
・
占
い
師
・
そ
の
他
、

　
使
わ
せ
て
も
い
け
な
い
…
…
。

誰
に

植民地統冶下における香港中国人の教育

こ
の
校
則
は
そ
の
中
国
語
訳
が
各
校
に
掲
示
さ
れ
た
。
中
国
に
伝
統
的
な
、
こ
れ
ま
で
の
時
間
・
空
間
の
境
界
の
曖
昧
さ
は
、
許
容
さ
れ

る
も
の
で
な
か
っ
た
。
決
ま
っ
た
時
間
に
生
徒
は
常
に
集
団
で
決
ま
っ
た
空
間
に
存
在
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
こ
の
空
間
は
、
教
育
行

為
に
よ
り
排
他
的
に
占
有
さ
れ
、
他
の
行
為
は
許
容
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
英
国
流
の
排
他
的
な
時
間
・
空
間
の
包
摂
様
式
を
中

国
人
に
刷
り
込
む
よ
う
試
み
ら
れ
た
。
（
第
二
、
六
、
八
、
九
、
一
〇
条
）
。

　
第
二
に
、
校
則
は
、
欧
州
人
（
大
部
分
は
宗
主
国
の
英
国
人
）
に
対
す
る
尊
敬
と
従
順
を
要
求
し
た
（
第
七
、
八
条
）
。
欧
米
人
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

「
野
蛮
人
で
半
ば
怪
物
の
よ
う
」
だ
、
と
認
識
し
て
い
た
中
国
人
の
意
識
の
中
に
、
植
民
地
支
配
者
は
、
儒
教
理
念
と
し
て
伝
統
的
に
存

在
し
た
年
長
者
に
対
す
る
尊
敬
と
み
ず
か
ら
に
た
い
す
る
尊
敬
と
を
接
合
し
て
、
植
民
地
の
社
会
構
造
を
植
え
込
も
う
と
し
た
。

　
第
三
に
、
教
育
は
、
も
は
や
無
意
味
な
中
国
古
典
の
暗
記
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
実
学
的
要
素
を
持
つ
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

さ
れ
た
（
第
四
、
五
条
）
。
こ
れ
は
、
一
面
で
、
英
国
流
の
合
理
主
義
の
導
入
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
、
か
か
る
「
合
理
的
」
教
育
を
通

じ
、
英
国
化
さ
れ
た
中
国
人
を
実
際
に
生
産
し
よ
う
と
す
る
意
思
の
表
わ
れ
で
も
あ
っ
た
。

　
第
四
に
、
教
育
行
為
を
象
徴
す
る
事
物
の
尊
重
を
求
め
る
こ
と
を
通
じ
、
学
校
を
真
摯
な
学
び
の
場
と
し
て
認
識
さ
せ
、
学
校
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

場
所
を
「
神
聖
」
と
捉
え
さ
せ
る
象
徴
化
が
、
服
装
規
定
・
教
科
書
を
大
切
に
扱
わ
せ
る
要
求
（
第
三
条
）
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
。

　
用
い
ら
れ
た
教
科
書
は
、
在
来
の
三
字
経
・
四
書
五
経
に
加
え
て
、
新
約
聖
書
・
十
戒
・
英
国
人
の
著
し
た
地
理
書
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

史
・
英
語
の
教
科
書
な
ど
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
的
倫
理
観
・
世
界
観
の
訓
育
と
、
地
理
・
歴
史
学
習
を
通
じ
、
当
時
グ
ロ
ー
バ
ル
な
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覇
権
を
も
っ
た
英
国
的
な
空
間
・
時
間
概
念
を
生
徒
の
中
に
形
成
し
よ
う
と
さ
れ
た
こ
と
が
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
公
立
校
で
学
ん
だ
中
国
人
は
、
一
八
五
九
年
に
八
四
三
人
（
う
ち
女
子
六
四
）
に
ま
で
増
加
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
年
香
港

に
い
た
子
供
数
、
男
子
八
四
〇
七
人
、
女
子
五
六
七
九
人
の
六
％
に
相
当
し
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
こ
と
は
、
公
立
校
が
欧
化
さ
れ
英
国

の
立
場
に
た
つ
中
国
人
を
生
産
し
て
行
く
「
エ
リ
i
卜
教
育
」
の
場
と
し
て
直
ち
に
成
功
し
た
こ
と
を
、
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
ロ
ン

　
　
　
　
（
9
）

ド
ン
伝
道
会
8
且
8
竃
一
ω
ω
δ
冨
q
の
0
9
Φ
ぐ
牧
師
で
、
次
項
に
述
べ
る
英
華
書
院
を
香
港
に
創
設
し
た
レ
ッ
ジ
師
力
Φ
＜
■
9
ー

需
器
①
は
、
一
八
五
九
年
、
総
督
あ
て
政
庁
教
育
委
員
会
報
告
書
に
お
い
て
、
当
時
の
公
立
校
の
状
況
に
つ
き
次
の
よ
う
に
述
べ
て

（
1
0
）

い
る
。

106

生
徒
の
大
部
分
の
出
身
は
貧
し
く
、
出
席
は
不
規
則
で
、
何
年
も
出
て
く
る
と
当
て
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
教
師
は
一
般
に
、

こ
の
仕
事
に
と
り
わ
け
適
性
が
あ
る
と
い
う
者
で
は
な
い
。
英
語
教
師
［
中
国
人
］
は
若
く
、
我
々
の
国
の
言
葉
［
”
英
語
］
に
つ

い
て
、
初
歩
的
な
知
識
し
か
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
…
…
［
監
督
官
］
は
、
各
々
の
学
校
に
毎
月
二
～
三
時
間
以
上
を
費
や
す
こ
と

は
で
き
な
い
。

こ
の
た
め
レ
ッ
ジ
師
は
、
教
育
を
欧
州
人
常
駐
校
に
集
約
し
「
英
語
教
育
を
、
公
立
校
に
お
い
て
、
従
来
よ
り
重
要
な
部
分
と
し
て
ゆ

く
」
こ
と
、
英
語
を
欧
州
人
教
師
が
直
接
教
え
る
こ
と
を
提
言
し
た
。
こ
の
英
語
課
程
は
非
正
規
生
に
も
履
修
を
許
す
こ
と
と
し
、
「
中

国
の
学
校
で
良
い
教
育
を
受
け
、
本
植
民
地
の
中
国
企
業
や
家
族
と
結
び
つ
く
多
数
の
若
い
中
国
人
が
、
こ
の
英
語
課
程
に
入
学
す
る
こ

と
を
好
む
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
、
教
育
を
武
器
に
英
国
の
影
響
力
を
中
国
に
拡
大
す
る
期
待
を
明
確
に
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

　
こ
の
提
案
に
も
と
づ
き
、
一
八
六
二
年
、
香
港
島
北
部
ビ
ク
ト
リ
ア
の
歌
賦
街
に
中
央
書
院
9
暮
邑
ω
3
0
0
一
が
設
立
さ
れ
た
。
他
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方
、
ビ
ク
ト
リ
ア
か
ら
離
れ
た
三
校
か
ら
は
政
庁
助
成
と
監
督
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
政
庁
が
施
設
を
無
償
貸
与
し
て
中
国
人
村
民
が
広
東

語
を
用
い
目
主
的
に
在
来
の
方
式
で
教
育
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
一
八
六
四
年
の
教
育
委
員
会
報
告
書
は
、
エ
リ
ー
ト
層
の
教
育
を
集

約
し
た
中
央
書
院
に
「
村
の
学
校
よ
り
も
優
れ
た
階
級
の
生
徒
が
入
学
」
し
は
じ
め
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
同
委
員
会
は
ま
た
、
今
後
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

国
人
か
ら
授
業
料
を
徴
収
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
授
業
料
を
払
え
な
い
貧
困
な
中
国
人
は
中
央
書
院
に
入
学
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
、
香
港
の
教
育
制
度
は
明
確
な
階
層
性
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　
中
央
書
院
で
は
、
英
語
教
育
が
重
視
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
、
中
国
人
に
キ
リ
ス
ト
教
思
想
を
理
解
さ
せ
る
た
め
、
聖
書
教
育
が
中
国
人
教

師
に
よ
り
中
国
語
で
行
わ
れ
た
。
後
に
は
孫
文
も
、
欧
米
の
思
想
に
着
想
を
得
て
「
三
民
主
義
」
を
構
想
す
る
前
の
人
生
の
揺
藍
期
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

の
ち
に
一
八
九
五
年
に
皇
仁
書
院
O
器
9
．
ω
O
o
幕
篶
と
改
名
さ
れ
た
こ
の
学
校
で
過
ご
し
て
い
る
。

　
中
国
人
に
対
す
る
エ
リ
ー
ト
植
民
地
教
育
の
場
で
あ
る
中
央
書
院
は
や
が
て
、
中
国
人
生
徒
や
香
港
市
民
の
な
か
に
、
植
民
地
教
育
と

宗
主
国
言
語
に
対
す
る
、
優
越
性
を
孕
む
象
徴
化
を
生
産
し
て
い
っ
た
。
校
長
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
宰
巴
豊
畠
蜂
Φ
≦
巽
け
は
「
息
子
を

こ
の
学
校
に
や
っ
て
い
な
い
中
国
人
は
、
こ
こ
の
生
徒
た
ち
を
ど
ん
な
こ
と
で
あ
れ
好
意
的
な
目
で
見
て
い
る
」
、
生
徒
た
ち
は
「
優
越

感
を
も
っ
て
ふ
る
ま
い
、
英
語
を
知
ら
な
い
人
々
を
排
除
し
て
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
浪
費
が
な
さ
れ
る
よ
う
な
仲
問
う
ち
の
集
ま
り
を
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

る
」
傾
向
を
示
し
は
じ
め
て
い
る
、
と
指
摘
し
た
。

　
　
　
b
　
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
団
体
に
よ
る
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
創
設

　
以
上
の
公
立
校
を
導
い
た
教
育
思
想
に
立
ち
な
が
ら
、
英
国
を
中
心
と
す
る
各
国
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
団
体
は
、
政
庁
か
ら
独
目
に
香

港
で
教
育
事
業
を
推
進
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
伝
道
団
体
の
主
要
な
関
心
は
、
も
と
も
と
中
国
本
土
へ
の
布
教
に
あ
り
、
植
民
地
成
立
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

期
の
人
口
が
少
な
い
香
港
で
の
教
育
事
業
の
機
会
を
「
余
り
に
制
限
さ
れ
、
不
確
実
で
あ
る
」
と
考
え
て
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
創
設
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に
あ
ま
り
熱
心
で
な
か
っ
た
。
設
立
さ
れ
た
場
合
も
、
中
国
本
土
へ
の
英
国
勢
力
進
出
拠
点
と
い
う
香
港
の
相
対
的
位
置
を
ふ
ま
え
、
そ

の
教
育
目
標
は
、
中
国
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
を
行
う
中
国
人
の
養
成
に
お
か
れ
て
い
た
。

　
最
初
の
、
・
・
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
は
、
聖
書
の
中
国
語
訳
を
完
成
さ
せ
た
ロ
ン
ド
ン
伝
道
会
の
モ
リ
ソ
ン
菊
o
σ
R
一
ζ
〇
三
ω
9
を
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
リ
ソ
ン
ヒ
ル

し
て
一
八
三
五
年
に
創
立
さ
れ
た
モ
リ
ソ
ン
教
育
協
会
が
マ
カ
オ
か
ら
移
転
し
、
今
日
の
摩
理
臣
山
（
香
港
島
）
に
生
徒
二
四
人
を
集
め

て
一
八
四
三
年
に
開
校
し
た
「
モ
リ
ソ
ン
教
育
協
会
学
校
ζ
〇
三
の
9
国
α
＝
8
鼠
9
ω
0
9
Φ
蔓
の
9
8
一
」
で
あ
っ
た
。
一
八
四
九
年
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

こ
の
後
継
校
と
し
て
英
国
教
会
（
聖
公
会
）
系
の
聖
保
羅
書
院
ω
壁
評
三
、
の
O
o
＝
品
Φ
が
設
立
さ
れ
、
政
庁
が
助
成
し
た
。
そ
の
開
校
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

目
的
は
「
英
国
教
会
の
原
理
に
従
っ
て
、
福
音
を
中
国
に
広
め
る
た
め
、
先
住
民
の
聖
職
者
と
キ
リ
ス
ト
教
教
師
を
養
成
す
る
た
め
」
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
伝
道
会
自
体
も
、
一
八
一
八
年
に
モ
リ
ソ
ン
が
マ
ラ
ッ
カ
に
設
立
し
た
中
国
人
聖
職
者
の
養
成
校
、
英
華
書

院
S
お
≦
ゆ
O
亀
畠
①
を
、
伝
道
師
レ
ッ
ジ
の
主
導
の
も
と
一
八
四
三
年
に
香
港
に
移
転
さ
せ
、
一
八
四
四
年
に
生
徒
数
一
八
人
で
開

校
し
た
。
一
八
四
六
年
に
は
女
子
部
も
生
徒
数
七
人
で
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
も
、
中
国
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教
に
必
要
な
中
国
人
牧
師
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

養
成
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
授
業
で
使
用
す
る
言
語
に
つ
い
て
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
協
会
は
「
中
国
語
と
そ
の
文
献
を
み
る
に
つ
け
、
そ
れ
は
教
育
手
段
と
し
て
不
適

合
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
目
的
に
適
当
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
話
し
言
葉
は
、
多
数
の
抽
象
的
で
技
術
的
な
科
学
上
の
述
語
は
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ず
も
が
な
、
心
理
や
、
も
っ
と
も
単
純
な
科
学
上
の
事
実
を
伝
え
る
の
に
さ
え
適
合
し
て
い
な
い
」
な
ど
と
し
、
英
語
を
教
授
言
語
と
し

て
指
向
し
た
。

　
こ
の
こ
ろ
次
第
に
中
国
人
の
一
部
に
、
よ
り
高
い
経
済
的
・
社
会
的
地
位
獲
得
の
た
め
英
語
を
習
得
す
る
動
き
が
起
こ
り
、
香
港
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
積
極
的
に
子
女
を
入
学
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
学
校
設
立
の
目
的
に
反
し
、
こ
れ
ら
中
国
人
は
聖
職
者
を
志
望

せ
ず
、
い
っ
た
ん
英
語
を
身
に
つ
け
る
と
、
関
心
は
白
人
経
営
の
企
業
や
植
民
地
政
庁
に
就
職
す
る
こ
と
に
向
か
っ
た
。
力
ト
リ
ッ
ク
系
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、
、
、
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
ω
け
留
≦
o
ξ
、
ω
O
o
雨
鴨
校
長
が
の
ち
に
、
中
国
人
た
ち
は
「
知
識
を
得
る
た
め
に
勉
強
す
る
の
で
な
く
、
ド

ル
を
得
て
儲
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
勉
強
す
る
の
で
あ
る
。
…
…
我
々
は
、
事
務
員
や
買
弁
を
養
成
す
る
こ
と
で
満
足

　
　
　
　
　
　
　
（
盟
）

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
皮
肉
を
込
め
て
述
べ
た
。

　
し
か
し
「
買
弁
の
養
成
」
は
、
植
民
地
教
育
の
理
念
か
ら
す
れ
ば
む
し
ろ
積
極
的
に
評
価
す
べ
き
成
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

一
八
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
レ
ッ
ジ
を
中
心
に
、
ミ
ッ
シ
．
ン
ス
ク
ー
ル
を
「
世
俗
化
す
る
運
動
ω
8
三
震
裂
ヨ
o
話
ヨ
①
三
」
が
起
こ
っ

た
の
は
、
き
わ
め
て
目
然
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
植
民
地
政
庁
も
ま
た
、
私
立
学
校
の
有
力
な
も
の
に
つ
い
て
、
植
民
地
の
政
治
・

社
会
制
度
に
こ
れ
を
包
摂
す
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
政
庁
は
、
公
立
で
は
な
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
質
を
管
理
す
る
た
め
、
　
一
八
六
五
年
よ
り
公
開
の
統
一
試
験
を
開
始
し
た
。

こ
れ
は
、
政
庁
が
共
通
問
題
で
中
国
人
生
徒
を
試
験
す
る
も
の
で
、
成
績
が
優
れ
た
生
徒
を
多
く
輩
出
し
た
学
校
に
は
、
総
督
が
賞
を
授

　
（
2
2
）

与
し
た
。
ま
た
、
一
八
七
三
年
四
月
に
は
、
植
民
地
政
庁
が
設
置
基
準
9
き
二
亭
巴
O
ω
9
①
巳
Φ
を
作
成
し
、
こ
れ
を
満
た
し
た
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

に
の
み
助
成
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
設
置
基
準
は
一
五
条
か
ら
成
り
、
そ
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
条
項
が
含
ま
れ
て
い
た
。

一
　
い
か
な
る
助
成
で
あ
れ
、
給
付
に
際
し
て
は
、
以
下
の
点
が
満
足
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

㈲
　
校
長
は
、
有
能
で
あ
る
こ
と
。

㈲
　
平
均
的
出
席
者
が
、
二
〇
人
を
下
ら
な
い
こ
と
。

ω
　
世
俗
ω
Φ
2
一
曽
教
育
に
充
て
ら
れ
る
時
間
は
、
毎
日
四
時
間
よ
り
少
な
く
な
い
こ
と
。

⑧
　
学
校
の
出
席
簿
は
き
ち
ん
と
つ
け
ら
れ
、
適
切
な
規
律
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

㈲
　
組
織
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
課
業
は
適
切
な
時
間
割
に
従
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
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れ
る
時
間
。

一
五
　
こ
の
条
件
を
満
た
し
た
生
徒
は
、
教
育
標
準
に
従
っ
て
試
験
さ
れ
る
。

　
ー
　
学
校
の
宗
教
教
育
。

　
　
　
ぐ

　
ー
　
本
基
準
で
要
求
さ
れ
て
い
る
四
時
間
の
世
俗
教
育
の
前
ま
た
は
後
に
行
わ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
こ
の
宗
教
教
育
に
充
て
ら

　
　
　
く

二
　
政
庁
は
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
干
渉
も
し
な
い
。

　
ー
　
教
員
の
人
事
。
こ
の
教
員
が
有
能
な
限
り
に
お
い
て
。

　
C

　
（

　
ー
　
教
科
書
。
教
育
標
準
の
目
的
の
た
め
教
科
書
が
世
俗
教
育
の
観
点
か
ら
十
分
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
。

　
d

　
（

四
　
助
成
金
を
受
け
取
る
学
校
は

　
ー
　
政
庁
の
検
査
を
い
つ
で
も
受
け
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
。

　
a

　
（

五
　
欧
州
人
の
監
督
下
に
な
い
中
国
人
学
校
は
、
必
要
な
場
合
、
［
政
庁
］
監
督
官
を
理
事
長
ヨ
琶
畠
R
に
任
ず
る
。

一
〇
　
助
成
は
、
世
俗
教
育
の
明
白
な
結
果
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
る
。

一
一
　
こ
の
結
果
は
、
監
督
官
が
実
施
す
る
毎
年
の
定
期
試
験
に
よ
り
確
め
ら
れ
る
。

一
四
　
試
験
は
、
毎
日
四
時
間
を
下
ら
な
い
世
俗
授
業
に
年
間
二
〇
〇
日
間
出
席
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

110

　
当
初
力
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
こ
の
設
置
基
準
の
考
え
方
に
対
し
「
宗
教
は
教
育
と
分
か
つ
こ
と
は
で
き
な
い
」
「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
間
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

世
俗
教
育
を
是
認
す
る
こ
と
は
、
教
会
の
原
則
か
ら
外
れ
る
こ
と
を
援
助
し
、
改
宗
を
迫
る
こ
と
に
な
る
」
と
支
持
し
な
か
っ
た
。
だ
が
、

そ
の
後
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
総
督
ヘ
ネ
シ
ー
冒
目
ぎ
冨
田
旨
8
亀
が
、
一
八
七
九
年
に
こ
の
設
置
基
準
か
ら
「
世
俗
」
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ロ

語
を
削
除
し
た
た
め
、
力
ト
リ
ッ
ク
系
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
も
、
設
置
基
準
に
も
と
づ
き
政
庁
か
ら
助
成
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。



　
か
く
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
は
、
政
庁
が
定
め
た
基
準
（
指
導
要
領
）
に
従
っ
て
世
俗
教
育
を
施
し
、
学
校
運
営
．
施
設
．
教
育

内
容
等
す
べ
て
を
政
庁
の
検
査
に
委
ね
、
か
つ
政
庁
が
行
う
試
験
を
基
準
と
す
る
標
準
化
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
条
件
に
、
中
央
書
院
と

共
通
の
制
度
的
位
置
に
お
か
れ
た
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
数
は
増
え
、
ま
た
こ
れ
ら
の
学
校
に
通
う
生
徒
数
も
大
幅
に
増
え
て
、
、
、
、
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
は
中
国
人
社
会
に
浸
透
し
、
公
立
校
を
凌
駕
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
っ
た
。

植民地統治下における香港中国人の教育

　
　
　
c
　
教
育
の
英
国
化
に
対
す
る
香
港
中
国
人
の
抵
抗

　
植
民
地
支
配
者
の
側
に
お
け
る
こ
う
し
た
教
育
政
策
に
対
し
、
被
支
配
者
中
国
人
の
側
か
ら
、
教
育
の
英
国
化
に
対
抗
し
て
、
後
の
大

陸
で
生
じ
た
「
教
育
権
回
収
運
動
」
と
軌
を
一
に
す
る
動
き
が
生
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
一
八
六
四
年
一
二
月
、
聖
保
羅
書
院
卒
の
キ
リ
ス
ト
教
帰
依
者
夫
人
に
相
応
し
い
教
養
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
目
的
を
も
つ
英
国
教
会
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

の
抜
率
女
子
訓
練
学
校
U
δ
8
ω
き
Z
m
江
＜
Φ
閃
①
日
巴
Φ
↓
邑
三
農
ω
9
8
一
校
長
イ
ー
ト
ン
女
史
ζ
曽
員
名
冒
駄
お
α
国
讐
8
は
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

国
人
女
性
に
英
語
を
教
え
道
徳
的
に
堕
落
さ
せ
て
い
る
と
抗
議
す
る
中
国
人
男
性
か
ら
投
石
を
受
け
た
。
学
校
創
立
の
理
念
と
異
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

当
時
こ
う
し
た
学
校
を
志
望
す
る
中
国
人
に
白
人
に
囲
わ
れ
英
語
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
内
縁
の
女
性
が
多
か
っ
た
の
は
、
事
実
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
政
庁
立
の
中
央
書
院
で
も
、
一
人
の
中
国
人
教
師
が
、
『
聖
書
』
の
授
業
中
に
、
『
聖
書
』
の
例
と
中
国
の
哲
人
の
書
い
た
も
の

と
を
比
較
し
て
中
国
の
哲
人
に
よ
り
好
意
的
な
授
業
を
す
る
性
癖
を
示
し
て
い
る
と
の
報
告
が
、
一
八
六
五
年
に
ス
チ
ュ
ワ
i
卜
校
長
自

　
　
　
　
　
（
3
1
）

身
か
ら
出
さ
れ
た
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
校
長
は
こ
う
し
た
抵
抗
に
直
面
し
、
中
央
書
院
で
の
『
聖
書
』
教
育
を
中
止
、
か
つ
英
語
教
育
を
義

務
化
す
る
と
い
う
、
さ
ら
な
る
世
俗
教
育
化
で
対
応
す
る
こ
と
で
対
応
し
た
。
後
に
そ
の
理
由
を
、
「
な
ぜ
世
俗
教
育
が
採
用
さ
れ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
中
国
人
の
心
の
中
に
宗
教
の
授
業
に
つ
い
て
大
き
な
嫌
悪
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
タ
ノ

　
一
八
八
六
年
に
は
、
政
庁
監
理
校
で
何
人
も
の
生
徒
が
大
潭
水
道
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
へ
の
捧
げ
も
の
と
し
て
生
き
埋
め
に
さ
れ
る
と
い
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（
3
3
）

う
噂
が
中
国
人
の
間
に
広
ま
り
、
中
国
人
の
親
が
ほ
と
ん
ど
の
学
校
か
ら
そ
の
子
女
を
引
き
上
げ
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。
二
〇
世
紀
初
め

ペ
ス
ト
が
流
行
し
た
際
に
も
、
子
供
た
ち
か
ら
治
療
薬
と
し
て
胆
汁
が
抜
き
取
ら
れ
る
と
い
う
噂
が
中
国
人
の
間
に
流
れ
、
同
様
の
事
態

と
な
っ
た
。

　
中
国
人
は
、
英
国
人
の
主
導
で
経
済
中
心
と
し
て
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
香
港
経
済
の
分
け
前
を
得
る
た
め
英
語
教
育
を
受
け
る
こ
と
に

は
熱
心
だ
っ
た
が
、
決
し
て
、
『
聖
書
』
教
育
に
代
表
さ
れ
る
欧
米
の
倫
理
観
を
直
ち
に
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
宗
主
国
英
国
人
な
ど
白

人
を
「
偲
姥
δ
蚤
α
q
コ
3
≦
一
」
と
呼
び
、
英
語
教
育
に
実
利
を
感
じ
つ
つ
も
、
白
人
が
運
営
・
指
導
す
る
学
校
に
不
信
感
を
依
然
抱
い

て
い
た
の
で
あ
る
。
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d
　
宗
主
国
言
語
”
英
語
教
育
の
強
化
を
通
じ
た
、
中
国
人
か
ら
の
抵
抗
の
回
避

　
こ
の
抵
抗
は
、
な
ん
と
か
回
避
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
、
中
国
人
の
大
義
に
た
ち
民
族
教
育
を
要
求
し
た
香
港
中
国
人
が
、

英
語
を
、
宗
主
国
の
ロ
ー
カ
ル
な
国
語
で
あ
る
と
同
時
に
、
大
英
帝
国
の
世
界
覇
権
の
も
と
で
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
西
側
の

技
術
や
思
想
の
輸
入
・
そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
重
要
な
手
段
と
い
う
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
普
遍
性
を
も
つ
と
と
ら
え
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も

な
く
有
利
な
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
面
性
の
た
め
、
ペ
ニ
ー
ク
ッ
ク
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
い
っ
た
ん
植
民
地
統
治
が
で
き
、
英
語

が
社
会
的
．
経
済
的
声
望
へ
の
入
口
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
と
、
植
民
化
さ
れ
た
人
々
は
、
こ
の
言
語
［
英
語
］
へ
の
ア
ク
セ
ス

　
　
　
（
3
4
）

を
要
求
す
る
」
と
い
う
過
程
が
、
非
支
配
者
の
側
か
ら
自
発
的
に
お
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
英
語
教
育
は
、
中
国
人
に
は
経
済
的
向
上
を
、

ま
た
英
国
人
に
は
植
民
地
支
配
強
化
と
中
国
人
の
英
国
化
を
も
た
ら
し
、
植
民
地
の
支
配
者
と
被
支
配
者
と
の
民
族
・
階
級
同
盟
が
成
立

し
う
る
基
盤
を
提
供
し
て
、
植
民
地
社
会
統
合
の
基
盤
を
も
た
ら
す
き
わ
め
て
有
効
な
武
器
と
な
っ
た
。
香
港
の
英
国
人
が
、
こ
の
こ
と

を
巧
み
に
植
民
地
運
営
の
た
め
に
活
用
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。



　
し
か
し
現
実
は
、
中
央
書
院
に
中
国
の
伝
統
的
な
教
育
様
式
が
植
民
地
化
後
四
〇
年
を
経
過
し
て
も
根
強
く
残
り
、
英
語
教
育
は
き
わ

め
て
不
十
分
な
状
況
に
あ
っ
た
。
一
八
七
七
年
に
着
任
し
た
総
督
ヘ
ネ
シ
ー
は
中
央
書
院
を
視
察
、
次
の
よ
う
に
英
本
国
植
民
地
省
に
報

告
し
て
い
る
。

植民地統治下における香港中国人の教育

教
室
に
は
、
一
五
〇
人
ば
か
り
の
中
国
人
が
い
て
、
三
人
の
中
国
人
教
師
に
指
導
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
中
国
の
古
典
を
講
読
し
て

い
た
。
…
…
［
こ
れ
ら
の
教
師
］
は
英
語
に
つ
い
て
何
の
知
識
も
な
か
っ
た
。
…
…
こ
の
教
室
の
生
徒
も
、
誰
も
英
語
が
話
せ
な
か

っ
た
。
…
…
こ
の
学
校
に
は
一
年
間
に
六
一
〇
人
の
生
徒
が
通
っ
て
い
る
。
［
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
校
長
に
］
そ
の
う
ち
何
人
英
語
が
で

き
る
か
と
尋
ね
る
と
、
五
〇
か
ら
六
〇
人
以
下
で
あ
り
、
し
か
も
極
め
て
不
十
分
に
だ
と
答
え
た
。
彼
ら
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
氏
が

求
め
て
い
る
の
が
何
で
あ
る
か
指
摘
し
た
　
　
生
徒
を
学
校
に
少
し
で
も
長
く
引
き
と
め
て
お
き
た
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の

英
国
の
植
民
地
に
お
い
て
、
主
要
な
政
庁
立
校
で
六
〇
〇
人
中
六
〇
人
し
か
英
語
が
話
せ
な
い
、
し
か
も
不
完
全
に
し
か
で
き
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
我
々
が
満
足
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
欠
陥
は
、
早
急
に
改
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
八
七
八
年
二
月
二
五
日
、
総
督
ヘ
ネ
シ
ー
は
「
教
育
会
議
国
α
⊆
8
菖
8
0
0
三
甲

雪
8
」
を
開
催
、
英
語
教
育
が
政
庁
の
主
要
な
任
務
で
あ
る
こ
と
、
中
央
書
院
で
は
毎
日
五
時
間
（
土
曜
日
を
除
く
）
を
英
語
教
育
に

充
当
し
て
こ
れ
を
必
修
と
し
、
中
国
語
は
二
・
五
時
間
と
し
て
両
親
の
意
思
に
よ
る
選
択
と
す
る
こ
と
、
よ
り
多
く
の
時
間
を
英
語
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
（
3
6
）

に
充
当
で
き
る
よ
う
、
英
語
力
不
十
分
な
志
望
者
に
つ
い
て
中
国
語
の
入
学
要
件
を
厳
し
く
す
る
こ
と
、
の
三
点
を
決
定
し
た
。
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e
　
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
英
帝
国
の
高
等
教
育
拠
点
の
設
立
－
香
港
大
学

　
清
朝
末
期
、
中
国
人
の
外
国
へ
の
関
心
は
高
ま
り
、
大
学
教
育
に
対
す
る
需
要
は
急
増
し
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
、
科
挙
を
頂
点
に
置

く
当
時
の
中
国
の
伝
統
的
制
度
は
こ
れ
に
応
え
る
す
べ
が
な
く
、
高
等
教
育
は
、
帝
国
主
義
列
強
が
競
っ
て
担
い
、
中
国
に
文
化
面
で
浸

透
す
る
政
治
的
手
段
と
し
て
機
能
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

　
中
国
国
内
に
お
け
る
大
学
は
、
北
米
系
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
団
体
に
よ
っ
て
、
上
海
、
北
京
、
武
漢
な
ど
の
主
要
都
市
で
設
立
さ
れ
、
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

本
人
も
上
海
に
一
九
〇
一
年
、
東
亜
同
文
書
院
を
設
立
（
当
初
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
、
の
ち
一
九
三
九
年
に
大
学
に
昇
格
）
し
た
。
こ

れ
ら
の
高
等
教
育
機
関
は
相
当
に
高
い
教
育
・
研
究
水
準
を
保
ち
、
中
国
人
子
女
を
多
数
育
て
た
。
ま
た
、
高
等
教
育
を
海
外
に
求
め
る

中
国
人
た
ち
の
間
で
、
と
り
わ
け
日
清
戦
後
、
日
本
へ
の
留
学
志
向
が
顕
著
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
香
港
で
も
、
二
〇
世
紀
に
は
い
り
、
大
学
設
置
を
求
め
る
声
が
東
ア
ジ
ア
在
住
の
英
国
人
の
間
に
高
ま
っ
て

い
っ
た
。
当
時
有
力
だ
っ
た
香
港
の
英
字
紙
『
○
ミ
蓉
ミ
＆
邑
の
社
説
は
、
一
九
〇
五
年
一
二
月
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
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注
意
深
く
検
討
し
て
み
る
と
、
香
港
の
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
教
育
は
初
等
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
…
…
。
こ
れ
は
か
な
り
子
供

た
ち
自
身
の
せ
い
で
、
余
り
に
早
く
学
校
を
去
っ
て
ゆ
く
た
め
、
高
い
仕
事
の
水
準
に
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
も
し
大

英
帝
国
が
目
ら
の
立
場
を
守
り
通
し
、
北
の
ラ
イ
バ
ル
マ
日
本
］
と
同
様
に
影
響
力
を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
初
等
教
育
を

は
る
か
に
超
え
る
も
の
が
必
要
と
さ
れ
る
。
／
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
香
港
で
正
式
に
設
立
さ
れ
た
高
等
教
育
機
関
－
大
学

で
あ
る
。
こ
う
し
た
機
関
が
す
ぐ
そ
ば
に
設
置
さ
れ
れ
ば
、
南
の
諸
省
の
中
国
人
や
、
た
ぶ
ん
北
の
中
国
人
た
ち
も
、
自
国
の
大
学

よ
り
こ
ち
ら
を
利
用
し
よ
う
…
…
。
こ
う
し
た
大
学
は
当
初
収
支
償
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
…
…
香
港
に
設
立
さ
れ
た
大
学
は
、

［
大
英
］
帝
国
の
資
産
と
な
り
、
そ
こ
に
費
や
さ
れ
た
公
的
資
金
は
、
帝
国
の
繁
栄
が
関
わ
る
点
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
を
防
衛
す
る



銃
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
酋
長
に
供
給
す
る
た
め
毎
年
補
助
金
を
出
す
の
と
同
様
、
十
分
有
益
に
使
わ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
：

39

0

植民地統冶下における香港中国人の教育

　
牧
師
と
し
て
中
国
に
英
国
の
影
響
力
を
文
化
面
で
強
め
る
に
働
い
た
ガ
ス
コ
イ
ン
ー
セ
シ
ル
師
幻
Φ
＜
・
い
o
＆
名
一
≡
曽
ヨ
O
霧
8
鴫
需
－

O
Φ
亀
は
、
「
巾
国
政
府
は
何
千
人
も
の
教
師
を
必
要
と
し
て
い
る
。
教
師
た
ち
は
第
一
級
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
の
教
育
が
押

し
寄
せ
て
い
る
。
教
育
は
キ
リ
ス
ト
教
の
基
礎
の
上
に
う
ち
た
て
ら
れ
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
神
を
知
ら
ぬ
考
え
の
う
え
に
う
ち
た
て
ら

　
　
　
（
4
0
）

れ
る
べ
き
か
」
と
、
切
羽
詰
っ
た
状
況
を
吐
露
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
布
教
が
大
英
帝
国
に
よ
る
中
国
支
配
の
確
立
と
同
一
視
さ
れ
、
中
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

に
対
す
る
日
本
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
拡
大
に
英
国
が
立
ち
向
か
う
た
め
「
中
国
の
土
地
の
う
え
に
英
国
の
大
学
を
設
立
す
る
」
こ
と
が
主
張

さ
れ
た
。
皇
仁
書
院
校
長
ラ
イ
ト
切
里
窃
9
≦
ユ
α
q
葺
は
、
学
生
の
生
活
様
式
に
つ
い
て
、
香
港
に
設
置
さ
れ
る
大
学
で
「
中
国
人
は
、

生
ま
れ
な
が
ら
の
雰
囲
気
で
は
な
く
英
国
の
雰
囲
気
の
中
で
生
活
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
食
事
・
生
活
様
式
・
日
常
的
環
境
は
徹
底
的

に
英
国
的
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
説
い
た
。
新
し
い
香
港
の
大
学
は
公
立
の
た
め
無
宗
教
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
学
生
の
倫
理
．

道
徳
・
人
格
育
成
面
で
宗
教
団
体
に
よ
る
学
寮
建
設
が
認
め
ら
れ
、
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
団
体
が
こ
れ
を
建
設
し
、
「
英
国
の
雰
囲
気
」

の
中
で
大
学
生
活
を
送
ら
せ
て
、
中
国
人
卒
業
生
を
香
港
や
中
国
の
英
国
化
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト
に
導
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
今
日
な
お
香
港
の
最
高
学
府
と
し
て
位
置
す
る
香
港
大
学
は
、
当
時
中
国
に
権
益
を
構
築
し
つ
つ
あ
っ
た
他
の
欧
米
列

（
覗
）

強
や
日
本
な
ど
と
の
帝
国
主
義
的
対
抗
関
係
を
ふ
ま
え
、
英
国
に
よ
る
清
朝
へ
の
文
化
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
浸
透
を
は
た
す
、
イ
ン
ド
防
衛
の

武
器
に
も
匹
敵
す
る
大
英
帝
国
の
文
化
拠
点
構
築
と
い
う
明
確
な
目
的
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
香
港
大
学
で
の
「
教
授
言
語

は
英
語
」
と
明
確
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
き
、
創
設
に
関
わ
っ
た
ル
ガ
ー
ド
ω
胃
写
a
段
一
良
一
■
∪
甲
げ
轟
震
α
は
、
卒
業
生
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

「
英
語
の
文
献
を
自
分
で
読
む
こ
と
が
で
き
、
極
東
に
お
け
る
英
国
の
影
響
力
を
広
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
」
と
、
帝
国
の
利
害
を
明
示

的
に
述
べ
て
い
る
。
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香
港
大
学
は
、
一
九
一
二
年
正
式
に
開
学
し
た
。
「
英
国
の
大
学
と
同
等
」
の
入
学
・
学
位
試
験
水
準
と
い
う
評
判
に
、
特
に
中
国
本

土
か
ら
の
学
生
が
集
ま
り
、
開
学
時
七
七
名
の
学
生
に
は
辛
亥
革
命
直
後
の
優
秀
な
本
土
の
中
国
人
が
多
か
っ
た
。
他
方
、
広
東
語
を
教

授
言
語
と
す
る
地
元
の
中
学
卒
の
香
港
中
国
人
は
、
英
語
を
用
い
る
香
港
大
の
授
業
に
つ
い
て
行
け
ず
、
宗
主
国
に
近
い
支
配
的
エ
リ
ー

ト
と
被
支
配
者
と
い
う
、
中
国
人
内
部
の
社
会
関
係
が
ま
す
ま
す
明
示
的
に
形
成
さ
れ
た
。

　
　
　
f
　
弱
か
っ
た
大
衆
教
育
ー
職
業
教
育
の
場
合

　
こ
う
し
た
エ
リ
ー
ト
教
育
が
着
実
に
制
度
を
固
め
る
一
方
で
、
中
国
人
大
衆
レ
ベ
ル
に
対
す
る
教
育
政
策
は
、
き
わ
め
て
弱
か
っ
た
。

経
済
活
動
を
直
接
支
え
る
職
業
教
育
を
例
に
取
る
と
、
政
庁
目
身
も
認
め
る
よ
う
に
、
「
一
九
三
二
年
以
前
、
香
港
に
は
ほ
と
ん
ど
技
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

教
育
と
い
う
も
の
が
な
か
っ
た
」
。
学
校
数
も
少
な
く
、
政
策
は
ア
ド
ホ
ッ
ク
で
整
合
性
が
乏
し
か
っ
た
。

　
香
港
で
は
じ
め
て
職
業
教
育
の
重
要
性
に
着
目
し
学
校
を
設
立
し
た
の
は
、
植
民
地
政
庁
で
は
な
く
、
力
ト
レ
ッ
ク
教
会
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
四
年
、
中
国
の
工
業
水
準
を
上
げ
る
た
め
と
し
て
、
李
升
格
致
学
堂
口
ω
該
お
ω
巳
Φ
嘗
5
0
睾
α
一
コ
身
ω
三
巴
O
o
箒
鴨
を
創

設
、
製
靴
・
印
刷
・
大
工
等
の
技
能
を
教
え
た
。
一
九
〇
七
年
に
植
民
地
政
庁
も
夜
学
の
職
業
訓
練
校
を
香
港
に
設
置
し
た
が
、
後
に
香

港
大
工
学
部
と
し
て
吸
収
さ
れ
、
一
九
三
三
年
に
政
庁
は
あ
ら
た
め
て
初
級
工
業
学
校
冒
巳
9
↓
Φ
9
a
8
一
の
9
8
一
を
修
業
年
限
四

年
の
職
工
に
な
る
た
め
の
全
日
制
コ
ー
ス
と
し
て
設
置
し
、
一
九
三
七
年
に
は
、
さ
ら
に
中
等
学
校
卒
業
者
向
け
に
、
建
築
業
界
団
体
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

合
同
で
工
芸
学
校
O
o
〈
Φ
3
ヨ
Φ
葺
↓
轟
留
ω
9
8
一
を
設
置
、
無
線
通
信
・
建
築
・
自
動
車
工
学
の
課
程
を
お
い
た
。
こ
の
学
校
は
、

英
軍
兵
士
の
技
術
訓
練
も
目
的
と
し
て
あ
わ
せ
持
っ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
政
庁
は
戦
前
、
現
場
で
の
実
習
と
教
室
で
の
講
義
を
お
り
ま
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

て
一
年
に
七
ヶ
月
間
の
授
業
を
行
う
夜
学
を
香
港
の
各
所
に
組
織
し
た
。
一
九
三
九
年
に
は
、
コ
ー
ス
が
初
級
か
ら
上
級
ま
で
三
つ
の
レ

ベ
ル
に
分
か
れ
、
速
記
・
簿
記
会
計
・
英
語
・
算
数
・
製
図
・
初
等
数
学
・
造
船
・
工
学
・
電
気
工
学
・
建
築
測
量
・
薬
学
、
さ
ら
に
は
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地
元
中
国
人
学
校
教
員
養
成
な
ど
の
科
目
が
提
供
さ
れ
た
。
し
か
し
、
授
業
は
週
に
一
－
二
時
間
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　
民
間
の
職
業
訓
練
校
で
は
、
力
ト
リ
ッ
ク
の
サ
レ
ジ
オ
会
が
設
立
し
た
香
港
仔
児
童
工
芸
院
＞
σ
①
こ
8
三
呂
島
鼠
巴
ω
3
0
0
一
の
規

模
が
最
大
で
、
一
九
三
九
年
に
は
三
五
六
人
の
生
徒
に
職
工
養
成
課
程
を
提
供
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
学
校
は
、
恵
ま
れ
な
い
子
女
を

小
学
校
か
ら
受
け
入
れ
て
将
来
手
に
職
あ
る
人
間
と
し
て
独
り
立
ち
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
を
持
つ
も
の
で
、
一
般
的
な
職
業
訓
練
校
で

は
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
戦
前
の
公
的
な
職
業
教
育
は
、
中
等
・
高
等
教
育
で
と
ら
れ
て
き
た
買
弁
エ
リ
ー
ト
育
成
の
努
力
と
比
べ
る
と
、
極
め
て
貧

弱
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
時
香
港
中
国
人
が
、
労
働
力
商
品
の
担
い
手
と
し
て
の
価
値
を
植
民
地
支
配
者
か
ら
受
け
て
い
な
か
っ
た
こ

と
の
表
明
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
英
語
が
で
き
る
買
弁
エ
リ
ー
ト
中
国
人
養
成
を
め
ざ
し
た
戦
前
の
中
等
教
育
課
程
に
は
、
一
九
三
九
年
に

な
っ
て
も
三
四
八
四
人
（
欧
州
人
を
除
く
）
の
生
徒
し
か
お
ら
ず
、
小
学
生
が
三
万
三
七
五
三
人
（
同
）
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
小
学

生
の
一
〇
分
の
一
強
し
か
中
等
学
校
に
進
学
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
＞
コ
甚
2
く
ω
≦
Φ
9
ぢ
堕
肉
亀
貸
8
識
§
誉
咲
§
閃
映
§
偽
等
奪
誌
旺
3
竈
ミ
㍉
肉
R
良
§
R
O
冨
喜
§
一
霞
○
⇒
的
国
9
0
q
一
匡
8
の
閤
8
ひ
q
C
三
く
R
診

　
蔓
ギ
窃
ω
」
8
ρ
℃
P
一
＆
－
一
器
の
年
表
参
照
。

（
2
）
カ
Φ
＜
。
≦
［
o
σ
の
9
巴
ρ
』
、
ミ
≧
o
欝
8
§
～
詮
鳴
肉
§
§
ご
、
O
ミ
講
旨
肉
織
§
ミ
8
醤
§
亀
9
憲
§
ミ
。
ミ
の
9
8
房
o
、
き
諾
さ
亮
響

　
瞑
o
p
閃
国
o
昌
o
Q
一
．
．
O
ミ
3
9
ミ
ミ
馬
、
．
○
曲
8
」
o
o
㎝
P
O
O
」
㌣
卜
o
N
■

（
3
）
ピ
o
σ
ω
9
9
ρ
号
ミ
■
も
P
一
。
－
卜
。
。
，

（
4
）
8
σ
ω
o
『
Φ
帥
α
■
・
魯
§
も
P
一
〇
且
一
ト
。
’

（
5
）
ピ
o
σ
の
9
Φ
一
“
。
や
匙
；
薯
■
卜
。
－
ω
。

（
6
）
　
［
o
σ
の
o
『
9
ρ
魯
，
9
鮮
‘
つ
ト
⊃
b
o
’

ll7
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（
7
）
　
こ
の
頃
の
生
徒
は
、
中
国
伝
統
の
旗
抱
に
弁
髪
姿
で
あ
っ
た
、
辛
亥
革
命
後
の
｝
九
一
八
年
、
英
国
教
会
系
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
聖
保
羅
男

　
女
中
学
で
英
国
風
洋
装
を
男
子
生
徒
の
制
服
と
し
（
察
見
『
香
港
名
校
巡
礼
』
香
港
周
刊
、
一
九
八
六
年
、
一
五
六
ペ
ー
ジ
）
、
女
生
徒
に
は
そ
の

　
ま
ま
、
中
国
の
民
族
衣
装
で
あ
る
が
熱
帯
の
香
港
で
は
機
能
的
と
い
え
な
い
旗
抱
着
用
を
義
務
付
け
た
。
こ
の
校
則
は
、
他
の
欧
米
宗
教
団
体
が
設

　
立
し
た
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
伝
統
と
し
て
広
く
今
日
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
五
章
で
見
る
、
中
華
人
民
共
和
国
系
「
愛
国
中

　
学
」
を
は
じ
め
、
非
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
中
学
で
、
旗
抱
を
制
服
に
し
て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
伝
統
は
、
民
族
文
化
の
尊
重
よ

　
り
む
し
ろ
、
一
面
に
お
い
て
、
中
国
の
伝
統
を
尊
重
す
る
と
み
せ
て
中
国
社
会
へ
の
浸
透
を
容
易
に
し
よ
う
と
し
、
他
面
に
お
い
て
、
土
着
文
化
を

　
紋
切
り
型
化
す
る
、
植
民
地
的
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
表
明
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
8
）
．
O
耳
0
3
一
。
α
q
一
8
一
山
a
ω
翼
一
ω
二
8
一
証
σ
一
。
。
隔
9
Φ
○
。
＜
①
ヨ
幕
暮
。
。
9
・
。
一
ω
9
誓
Φ
一
の
冨
＆
o
h
＝
8
讐
9
α
Q
．
」
コ
［
。
げ
ω
9
。
一
負
§

　
竃
卜（

9
）
創
立
一
七
九
二
年
。
英
個
の
非
国
教
会
派
プ
・
テ
ス
タ
ン
ト
Z
9
8
三
9
ヨ
韓
組
織
で
、
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
旧
英
領
植
民
地
を

　
中
心
に
布
教
活
動
を
す
す
め
た
。

（
1
0
）
　
．
↓
『
o
Z
o
≦
ω
冤
ω
8
ヨ
℃
お
O
山
お
O
σ
賓
9
Φ
知
Φ
＜
■
U
5
［
O
の
閃
Φ
、
響
蛍
o
醤
頓
映
o
蕎
ひ
q
O
o
琶
§
ミ
鳴
ミ
O
a
舘
鷺
Q
」
c
o
O
一
、
℃
P
一
〇
〇
山
0
8

（
H
）
ム
§
巽
ミ
淘
愚
ミ
ζ
ミ
這
誌
響
国
含
8
二
2
∪
Φ
冨
訴
ヨ
①
ヌ
国
o
凝
囚
o
品
も
壁
一
■
男
子
部
は
皇
仁
書
院
、
女
子
部
は
庇
理
羅
士
女
子
中
学
ω
①
一
－

　
三
8
℃
5
＝
o
ω
9
8
一
と
な
っ
て
、
今
日
ま
で
現
存
す
る
。

（
1
2
）
b
ミ
8
§
R
肉
竃
ミ
の
8
§
奥
＆
§
き
ミ
鳴
ミ
旨
這
9
建
§
§
§
き
き
鑓
ぎ
鑓
（
雪
皿
8
ξ
ヨ
8
ω
B
ヨ
9
一
8
記
。
轟
国
o
口
舶

　
ω
け
冨
三
ω
刀
㊦
隔
9
ヨ
里
o
蔓
」
o
。
ミ
噂
－
P
O
I
一
〇
’

（
1
3
）
白
人
子
女
の
教
育
需
要
を
み
た
す
た
め
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
寄
付
に
よ
り
、
中
国
人
を
対
象
と
す
る
中
央
書
院
と
は
別
に
、
ω
け
＞
a
8
譲
．
ω

　
ω
9
8
一
が
一
八
五
五
年
に
創
立
さ
れ
、
一
〇
の
異
な
っ
た
国
籍
を
持
つ
生
徒
が
学
ん
だ
。
さ
ま
ざ
ま
の
キ
リ
ス
ト
教
宗
派
が
中
国
へ
の
伝
道
拠
点

　
と
し
て
競
っ
て
学
校
を
設
立
し
、
香
港
在
住
の
家
族
の
宗
派
も
多
様
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
学
校
は
無
宗
派
で
あ
っ
た
が
、
白
人
子
女
の
み
の
教
育

　
を
目
的
と
し
、
授
業
は
、
英
語
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
香
港
で
は
、
白
人
と
中
国
人
と
が
教
育
に
お
い
て
当
初
か
ら
隔
離
さ
れ
て
い
た
。

（
1
4
）
b
ミ
8
§
叙
寒
§
貧
魯
良
‘
P
一
㎝
■
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（
1
5
）
ω
ミ
①
①
寓
品
）
鼻
良
。
も
」
邑
。

（
1
6
）
　
一
九
世
紀
に
日
本
に
も
進
出
、
の
ち
の
立
教
大
学
（
ω
け
評
巳
ε
・
桃
山
学
院
大
学
（
幹
＞
＆
お
毛
．
ω
）
な
ど
を
創
設
し
て
い
る
。

（
1
7
）
　
今
日
も
香
港
島
西
部
の
香
港
大
学
に
面
し
て
現
存
す
る
。
英
文
名
称
は
O
o
竃
鴨
で
あ
る
が
大
学
で
は
な
い
。
ア
ジ
ア
に
あ
る
英
国
系
の
中
等

　
学
校
に
は
現
在
で
も
8
＝
詔
①
を
校
名
に
用
い
る
例
が
多
く
、
中
国
語
で
「
書
院
」
と
訳
す
。

（
1
8
）
　
国
」
，
田
一
〇
一
響
肉
巽
さ
唱
o
黛
O
詮
帆
嵩
や
P
ω
ミ
’

（
1
9
）
　
英
華
書
院
は
九
龍
半
島
の
九
龍
塘
に
男
子
校
と
し
て
、
ま
た
女
子
部
は
英
華
女
校
と
し
て
現
存
、
い
ず
れ
も
香
港
の
名
門
校
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ロ
ン
ド
ン
伝
道
会
の
組
織
改
変
に
伴
い
現
在
で
は
中
華
キ
リ
ス
ト
教
会
が
学
校
を
監
理
し
て
い
る
。

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

　
け
る
生
徒
数
は
五
二
一
三
人
と
、

（
2
7
）

　
蔓
零
Φ
ω
ω
」
O
o
。
ρ
℃
P
卜
o
O
下
N
O
o
。
甲

（
2
8
）
　
一
八
六
〇
年
創
立
、
現
在
の
抜
華
女
書
院
　
U
δ
8
ω
き
〇
三
ω
．
ω
9
0
巳
。

（
2
9
）
　
ω
∈
8
一
ぎ
堕
O
や
9
咋
こ
O
」
㎝
N

（
3
0
）
寅
互
z
呈
一
ぎ
ヨ
9
国
」
’
男
Φ
＝
。
幕
o
。
一
9
巨
ω
の
。
『
①
琶
ざ
ε
身
一
G
。
G
。
。
〈
8
一
ト
。
。
＼
。
。
＆
も
p
。
。
鼻

　
9
鄭
‘
O
■
卜
⊃
斜
o
。
）
■

．
刀
8
3
。
噛
幕
ζ
。
三
ω
g
国
α
8
呂
g
ω
8
一
①
蔓
、
一
〇
ミ
§
曳
§
旨
婁
蓉
一
ヒ
①
。
§
σ
Φ
二
。
。
斜
“
も
p
①
ω
ω
i
聾
・

b
ミ
塁
Q
醤
織
閏
竃
ミ
鉾
o
サ
9
、
‘
℃
■
曽
，

b
§
鳴
o
う
貸
醤
黛
肉
ミ
ミ
o
り
、
O
や
ら
駄
り
Ψ
P
一
一
，

b
＆
跨
黛
鳶
風
肉
竃
ミ
ω
、
o
＞
9
蛛
；
P
ω
一
I
o
o
ω
，

b
ミ
跨
自
醤
良
肉
慧
ミ
ρ
O
サ
O
貸
。
轡
P
卜
ρ
O
■

の
ミ
O
禽
き
堕
o
や
9
野
P
曽
一
■

一
八
九
一
年
に
は
、
政
庁
立
学
校
の
生
徒
数
二
五
四
〇
人
に
対
し
、
補
助
金
を
受
け
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倍
以
上
に
な
っ
て
い
た
（
』
§
養
』
葡
魯
ミ
こ
〇
二
8
㌣
o
。
も
サ
含
登
P
ω
）
。

O
毘
・
『
’
o
リ
ヨ
ぎ
為
ミ
ミ
器
○
ミ
帖
旨
§
曾
肉
ミ
8
ミ
費
箋
§
§
、
§
風
ミ
Q
9
ミ
魯
誉
舘
o
鑓
映
§
堕
＝
o
漏
囚
8
閃
6
4
0
a
¢
三
＜
。
邑
，

（
冒
ω
毛
8
貯
ぢ
ひ
q
響
8
，
　
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
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（　　（　　（　　（　　（　　（
36　　35　　34　　33　　32　　31

）　　）　　）　　）　　）　　）あ
る
と
反
対
を
表
明
し
た
。

（
3
7
）

（
3
8
）

（
3
9
）

（
4
0
）

（
4
1
）

　
一
〇
〇
。
ρ
P

（
4
2
）

　
に
一
歩
先
ん
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
」
（
O
ミ
ミ
ミ
＆
』
」
O
閃
Φ
耳
～
曼
」
8
0
。
）

（
4
3
）
　
ζ
Φ
一
一
〇
き
8
’
9
斡
、
響
P
o
。
早
o
。
刈
■

（
4
4
）
↓
Φ
。
ゴ
p
一
。
ゆ
一
因
・
8
ぎ
三
妻
①
の
凝
讐
凶
コ
α
q
O
。
ヨ
昌
一
量
』
葡
愚
ミ
§
↓
§
ミ
ら
ミ
象
§
§
§
節
ぎ
§
誉
ミ
↓
§
蕊
轟
斗
き
諾

　
欲
o
醤
伊
q
」
O
q
ω
・
O
」
“
・

（
4
5
）
　
現
在
は
、
香
港
理
工
学
院
工
o
お
囚
o
詰
℃
o
蔓
8
3
三
。
を
経
て
、
独
立
し
た
大
学
に
昇
格
し
て
い
る
。

（
4
6
）
肉
叙
ミ
黛
融
o
ミ
醤
き
轟
逸
§
堕
§
竃
“
P
刈
？
畢

（
4
7
）
』
§
§
馬
肉
魯
ミ
局
3
8
辞
一
9
U
8
貰
琶
Φ
ヌ
一
。
ω
。
も
ワ
一
？
一
N
■

蚕
§
内
映
§
伽
馳
ミ
鳴
o
o
8
澄
」
o
o
O
㎝
、
O
ワ
b
o
ミ
寡

b
ミ
8
§
織
肉
器
ミ
鉾
o
す
亀
餅
－
」
O
，

ム
§
貸
ミ
肉
魯
o
§
む
、
風
o
。
o
o
q
（
ω
毛
8
け
言
o
Q
も
サ
良
も
』
蕊
－
曽
ω
）
，

壽
ω
琶
る
①
弓
署
。
。
ぎ
肉
薦
h
蓉
§
賢
ミ
ミ
。
・
§
毯
⇔
。
ま
§
遷
§
。
－
ミ
一
［
。
＆
g
勇
。
亀
巴
α
q
ρ
一
。
。
。
。
層
葛
9

蚕
o
薦
敏
§
隣
O
o
ミ
§
ミ
鳴
ミ
O
翁
愈
慰
）
O
ζ
貰
9
一
〇
。
『
o
。
も
●
O
ρ

た
だ
し
、
中
国
語
の
地
位
を
選
択
科
目
に
落
と
す
件
に
つ
き
、
校
長
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
ら
七
名
中
三
名
が
、
中
国
語
は
必
修
に
と
ど
め
る
べ
き
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
ま
も
な
く
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
は
中
央
書
院
校
長
職
を
辞
し
た
。

佐
藤
尚
子
「
米
中
教
育
交
流
史
研
究
序
説
－
中
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
研
究
』
龍
渓
書
舎
、
一
九
九
〇
年
。

藤
田
佳
久
編
著
『
中
国
と
の
出
会
い
ー
東
亜
同
文
書
院
・
中
国
調
査
旅
行
記
録
』
愛
知
大
学
、
｝
九
九
四
年
、
二
－
三
ぺ
ー
ジ
。

、
＞
コ
一
ヨ
℃
Φ
ユ
巴
¢
三
＜
o
お
一
ぞ
噛
o
『
＝
o
ロ
の
訳
o
⇒
閃
、
璽
O
ミ
謹
ミ
息
外
一
㎝
∪
8
①
ヨ
σ
の
二
〇
〇
㎝
ー

O
ミ
蕊
R
ミ
§
』
る
o
。
2
0
く
Φ
ヨ
σ
0
5
一
〇
〇
8

ω
①
3
国
『
α
ζ
・
＝
・
5
s
詳
q
菖
器
睦
量
貝
き
諾
さ
凝
、
§
智
吾
§
ミ
韓
q
う
3
貸
＝
g
o
q
区
8
賄
＝
。
コ
閃
内
。
轟
⊂
三
＜
Φ
邑
蔓
ギ
Φ
ω
9

　
一
①
■

「
ド
イ
ッ
人
た
ち
は
、
そ
の
言
語
を
膠
州
の
大
学
で
教
え
よ
う
と
考
え
て
い
る
ら
し
い
。
な
ぜ
わ
れ
わ
れ
［
英
国
人
］
は
彼
ら
［
ド
イ
ッ
人
］
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三
、
戦
後
香
港
の
教
育
に
お
け
る
「
組
織
さ
れ
た
競
争
」
政
策

植民地統治下における香港中国人の教育

　
戦
後
、
香
港
の
経
済
基
盤
は
、
中
継
貿
易
か
ら
輸
出
型
軽
工
業
化
へ
と
大
き
く
転
回
し
た
。
ま
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
中
等
教
育

の
大
衆
化
を
、
一
九
八
六
年
の
セ
ン
サ
ス
（
ゆ
ギ
8
霧
5
）
に
よ
る
年
齢
階
層
別
学
歴
構
成
に
み
て
お
こ
う
【
第
一
表
】
。

　
大
学
新
卒
の
年
齢
で
あ
る
二
五
－
二
九
歳
は
、
後
に
述
べ
る
「
香
港
中
学
会
考
匡
囚
O
国
国
」
受
験
が
可
能
と
な
る
「
中
五
ま
で
」
の
比

率
が
最
も
高
く
、
三
二
・
二
一
％
を
占
め
た
。
最
終
学
歴
が
中
五
の
比
率
は
年
齢
階
層
上
昇
に
し
た
が
っ
て
傾
向
的
に
減
少
し
、
一
九
六

〇
年
代
に
中
等
教
育
を
受
け
た
三
五
－
三
九
歳
の
階
層
で
は
二
三
・
五
九
％
、
一
九
五
〇
年
代
に
中
等
教
育
を
受
け
た
四
五
－
四
九
歳
の

階
層
で
は
一
四
・
四
四
％
、
さ
ら
に
一
九
四
〇
年
代
に
教
育
を
受
け
た
五
五
－
五
九
歳
の
層
で
は
六
・
六
四
％
に
下
っ
て
い
る
。
他
方
、

最
終
学
歴
小
学
校
卒
・
な
ら
び
に
未
就
学
者
の
比
率
は
、
最
終
学
歴
中
学
三
年
卒
を
対
称
軸
と
し
て
、
こ
れ
と
全
く
逆
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
大
衆
化
は
、
大
学
教
育
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
大
学
進
学
率
は
、
四
五
－
四
九
歳
の
階
層
に
お
け
る
七
・
九
〇
％
を
ピ

ー
ク
と
し
、
絶
対
数
が
多
い
よ
り
低
い
年
齢
階
層
と
な
る
に
従
い
、
む
し
ろ
比
率
は
低
下
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
大
学
進
学
者
を
絶
対
数

で
み
る
と
、
四
五
ー
四
九
歳
階
層
で
二
万
〇
二
三
〇
人
、
二
五
－
二
九
歳
階
層
で
三
万
三
七
三
三
人
と
一
応
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
増

加
率
は
二
〇
年
間
で
一
・
六
七
倍
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
間
に
、
大
学
予
科
卒
業
者
数
は
、
八
二
一
〇
人
か
ら
五
万
三
七
一
八
人
へ
と
、

六
・
六
倍
に
増
大
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
戦
後
の
香
港
で
は
、
あ
ま
り
大
き
く
増
大
し
な
い
大
学
定
員
を
め
ぐ
り
、
受
験
競
争
が
ま
す
ま

す
激
化
し
た
。

　
さ
ら
に
、
中
等
教
育
そ
れ
自
体
の
内
部
に
も
、
エ
リ
i
卜
主
義
と
大
衆
教
育
の
両
要
素
が
並
存
し
て
い
た
。
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
、

中
国
本
土
で
は
、
共
産
党
主
導
の
「
教
育
権
回
収
運
動
」
を
経
て
、
す
べ
て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
は
接
収
さ
れ
、
社
会
主
義
思
想
が
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第一表

　　　　　　　　　一橋大学研究年報

年齢階層別学歴構成

社会学研究39

年齢階
（歳） 性別

未就学，

稚園 小学校
中等学狡
年まて

中等学按
隼まで 予　科

高寺
合　　計学位を取得しない課程 学位を取得

る課程

0－4

男
女
計

205080
88418
93498

　100 0 0 0 0 0 0

205080
88418
93498
100

5－9

男
女
計

54645
0765

05410

534

161190

49460
10650

74，66 0 0 0 0 0

215835
00225
16060

100

10－14

男
女
計

417
20

37

19

126900

10315

37215

423

LOO503
6944

97447

5．14

903
87

890

43 0 0 0

228723
08666
37389

　100

15－19

男
女
計

1025

67

192

49

U737
424
0161

47

85529
7228

42757

1紹

109303

19且05

28408

α61

24717
7307

2024

1留

1379

876
255

．Z2

L211

316
527

．56

234901

16423

51324

　100

20－24

男
女
計

2353

741

094

09

35660
9767
5427

3．43

78442
7815

26257

248

99993
20127

20120

9．20

4且643

9179
0822

439

14826

6247
1073

53

12271

471

1742

87

285188
76347

6且535

100

25－29

男
女
計

5074
928

3002
16

68448
2157

50605

503

78385
3053

31438

185

92862

009且2

93774

221

29694

4024
3718
93

14175
172

5347

21

19747

3986

3733

561

308385
93232
01617

　100

30－34

男
女
計

5187
O946
6133
25

78579
9890

68469

3．95

62934
4954

07888

1．74

65275
1985

27260

565

L7514

2159

9673
．98

9597
281

7878
60

L8774

0136
8910

＆9

257860
38351

96211

　1ω

35－39

男
女
計

6398
3763
0161

97

685Di

7735
46236

607

51268
3649
4917

095

52927
2707

5634

3．59

13762

386
2148

5．46

6881
594

3475
32

15400
399

2799
62

215137
90233
05370

1α，

40－44

男
女
計

7059

5557
2616

34

48310
5526
3836

877

28770

5834
4604

843

27020
8109
5129

865

6727
480
L207

．63

3857
221

078

34

m86
376

6562

84

132929

09103
42032

100

45－49

男
女
計

12122

9310
1432

518

57286
9581

06867

1．74

22295
2565
4860

362

23554

3405
6959

4．44

548且
639
120

17

3710
857
567

96

且4581

649
0230

790

139029

17006

56035

100

50－54

男
女
計

20222
3213
3435

ス28

71766

9392
21158

501

19369

708
8077

043

17430

399
4829

．22

3668

323
991

．85

2667
862

529

．58

9219
961

2180

．52

144341

24858
69199

100

55－59

男
女
計

24020
4926

8946

593

70376

9046
09422

420

14042

且74

0216

17

11382

068

6450
64

2177

064

24且

31

蓋309
127

436

．98

52㎝
659

860

77

128507

19064

4757且

100

60－64

男
女
計

20599
1764

2363

9．29

57622
1283

8905

2．41

｝0且57

851

5008

716

97皇6
347

4063
71

且554
77

331

．11

987

00

687

80

4i30
127

257

51

104765

04849
09614

100

65以上

男
女
計

44884
74633

195且7

3．Z3

85642
6186

31828

227

135盈7

754
9271

72

15274

985
1259

．20

2954
022
976

97

且652
694

346

82

7861
484
345
29

171784

36758
08542

　100

総、計

男
女
計

409085
76551

085636

20，12

942017

且8762

760779

32碍

5652H
87529
52740

766

525639
00136

025775

19，01

149891

22360
72251

505

61040

763且
18671

220

119581

0564

80置45

3鉗

2772464
623533
395997

　100
“出所Ho㎎κo㎎肋ημα‘D∫gθ3ごoゾS‘α’fs‘：os，1988EdiUon，p199
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植民地統治下における香港中国人の教育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

教
育
の
根
幹
と
な
っ
て
、
創
立
時
の
伝
統
は
失
わ
れ
た
。
だ
が
、
前
章
で
論
じ
た
戦
前
の
香
港
の
教
育
は
、
英
国
に
よ
る
植
民
地
支
配
の

連
続
性
の
も
と
に
戦
後
の
制
度
と
つ
な
が
り
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
が
公
立
校
と
並
ん
で
中
等
教
育
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
香

港
で
戦
前
か
ら
の
伝
統
を
も
つ
学
校
に
加
え
、
合
衆
国
の
長
老
派
宣
教
師
が
中
国
最
初
の
女
子
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
と
し
て
一
八
七
二

年
広
州
に
設
立
し
た
名
門
の
真
光
書
院
↓
ε
①
口
σ
q
耳
な
ど
も
香
港
に
逃
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
戦
後
香
港
の
中
等
教
育
の
内
部
に
も
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

た
、
戦
前
か
ら
の
伝
統
を
も
つ
「
名
校
」
を
エ
リ
ー
ト
主
義
教
育
の
場
、
新
設
校
を
大
衆
教
育
の
場
と
す
る
、
二
面
性
を
作
り
出
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
戦
後
香
港
の
教
育
に
お
い
て
は
、
戦
後
興
っ
た
工
業
化
の
担
い
手
と
な
る
中
等
学
校
の
大
衆
化
が
す
す
み
な
が
ら
、
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

後
に
至
っ
て
も
、
「
香
港
の
植
民
地
的
な
構
成
物
に
お
け
る
驚
く
べ
き
継
続
性
の
一
方
で
…
…
同
様
の
香
港
教
育
に
お
け
る
継
続
性
」
が

存
在
し
た
。

　
こ
の
二
面
性
維
持
の
か
ぎ
と
な
る
学
校
の
定
員
は
、
香
港
植
民
地
政
庁
が
自
在
に
操
作
で
き
る
政
策
変
数
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
教
育
の

大
衆
化
の
一
方
で
、
エ
リ
ー
ト
主
義
的
教
育
の
場
を
過
少
に
保
ち
、
稀
少
な
資
源
（
進
学
機
会
）
を
め
ぐ
っ
て
「
強
制
法
則
」
に
駆
り
立

て
ら
れ
た
中
国
人
の
「
自
由
放
任
」
的
競
争
を
つ
く
り
だ
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
、
香
港
中
国
人
と
い
う
人
的
資
本
を
少
数
の
親
英
的
エ
リ

ー
ト
と
多
数
の
労
働
者
の
生
産
に
資
源
配
分
す
る
と
い
う
制
度
的
な
枠
組
み
が
つ
く
り
だ
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
、
中
等
学
校
生
徒
が
親
の
も
つ
価
値
観
を
「
学
校
で
良
い
成
績
を
と
る
こ
と
」
と
認
識
し
、
大
学
、
と
り
わ
け
香
港
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

学
に
進
学
す
る
こ
と
が
香
港
で
成
功
す
る
カ
ギ
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
必
然
的
に
、
教
育
の
各
レ

ベ
ル
に
お
い
て
、
激
し
い
進
学
競
争
を
生
み
出
す
。
こ
の
こ
と
は
、
植
民
地
政
庁
目
体
も
ま
た
、
「
教
育
が
提
供
し
得
る
最
高
の
優
位
性

を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
、
親
や
子
供
の
間
に
強
い
競
争
精
神
が
生
ま
れ
て
き
た
。
こ
の
精
神
は
、
い
ぜ
ん
卓
越
す
る
」
、
「
試
験
は
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

人
々
に
よ
っ
て
、
学
校
制
度
の
頂
点
と
み
な
さ
れ
る
」
と
、
は
っ
き
り
認
め
て
い
る
。

　
以
下
本
章
は
、
こ
の
競
争
機
構
を
レ
ベ
ル
別
に
よ
り
立
ち
入
っ
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
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a
　
幼
稚
園

　
幼
稚
園
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
大
学
を
頂
点
と
し
た
進
学
・
受
験
競
争
の
入
り
口
、
と
り
わ
け
小
学
校
入
試
へ
の
予
備
校
と
し
て
、

「
競
争
の
強
制
法
則
」
に
お
か
れ
た
親
の
教
育
需
要
を
敏
感
に
反
映
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
幼
稚
園
は
、
一
九
五
九
年
三
月
に
二
二
一
園
あ
り
、
す
べ
て
私
立
で
、
園
児
は
一
万
九
五
四
七
人
い
た
。
こ
れ
は
、
一
九
六
一
年
の
五

歳
か
ら
七
歳
ま
で
の
セ
ン
サ
ス
人
口
計
二
六
万
六
九
〇
七
人
の
す
で
に
七
・
三
％
に
あ
た
る
。
一
九
七
六
年
に
な
る
と
、
三
歳
か
ら
五
歳

ま
で
の
セ
ン
サ
ス
人
口
二
三
万
一
二
五
〇
人
に
対
し
、
園
児
数
は
一
六
万
一
四
七
一
人
、
幼
稚
園
数
七
六
一
で
、
該
当
学
年
の
総
人
口
の

六
九
．
八
％
が
通
園
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
幼
稚
園
が
義
務
教
育
で
な
く
す
べ
て
授
業
料
を
徴
収
す
る
（
貧
し
い
家
庭
の
園
児
に
は
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

部
政
庁
の
授
業
料
補
助
も
あ
る
）
こ
と
を
考
え
る
と
、
相
当
に
高
い
比
率
で
あ
る
。

　
香
港
の
幼
稚
園
は
、
お
遊
戯
な
ど
で
は
な
く
、
英
語
や
算
数
な
ど
、
小
学
校
に
向
け
た
厳
し
い
学
習
の
場
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
幼
稚

園
で
も
こ
の
点
で
根
本
的
な
違
い
は
な
い
。
し
か
し
、
幼
稚
園
の
中
で
す
で
に
格
差
は
著
し
く
、
九
龍
塘
な
ど
の
高
級
住
宅
地
に
あ
る
幼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

稚
園
で
は
、
中
国
人
の
園
児
が
英
国
人
な
ど
の
保
母
と
英
会
話
を
し
て
育
つ
。
こ
う
し
た
「
貴
族
」
幼
稚
園
に
は
、
例
え
ば
二
〇
〇
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

定
員
に
一
五
〇
〇
人
の
志
願
者
が
つ
め
か
け
る
。
学
費
は
高
く
、
家
庭
が
裕
福
で
、
園
児
を
車
で
送
迎
で
き
る
幼
児
に
し
か
入
園
機
会
が

　
　
　
　
（
H
）

与
え
ら
れ
な
い
。
一
方
、
街
中
の
人
口
密
集
地
区
に
あ
る
大
衆
幼
稚
園
は
、
設
備
も
十
分
で
な
く
、
狭
い
教
室
に
詰
め
こ
ま
れ
た
四
〇
1

五
〇
名
も
の
園
児
が
、
教
科
書
を
使
い
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
算
数
を
覚
え
、
毎
日
解
く
の
に
一
時
間
は
か
か
る
宿
題
を
課
せ
ら
れ
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珍
）

学
な
み
の
定
期
試
験
で
成
績
を
つ
け
ら
れ
る
。
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小
・
中
学
校
は
、
①
公
立
（
「
官
立
閃
o
＜
Φ
3
∋
Φ
三
」
）
、
②
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
な
ど
私
立
校
で
そ
の
資
金
の
大
部
分
を
政
庁
が
援

助
す
る
「
津
貼
・
資
助
α
q
醤
糞
・
ω
5
ω
巨
N
区
」
、
③
政
庁
の
援
助
な
く
全
く
授
業
料
収
入
で
運
営
さ
れ
る
純
粋
の
「
私
立
寓
ぞ
魯
。
」

の
三
類
型
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
②
に
は
、
政
庁
が
設
け
た
一
定
の
学
校
の
施
設
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
．
学
校
運
営
．
教
員
の
資
質
に

関
わ
る
助
成
規
程
O
轟
筥
O
o
留
も
し
く
は
ぎ
σ
の
一
身
O
o
号
を
満
た
し
た
学
校
が
、
審
査
の
う
え
指
定
さ
れ
る
。
こ
の
助
成
規
程
は
、

次
章
に
述
べ
る
よ
う
に
、
政
庁
に
よ
る
学
校
統
制
に
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
き
た
。

　
小
学
校
課
程
の
義
務
化
は
一
九
七
一
年
九
月
か
ら
で
あ
る
が
、
政
庁
は
、
既
に
一
九
六
〇
年
代
ま
で
に
、
初
等
教
育
の
充
実
政
策
を
進

め
、
六
－
一
一
歳
の
希
望
者
全
員
が
小
学
校
に
入
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
一
九
六
五
年
の
時
点
で
、
す
で
に
学
齢
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

の
九
三
％
が
小
学
校
で
学
習
し
、
義
務
教
育
実
施
後
五
年
経
過
し
た
一
九
七
六
年
に
は
、
五
i
九
歳
の
子
供
の
九
六
．
五
％
が
通
学
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ロ

　
小
学
校
の
授
業
内
容
目
体
は
比
較
的
定
型
化
さ
れ
て
お
り
、
「
国
際
的
に
み
て
か
な
り
伝
統
的
な
も
の
」
で
あ
る
。
英
文
中
学
附
属
の

限
ら
れ
た
小
学
校
を
除
き
、
授
業
は
広
東
語
で
行
わ
れ
る
。
純
粋
の
私
立
小
学
校
は
助
成
規
程
に
よ
る
統
制
が
な
い
た
め
、
全
体
と
し
て

み
る
と
そ
の
設
備
水
準
に
は
著
し
い
格
差
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
よ
い
小
学
校
に
入
れ
よ
う
と
す
る
小
学
校
入
試
で
の
競
争
圧
力
は
強
か

っ
た
。
一
九
八
三
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
政
庁
立
及
び
政
庁
か
ら
資
助
を
受
け
て
い
る
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
全
香
港
を
六
〇
学
区
に

分
け
た
小
一
入
学
弁
法
9
①
写
巨
費
『
○
需
＞
O
巨
器
δ
口
ω
誘
8
ヨ
が
導
入
さ
れ
、
各
小
学
校
が
そ
の
定
員
中
三
五
％
を
学
区
に
よ
り

機
械
的
に
振
り
分
け
ら
れ
た
児
童
を
受
け
入
れ
、
さ
ら
に
三
〇
％
は
選
抜
に
よ
り
学
区
内
児
童
を
入
学
さ
せ
、
残
り
の
三
五
％
は
学
区
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

こ
だ
わ
ら
ず
自
由
選
抜
で
児
童
を
入
学
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
完
全
な
学
区
割
り
に
よ
る
児
童
配
分
で
は
な
く
、
い
ぜ
ん
親
の
選
択
が

大
き
く
働
く
余
地
が
残
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
に
は
、
七
万
二
三
二
四
人
の
新
入
学
児
童
の
う
ち
、
六
．
二
二
％
が
、
親
の
選
択
す
る
小
学

　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
、

校
に
入
学
し
た
。
ま
た
、
「
あ
る
学
校
に
特
別
の
関
係
を
も
つ
児
童
は
、
優
先
的
に
入
学
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
と
な
っ
て
お
り

例
え
ば
、
有
名
小
出
身
の
親
の
子
女
は
同
じ
有
名
小
へ
、
と
い
う
よ
う
な
、
学
歴
格
差
の
世
代
に
ま
た
が
る
再
生
産
が
制
度
的
に
保
障
さ
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間　の　進　学　率　等

196919701971197219731974197519761977197819791980

80，580．078。381．4　79．283．680．185，489．795．6102．7104．0

　　17．5　　20．8　　20．8　　　25．2　　30．9　　29．4　　35．4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35．0　　30．5　　30．3　　29．0　　　　－
　49．6　　53．0　　53．0　　54．8　　　55．2　　53．8　　52．1

　27，6　　32．9　　30．2　　32．6　　32．7　　34．0　　33．8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32．5　　30，9　　31．5　　32．3　　28．2
　44，6　　　44，4　　　43．6　　　41．0　　　42．5　　　43．3　　　40．5

20．522，021、221．123．624．023．4　25，327．131．631．229．7

　　17・816・215．9179　18．919．519、920．117，517，9　16．520．3

years

れ
て
、
社
会
構
造
の
固
定
化
を
維
持
す
る
シ
ス
テ
ム
は
な
お
存
続
し
て
き
た
。

　
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
中
学
校
進
学
に
次
の
関
門
が
待
ち
か
ま
え
る
。
一
九
六
一

年
以
前
は
、
公
立
か
資
助
の
中
学
を
志
望
す
る
場
合
、
四
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る

統
合
小
六
試
験
ピ
一
暮
写
巨
ゆ
q
。
国
鍔
昌
目
一
δ
口
を
受
験
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

受
験
資
格
は
、
公
立
小
・
資
助
小
の
一
部
・
特
に
校
長
か
ら
推
薦
を
得
た
私
立
小
、
の

三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
限
ら
れ
、
一
九
五
九
年
に
は
一
万
〇
二
四
六
人
が
受
験
、
合
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

者
は
二
五
四
二
人
で
、
合
格
率
は
二
四
・
八
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
の
中
等
教

育
は
、
な
お
エ
リ
ー
ト
教
育
の
色
彩
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
九
六
二

年
に
こ
の
試
験
が
、
中
国
語
・
英
語
・
算
数
の
三
科
目
を
午
後
半
日
に
集
中
さ
せ
る
中

学
入
学
考
試
ω
8
8
匿
q
ω
9
8
一
国
葺
『
塁
8
国
話
昌
轟
一
一
9
に
代
る
と
、
条
件

と
さ
れ
る
出
身
小
校
長
推
薦
の
私
立
小
学
生
応
募
が
急
増
し
、
二
万
五
九
六
六
人
が
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

験
、
七
七
八
一
人
が
合
格
、
合
格
率
は
三
〇
％
（
一
九
六
二
年
）
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
こ
の
中
学
入
試
は
、
試
験
科
目
だ
け
の
詰
め
込
み
勉
強
・
将
来
が
一
一
歳
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

決
定
さ
れ
る
・
生
徒
や
親
に
与
え
る
心
理
的
不
安
、
等
の
弊
害
か
ら
、
一
九
七
九
年
、

中
三
ま
で
の
無
償
義
務
教
育
化
と
同
時
に
廃
止
さ
れ
、
中
等
教
育
は
制
度
と
し
て
全
面

的
に
大
衆
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
入
試
に
代
り
、
小
学
校
の
平
常
点
・
学
校
適
性
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

ω
9
0
0
一
。
。
》
℃
葺
＆
o
↓
Φ
里
を
全
員
に
課
し
て
評
価
す
る
当
該
小
学
校
の
レ
ベ
ル
と
親

の
希
望
を
勘
案
す
る
中
一
派
位
弁
法
ω
①
8
区
僧
q
o
o
g
o
o
一
ω
＝
8
窃
≧
一
9
豊
8
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第二表学校階層
1964 1965 1966 1967 1968

小学校6年から中学への進学率（％） 70．8 72．3 73．6 73．6 76．2

中学1年から5年の間の中退率（英文中）

学1年から5年の間の中退率（中文中）
36．0

26．0
3
．
0

19．0
2
．
0

24．0
0
．
0

23．9
9
．
5

中学5年から予科への進学率（％）（英文中）

学5年から予科への進学率（％）（中文中）
20．3

27．6
7
．
4

28．9
4
．
4

27．8
1
．
1

28．1
2
．
2

2年前の予科進学者中に占める香港大学入学
格獲得者数（％）

年前の予科進学者中に占める香港中文大学
学資格獲得者数（％）

一
4
2
．
9

48．3

3
．
6

49．9

9
．
1

23．8

6
．
0

19．4

6
．
2

出所；Hong　Kong　Educatlon　Department，！1ηπμα」1）のαπ別2η‘α‘Rの07‘α麗11朋襯J　Sμ耀規αぴ・varlous

ω
器
冨
ヨ
に
よ
り
、
各
生
徒
が
中
学
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
学
進
学
率
は
、

一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
既
に
八
割
の
大
台
に
乗
っ
て
、
こ
の
義
務
化
以
降
は
一
〇
〇
％

　
　
　
　
（
2
3
）

を
超
え
て
い
る
【
第
二
表
】
。
だ
が
、
新
制
度
の
も
と
で
も
学
区
内
に
は
進
学
可
能
な

中
学
が
複
数
あ
り
、
中
学
進
学
競
争
の
必
要
は
、
な
お
続
い
た
。

　
香
港
の
中
学
校
に
は
、
こ
の
ほ
か
、
植
民
地
政
庁
が
助
成
す
る
英
童
学
校
基
金
会

国
口
α
q
房
ゴ
ω
9
8
『
閃
8
＆
讐
δ
口
な
ど
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
戦
前
の
ω
一
■
》
口
－

葺
①
茎
の
ω
9
8
一
と
同
様
の
、
香
港
英
国
人
な
ど
英
語
を
母
国
語
と
す
る
生
徒
専
用
の

学
校
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
香
港
中
国
人
児
童
の
入
学
は
事
実
上
排
除
さ
れ
、
香
港
の
英

国
人
子
女
は
、
中
国
人
の
受
験
競
争
と
は
無
縁
に
中
学
進
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。　

　
C
　
中
等
教
育
の
階
層
分
化

　
　
　
　
ー
中
四
進
学
時
の
振
り
分
け
と
、
中
途
転
校
・
退
学

　
中
学
進
学
率
の
増
加
は
、
一
面
に
お
い
て
香
港
に
お
け
る
中
等
教
育
の
大
衆
化
を
意

味
し
た
が
、
他
面
、
か
つ
て
中
等
教
育
を
特
徴
付
け
て
い
た
エ
リ
ー
ト
主
義
は
、
中
等

教
育
内
部
で
の
階
層
分
化
と
し
て
、
か
え
っ
て
そ
の
内
部
で
い
っ
そ
う
顕
著
に
な
っ
た
。

　
中
学
校
は
、
授
業
で
用
い
る
言
語
に
よ
っ
て
、
広
東
語
を
用
い
る
中
文
校
と
英
語
を

用
い
る
英
中
文
校
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
一
九
六
〇
年
に
は
、
前
者
に
七
万
一
二
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七
一
人
、
後
者
に
四
万
六
六
七
〇
人
が
学
び
、
中
文
校
が
生
徒
数
で
優
勢
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
親
と
生
徒
の
志
向
は
英
文
公
立
中
（
一
九

六
〇
年
の
中
一
生
徒
数
九
一
二
人
）
な
い
し
英
文
資
助
中
（
同
三
一
四
九
人
）
に
あ
り
【
第
四
表
】
、
工
業
化
路
線
が
確
立
し
は
じ
め
た

一
九
五
三
年
に
ほ
ぼ
同
数
だ
っ
た
英
文
・
中
文
両
中
学
の
生
徒
数
は
、
一
九
七
一
年
に
、
英
文
中
学
が
中
文
中
学
生
徒
数
の
三
・
五
倍
と

い
う
不
均
衡
に
ま
で
至
っ
た
。
中
文
中
学
は
、
英
文
中
学
に
対
す
る
生
徒
数
比
を
傾
向
的
に
下
げ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
一
九
六
〇
年
代

か
ら
七
〇
年
代
は
じ
め
に
か
け
て
、
中
一
か
ら
中
五
ま
で
の
間
の
中
文
中
学
中
退
率
が
一
貫
し
て
五
割
前
後
と
い
う
異
様
な
高
率
を
示
し

て
い
る
【
第
二
表
】
。
こ
れ
は
、
成
績
下
位
の
生
徒
の
中
等
教
育
課
程
自
体
か
ら
の
退
学
と
、
「
中
文
校
が
英
文
校
に
生
徒
を
も
っ
て
い
か

　
　
（
2
4
）

れ
る
傾
向
」
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
、
民
族
語
で
教
え
る
中
文
中
学
が
、
香
港
の
教
育
制
度
に
お
い
て
傍
流
の
地
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
一
九
七
九
年
に
廃
止
さ
れ
た
中
学
入
試
は
、
一
九
八
一
年
か
ら
、
中
三
修
了
後
に
生
徒
を
改
め
て
学
校
を
振
り
分
け
る
初
中
成
績
評
核

試
甘
筥
9
ω
9
8
畠
蔓
国
身
8
ぎ
昌
＞
の
器
器
ヨ
Φ
三
（
日
本
の
高
校
入
試
に
相
当
）
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
中
学
入
学
の
際
の
「
学

校
適
性
テ
ス
ト
」
と
同
じ
機
能
を
も
つ
中
国
語
・
英
語
・
数
学
三
教
科
の
統
一
試
験
に
加
え
、
中
三
で
の
英
語
・
中
国
語
・
数
学
・
理

科
．
社
会
．
中
国
史
の
校
内
定
期
試
験
結
果
に
基
づ
き
、
義
務
教
育
で
は
な
い
中
四
（
日
本
の
高
一
に
相
当
）
へ
の
進
学
校
が
決
定
さ
れ

た
。
香
港
の
中
等
学
校
は
、
も
と
も
と
一
九
六
〇
年
か
ら
基
本
的
に
五
年
プ
ラ
ス
予
科
と
一
貫
し
た
過
程
を
持
っ
て
い
た
が
、
こ
の
新
制

度
に
よ
り
、
中
三
修
了
後
、
成
績
に
応
じ
大
規
模
な
学
校
間
の
生
徒
の
入
れ
替
え
が
な
さ
れ
、
こ
こ
で
生
徒
間
の
階
層
分
化
が
す
す
ん
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

後
期
中
等
教
育
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
「
名
校
」
が
も
つ
エ
リ
ー
ト
教
育
の
場
と
し
て
の
性
格
は
、
よ
り
強
固
に
さ
れ
た
。
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d
　
「
香
港
中
学
会
考
」
＝
o
轟
閑
9
碗
O
o
…
浮
暮
①
亀
国
畠
目
彗
一
9
国
図
暫
目
言
讐
一
9

中
学
五
年
修
了
時
、
中
学
生
は
全
員
、
香
港
中
学
会
考
（
＝
囚
O
閃
国
）
を
受
験
す
る
。
こ
の
試
験
は
、

中
五
ま
で
に
学
ん
だ
科
目
か
ら
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受
験
者
が
任
意
に
選
択
し
、
そ
の
成
果
を
試
験
す
る
、
英
本
国
の
O
雪
段
巴
O
R
一
5
8
一
。
9
国
9
8
鉱
8
国
蕎
巨
畠
試
8
に
対
応
す

る
制
度
で
あ
り
、
上
級
学
校
へ
の
合
否
に
直
結
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
受
験
科
目
と
成
績
は
進
学
・
就
職
の
際
に
提
出
を
求
め
ら
れ
、

鵠
閤
O
国
国
の
成
績
が
、
労
働
市
場
へ
の
人
的
資
本
の
配
分
を
決
定
す
る
機
能
を
果
た
し
た
。
香
港
に
お
け
る
中
等
教
育
の
目
標
は
、
ま
ず

も
っ
て
こ
の
香
港
中
学
会
考
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
一
九
六
〇
年
代
前
半
は
、
香
港
中
学
会
考
受
験
資
格
に
つ
な
が
る
学
校
の
定
員
が
、
小
学
校
卒
業
者
の
｝
五
％
に
限
ら
れ
て
い
た
。
ま

た
、
一
九
七
四
年
に
合
併
さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
試
験
に
は
、
英
文
中
出
身
者
用
の
香
港
英
文
中
学
会
考
国
⇒
讐
筈
ω
9
8
一
9
三
諭
m
5

国
溢
巨
惹
賦
8
（
国
ω
O
国
）
と
、
中
文
中
出
身
者
用
の
香
港
中
文
中
学
会
考
9
①
O
ゴ
器
器
ω
9
8
一
9
匡
一
瀞
讐
Φ
国
蕎
ヨ
ぎ
器
9

（
O
ω
O
国
）
の
二
種
類
が
あ
っ
た
。
学
校
の
生
徒
数
は
中
文
中
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
香
港
中
学
会
考
受
験
者
は
国
o
o
O
国
が
多
く
、
英
語
が

不
可
欠
な
香
港
大
進
学
も
、
ま
た
植
民
地
政
庁
へ
の
就
職
も
不
可
能
で
、
そ
の
社
会
的
昇
進
の
機
会
は
著
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
O
ω
O
国

を
受
験
す
る
者
の
国
ω
O
国
受
験
者
に
対
す
る
比
率
は
、
香
港
中
文
大
学
が
設
置
さ
れ
た
翌
年
の
一
九
六
五
年
を
除
き
、
一
九
五
二
年
か

ら
一
九
六
七
年
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
減
少
し
つ
づ
け
た
【
第
三
表
】
。

　
通
常
、
中
四
以
降
の
生
徒
は
文
・
理
・
商
業
い
ず
れ
か
の
系
列
に
振
り
わ
け
ら
れ
、
英
語
・
数
学
・
中
国
語
を
コ
ア
と
し
つ
つ
他
は
各

系
列
に
沿
っ
た
科
目
を
学
ぶ
。
国
ω
O
国
の
場
合
、
一
九
六
一
年
に
は
、
二
五
科
目
（
「
木
工
」
な
ど
実
業
科
目
を
含
む
）
が
用
意
さ
れ
た

が
、
こ
の
う
ち
二
千
人
以
上
の
受
験
者
が
い
る
一
般
的
科
目
は
、
「
英
語
」
「
中
国
語
」
「
中
国
文
学
と
中
国
史
」
「
歴
史
」
「
地
理
」
「
公

民
」
「
聖
書
知
識
」
「
数
学
」
「
物
理
」
「
生
物
」
「
化
学
」
の
一
一
科
目
で
、
「
聖
書
知
識
」
の
受
験
者
が
「
数
学
」
す
ら
上
回
る
二
八
六
三

人
い
た
こ
と
は
、
瞑
囚
O
国
国
受
験
に
先
立
ち
多
く
の
生
徒
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
教
育
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
た
。
「
英
語
」
の

合
格
レ
ベ
ル
は
高
く
、
合
格
者
数
は
、
一
九
五
一
年
の
八
六
・
〇
三
％
か
ら
一
九
六
七
年
の
六
一
丁
六
七
％
ま
で
、
中
学
教
育
の
大
衆
化

に
つ
れ
ほ
ぼ
一
貫
し
て
低
下
の
傾
向
を
示
し
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
は
三
分
の
一
以
上
の
生
徒
が
「
英
語
」
の
試
験
に
落
ち
て
お
り
、
宗
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第三表　香港中学会考の受験及び英語科合格状況

英語　　　　中国語 中国語／英
School　　Schoo1

紐
口
口 Schoo1 「英語」受 「英語」 「英語」

Certificate Certiflcate Certi倉cates ，験者計＊ 合　格 合格率
受験者計 受験者計 受験者比

1951 866
一 一

866 745 86．03

1952 1，123 920 81．92 1，123 893 79．52

1953 1，491 1，026 68．81 1，491 1，070 71．76

1954 1，740 1，211 69．60 1，740 1，359 78．10

1955 1，979 1，445 ス3．02 2，046 1，517 74．14

1956 2，455 1，548 63．05 2，760 1，808 65．51

1957 2，958 1，852 62．61 3，642 2，251 61．81

1958 3，309 2，118 64．01 3，309 2，596 Z8．45

1959 3，944 2，316 58．72 3，945 2，887 Z3．18

1960 4，491 2，377 52．93 6，043 3，807 63．00

1961 4，644 2，334 50．26 4，644 2，946 63．44

1962 5，181 2，284 44．08 5，270 3，388 64．29

1963 6，334 2，732 43．13 6，334 4，440 70．10

1964 8，153 2，964 36135 8，149 5，014 61．53

1965 9，675 6，990 72．25 9，675 6，251 64．61

1966 13，977 5，854 41．88 13，977 8，614 61．63

1967 18，792 6，817 36．28 18，711 11，727 62．67

出所Hong　Kong　Educahon　Department，、4ηη襯」1）θρα腕π惚J　R吻πα雇！1η肱α‘Sμ観脚σ，vanous　years

＊・一・夜学で英語だけ受験する生徒がいるため・全体の受験者合計を上回る場合がある，

主
国
が
そ
の
言
語
を
操
れ
る
と
認
め
る
基
準
は
高
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
【
第
三
表
】
。

　
中
五
に
続
く
予
科
進
学
に
失
敗
し
た
者
に
と
っ
て
、

公
式
の
教
育
課
程
は
香
港
中
学
会
考
受
験
で
終
わ
る
。

生
徒
た
ち
は
労
働
市
場
に
投
げ
出
さ
れ
、
そ
の
一
生

は
、
あ
ら
か
た
決
ま
っ
て
し
ま
う
。
親
な
ど
か
ら
進

学
期
待
が
強
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
現
で
き
な

か
っ
た
場
合
、
受
け
る
叱
責
の
圧
力
は
強
く
、
ま
た

生
徒
自
身
も
前
途
を
悲
観
す
る
。
生
徒
は
、
自
己
の

運
命
を
観
念
し
て
黙
々
と
働
く
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、

自
殺
・
非
行
化
・
「
黒
社
会
」
（
暴
力
団
）
参
加
な
ど
、

反
社
会
的
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
。

　
　
　
e
　
予
科
と
大
学
入
試

　
成
功
者
た
ち
は
、
二
年
制
の
大
学
予
科
ヨ
讐
誉
－

三
讐
一
9
一
①
＜
巴
に
進
学
す
る
。
こ
れ
は
、
中
六
・

中
七
［
o
≦
R
閃
9
ヨ
9
d
℃
℃
R
悶
9
ヨ
O
と
呼
ば

れ
、
中
学
が
運
営
す
る
も
の
で
、
生
活
面
で
は
他
の
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中
学
生
同
様
で
あ
る
が
、
科
目
は
選
択
制
と
な
り
、
自
主
的
学
習
が
重
視
さ
れ
る
。
中
五
ま
で
と
同
じ
学
校
で
学
ぶ
義
務
は
な
く
、
再
び

香
港
会
考
の
成
績
に
応
じ
生
徒
の
入
れ
替
え
が
生
じ
、
優
秀
な
生
徒
は
少
数
の
「
名
校
」
へ
と
集
中
し
て
、
エ
リ
ー
ト
化
の
過
程
が
さ
ら

に
進
む
。
香
港
大
学
を
受
験
で
き
る
英
文
中
学
予
科
へ
の
進
学
率
は
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
一
貫
し
て
ほ
ぼ
三
割
前
後
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
【
第
二
表
】
。

　
香
港
で
の
エ
リ
ー
ト
主
義
教
育
の
頂
点
に
あ
る
香
港
大
学
入
学
に
は
、
英
文
中
学
予
科
で
最
上
級
の
中
七
ま
で
二
年
間
学
び
（
従
っ
て

中
等
教
育
は
日
本
や
合
衆
国
の
制
度
よ
り
一
年
間
多
い
）
、
中
七
修
了
時
に
、
一
九
八
○
年
前
は
香
港
大
学
入
学
資
格
考
試
9
Φ
ζ
簿
旨
・

E
韓
δ
コ
国
釜
ヨ
冒
呂
曾
9
一
冨
¢
巳
＜
R
ω
一
蔓
9
国
9
ひ
q
閤
o
轟
、
以
後
は
香
港
高
級
程
度
会
考
＝
o
£
囚
自
o
q
＞
身
き
8
α
写
お
一

国
ま
目
営
匿
8
を
受
験
す
る
。
こ
れ
は
、
主
に
論
述
式
問
題
を
英
文
で
解
答
す
る
も
の
で
、
試
験
官
は
英
国
人
な
ど
を
含
む
香
港
大
学

教
員
が
そ
の
任
に
当
た
る
。
一
九
五
五
年
、
香
港
大
学
全
学
部
に
定
員
制
が
導
入
さ
れ
、
大
学
生
の
数
は
香
港
全
体
で
わ
ず
か
一
〇
〇
〇

　
　
　
　
　
（
2
7
）

人
に
局
限
さ
れ
た
。
そ
の
後
中
等
教
育
の
大
衆
化
と
と
も
に
英
文
中
学
予
科
に
学
ぶ
生
徒
数
は
、
一
九
七
〇
年
に
は
一
九
六
〇
年
の
六
倍

に
増
大
し
た
が
、
香
港
大
学
学
生
数
は
一
丁
六
倍
に
増
大
し
た
に
過
ぎ
ず
、
競
争
は
い
っ
そ
う
激
化
し
た
【
第
四
表
】
。
一
九
九
〇
年
に

は
、
医
・
歯
・
理
・
工
・
建
築
と
い
う
五
つ
の
理
工
系
学
部
、
法
・
文
・
社
会
科
学
・
教
育
と
い
う
四
つ
の
文
系
学
部
に
、
あ
わ
せ
て
九

二
五
六
人
の
学
生
（
大
学
院
生
も
含
む
）
が
学
ん
で
お
り
、
一
九
七
九
人
の
新
入
生
定
員
を
一
万
五
六
七
六
人
の
受
験
生
が
争
う
、
約
八

　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

倍
の
競
争
率
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
た
だ
し
、
香
港
中
文
大
学
な
ど
香
港
や
外
国
の
四
年
制
大
学
へ
の
入
学
の
条
件
は
、
中
六
を
一
年
間
履
修
す
れ
ば
満
た
さ
れ
る
。
ま
た
、

高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
大
学
の
ほ
か
、
専
門
学
校
（
専
上
学
院
）
O
o
ω
一
－
器
8
⇒
3
曼
8
＝
罐
？
理
工
学
院
℃
o
ぼ
3
9
三
？
師
範
学

校
8
一
一
畠
Φ
0
3
身
8
ぎ
昌
（
教
育
学
院
、
大
学
の
学
位
の
な
い
教
員
を
養
成
し
、
終
了
後
は
小
学
校
や
前
期
中
等
教
育
を
担
当
さ

（
3
0
）

せ
る
）
が
あ
る
。
香
港
中
文
大
学
は
、
第
五
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
中
文
中
学
の
予
科
を
一
年
間
履
修
し
た
後
の
コ
ー
ス
に
位
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種類別生徒数
　　1960　　　　1961　　　　1962　　　　1963　　　　1964　　　　1965　　　　1966　　　　1967　　　　1968　　　　1969　　　　1970　　　　1971

　　38，587　　45，417　　53，973　　57，419　　54、772　　56，135　　55，785　　59，471　　59，280　　64，297　　64，526　　66，953

　338，805　　390，781　449，312　　497，402　　529，214　　546，524　　578，487　　600，227　　634，306　　658，637　　678，783　　691，134

　　　1，447　　　1，546　　　1，643　　　1，807　　　1，940　　　1，989　　　2，183　　　2，259　　　2，590　　　2，738　　　3，050　　　3，308

　　44，284　　　52，957　　　66，870　　　81，189　　　82，021　　92，841　　106，980　　124，414　　134，711　　147，028　　152，194　　且65，307

　　24，601　　28，005　　32，324　　38，154　　41，501　　44，753　　45，746　　47，381　　47，725　　48，926　　48，169　　47，653

　　　　550　　　　660　　　　760　　　　820　　　　818　　　　897　　　　913　　　　966　　　1，151　　　1，332　　　1，523　　　　1，802

　　　2，842　　　5，061　　　6，93且　　　8，306　　　9，322　　　1且，485　　11，437　　　13，804　　　11，939　　　12，623　　　13，383　　　14，913

　　　1，766　　　1，944　　　2，200　　　2，545　　　3．449　　　3，883　　　4，847　　　6，413　　　7，801　　　9，497　　　10，722　　　12，590

　　　　　70　　　　 67　　　　　63　　　　 51　　　　24　　　　　　　　　1，663　　　2，202　　　2，511　　　2，664　　　2，867　　　3，185

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77　　　　　97　　　　　107　　　　　110　　　　　142　　　　　159　　　　　217

　　　1，168　　　1，236　　　1，312　　　1，426　　　1，731　　　1，991　　　2，146　　　1，875　　　1，965　　　2，159　　　3，034　　　3，185

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，347　　　　1，644　　　　1，823　　　　2，228　　　2，425　　　　2，749　　　2，239　　　　2，474

　　　3，705　　　3，639　　　3，866　　　4，065　　　2，327　　　2，431　　　2，877　　　3，806　　　3，643　　　4，056　　　4，401　　　5，286

　　　　720　　　　902　　　1，062　　　1，302　　　1，005　　　　931　　　　861　　　2，143　　　2，068　　　2，065　　　2，095　　　2，220

　　　　455　　　　524　　　　644　　　　715　　　　730　　　1，016　　　1，159　　　1，308　　　1，458　　　1，510　　　1，802　　　2，098

　　　5，235　　　6，442　　　7，113　　　8，29且　　14，678　　　15，835　　16，372　　33，805　　40，828　　44，669　　49，387　　　54，743

yea「s

置
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
二
年
制
の
英
文
中
学
予
科
に
入
学
し
な
が
ら
、
香
港

大
学
進
学
が
難
し
い
と
悟
っ
た
生
徒
は
、
途
中
で
予
科
を
去
っ
て
、
香
港
大
学

で
は
な
く
、
香
港
中
文
大
学
な
い
し
大
学
以
外
の
教
育
機
関
へ
の
志
望
に
切
り

替
え
る
場
合
が
多
く
、
こ
こ
で
階
層
分
化
は
い
っ
そ
う
進
む
。

　
　
　
f
　
大
学
・
そ
の
他
の
高
等
教
育

　
香
港
大
学
に
首
尾
よ
く
合
格
し
て
も
、
安
泰
で
は
な
い
。
香
港
大
学
で
は
、

各
科
目
ご
と
に
期
末
・
学
年
末
試
験
で
そ
の
都
度
成
績
を
評
価
す
る
の
で
な
く
、

三
年
次
修
了
時
、
履
修
科
目
に
つ
き
一
括
し
て
卒
業
試
験
が
行
わ
れ
る
。
成
績

は
相
対
評
価
で
、
優
等
な
成
績
を
獲
得
で
き
る
学
生
数
は
限
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
成
績
を
総
合
評
価
し
、
最
優
等
と
さ
れ
る
「
1
」
か
ら
、
ラ
ン
ク
を
何
も
与

え
ら
れ
な
い
最
低
ま
で
、
学
士
学
位
が
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
る
。
各
学
生
の
ラ
ン

ク
は
学
内
に
公
開
さ
れ
、
学
位
記
に
も
記
載
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
香
港
大
学

は
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
と
は
な
り
え
ず
、
中
学
ま
で
同
様
、
学
生
は
成
績
の
た
め

　
　
　
　
　
（
田
）

必
死
に
勉
強
し
た
。
こ
う
し
て
香
港
大
学
を
無
事
に
卒
業
し
た
者
は
、
植
民
地

政
庁
の
官
僚
や
中
等
学
校
に
就
職
し
て
校
長
を
め
ざ
す
な
ど
、
香
港
植
民
地
の

英
系
白
人
支
配
を
支
え
る
道
に
進
ん
だ
。

　
香
港
大
学
以
外
の
大
学
と
し
て
は
、
一
九
六
三
年
に
、
後
に
述
べ
る
香
港
中
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第四表学校
1953 1954 1955 1956 L957 1958 1959

英　　　　文 15，387 18，822 18，920 20マ92 23β15 26，571 34，209

小学（6年制） 中　　　　文 136，066 149，518 167，814 L73，045 201，833 229ρ92 278，292

英童（英国人子女） 610 727 885 974 1ゆ91 1，182 1，227

英　　　　文 19，231 21，547 24，313 27，553 29β91 32，074 38，109

中学（5，6，7年制）
中　　　文

童（英国人子女）

18，737

412

20，759

405

21，105

421

20928

412

20，824

381

21，856

429

22，718

483

職業訓練校・実業学校 3，597 3，799 3，714 3，624 3，665 風250 5β53

英　　　　文 英文中学仕記）に含む 1，635 1，742

大学予科（1，2年制） 中　　　　文 中学 （上記） に含む 60 85 81 80

英童（英国人子女）

香港大学（主に3年制） 964 917 844 801 834 1ρ11 1，059

香港中文大学（4年瀞D

大学および専門学校
私立カレソジ

範学校（1，2年制） 202 233 242

lg74

72

且，719

85

2，896

67

3，556

85

職業訓練校（全日制） 861 685 465 459

同上（夜間・定時制） 3，534 4，075 4，7L5 4，712

出所Hong　Kong　Educahon　Department，汎ηη解α‘1）θ餌7枷θη‘αZ　Rの07どα麗／h纏α‘S徽那α㌍，varbus

文
大
学
が
設
立
さ
れ
た
だ
け
で
、
植
民
地
政
庁
の
立
場
は
、
こ
の
二
大
学
と
、

実
質
的
に
大
学
の
性
格
を
持
つ
が
大
学
と
し
て
認
可
さ
れ
な
い
教
育
機
関
と
の

差
を
よ
り
明
確
と
し
、
大
学
課
程
を
エ
リ
ー
ト
主
義
に
お
く
点
で
、
長
い
間
一

貫
し
て
い
た
。
後
者
の
機
関
に
は
、
一
九
五
六
年
に
合
衆
国
の
キ
リ
ス
ト
教
団

体
の
援
助
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
香
港
浸
会
学
院
匡
8
閃
囚
8
の
田
三
巨

O
o
＝
畠
Φ
、
そ
し
て
、
現
在
の
中
山
大
学
（
広
州
）
の
前
身
が
香
港
に
「
難
民

大
学
」
と
し
て
本
拠
を
移
し
た
嶺
南
学
院
口
畠
呂
口
O
o
＝
畠
Φ
、
な
ら
び
に

香
港
樹
仁
学
院
＝
o
お
囚
o
轟
幹
諾
紹
き
O
o
＝
①
閃
Φ
と
い
う
、
「
専
上
学
院
」

と
呼
ば
れ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
三
校
が
あ
っ
た
。
政
庁
は
、
一
九
七
八
年

の
「
高
中
及
専
上
教
育
発
展
白
書
名
臣
お
評
℃
震
8
9
Φ
∪
磐
巴
O
も
ヨ
①
旨

o
h
の
Φ
旨
曾
ω
9
9
岳
曼
き
α
↓
R
け
冨
蔓
国
3
8
二
9
」
で
、
こ
れ
ら
専
上

学
院
に
あ
る
大
学
に
準
ず
る
課
程
を
廃
止
さ
せ
、
こ
れ
に
代
り
中
学
校
六
年
レ

ベ
ル
と
こ
れ
に
引
き
続
く
二
年
間
の
専
門
・
職
業
訓
練
課
程
を
設
け
さ
せ
る
と

い
う
グ
レ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
、
財
政
援
助
と
ひ
き
か
え
に
要
求
し
た
。
浸
会
学
院

の
場
合
に
こ
の
こ
と
は
、
二
年
の
基
礎
過
程
と
そ
れ
に
続
く
三
年
の
e
三
〇
ー

ヨ
ゆ
過
程
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
変
更
、
か
つ
工
学
系
課
程
の
学
生
募
集
を

停
止
す
る
と
い
う
、
事
実
上
の
文
科
系
を
中
心
と
す
る
「
専
門
学
校
化
」
を
意

味
し
た
。
同
学
院
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
た
め
、
香
港
大
学
・
香
港
中
文
大
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学
．
理
工
学
院
と
お
な
じ
大
学
及
理
工
教
育
資
助
委
員
会
⊂
三
＜
Φ
邑
蔓
き
0
8
一
旨
8
『
巳
。
○
田
旨
O
o
ヨ
ヨ
葺
8
か
ら
資
金
援
助
を

受
け
る
正
式
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
新
政
策
に
沿
っ
た
課
程
の
学
生
数
に
応
じ
政
庁
か
ら
助
成
金
が
支
給
さ
れ
た
。
し
か
し
、
香
港
樹
仁
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

院
は
そ
れ
を
拒
否
し
た
た
め
、
そ
の
四
年
制
コ
ー
ス
を
政
庁
の
助
成
な
し
に
運
営
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

（
1
）
　
佐
藤
尚
子
、
前
掲
書
。

（
2
）
　
察
見
、
前
掲
書
で
は
、
遷
畠
．
ω
（
香
港
大
学
に
隣
接
）
、
O
⊆
①
2
げ
（
孫
文
の
出
身
校
）
、
留
∈
一
8
℃
5
浮
、
£
ロ
Φ
雪
包
凶
園
冨
9
（
戦
後
の

　
共
学
公
立
新
設
校
だ
が
急
速
に
名
校
化
）
な
ど
。
ま
た
、
英
国
教
会
（
聖
公
会
）
系
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
と
し
て
、
∪
δ
8
ω
磐
（
百
周
年
記
念

　
式
典
に
香
港
総
督
が
出
席
）
、
幹
評
巨
．
ω
、
ω
け
望
Φ
9
窪
、
ω
、
非
国
教
会
系
プ
・
テ
ス
タ
ン
ト
で
は
、
前
章
で
述
べ
た
「
英
華
書
院
」
に
源
流
を
も

　
つ
く
ぎ
閃
≦
四
、
そ
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
臣
留
＝
o
、
幹
ピ
器
9
．
ω
、
妄
讐
く
き
（
華
仁
）
、
ζ
鎖
蔓
許
昌
o
＝
、
ζ
帥
量
ヨ
8
三
（
陳
美
齢

　
＞
曽
窃
O
訂
口
の
出
身
校
）
、
O
き
o
ω
鎚
、
幹
Ω
巽
跨
、
O
o
a
寓
o
冨
（
徳
望
）
な
ど
計
二
七
校
が
「
名
校
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
う
ち
政
庁
立

　
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
二
五
校
が
占
め
ら
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
中
文
中
学
に
も
「
名
校
」
（
官
立
の
金
文
泰
中
学
な
ど
）
が
あ
り
、
内
部
に
格

　
差
が
存
在
す
る
。

（
3
）
≧
霧
邑
モ
①
琶
鷲
。
。
F
魯
§
う
歪
，

（
4
）
力
。
σ
。
『
島
甲
≦
喜
Φ
＝
㌔
§
』
』
§
ミ
§
霧
ら
ぎ
』
≦
き
譜
さ
轟
の
ミ
乱
8
↓
巴
琶
為
ぎ
9
再
け
9
一
耳
巴
ω
①
三
8
」
。
。
。
“
①
身
、
、

　
O
」
O
“
●

（
5
）
一
σ
一
α
■
も
P
o
。
㎝
き
q
一
。
ρ

（
6
）
o
。
＜
。
ヨ
暑
具
ω
Φ
§
醇
算
↓
詳
ぎ
嵩
恥
き
鑓
寒
§
§
§
的
這
§
画
。
轟
〆
9
σ
q
邑
。
轟
囚
。
畠
o
。
＜
Φ
ヨ
§
ヌ
一
。
。
。
一
も
一
＝
’

（
7
）
』
§
貸
ミ
審
ミ
§
“
遷
』
題
。
。
－
遷
一
肖
o
畠
囚
o
コ
σ
q
国
倉
8
け
一
8
巴
U
。
冨
肘
喜
の
鼻
ω
Φ
。
一
一
〇
三
＜
一
証
巨
。
一
p

（
8
）
　
一
部
に
は
、
非
営
利
団
体
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
幼
稚
園
も
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
家
賃
や
固
定
資
産
税
の
減
免
・
割
り
戻
し
を
政
庁
か
ら

　
受
け
ら
れ
る
。
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（
9
）
　
『
明
報
』
一
九
八
一
年
三
月
六
日
。
た
だ
し
政
庁
教
育
局
臣
8
呂
9
U
8
震
叶
ヨ
①
旨
は
、
幼
稚
園
で
の
英
語
教
育
に
、
公
式
に
は
否
定
的
で

　
あ
る
（
↓
ミ
歳
§
閃
映
§
恥
肉
鳥
§
ミ
ご
醤
の
毬
鷺
墨
工
O
ロ
ひ
Q
区
o
コ
α
q
一
〇
〇
＜
Φ
ヨ
旨
Φ
三
ω
O
R
Φ
田
ユ
界
お
o
o
P
P
5
）

（
1
0
）
　
『
明
報
』
一
九
八
一
年
四
月
二
三
日
。

（
H
）
　
『
明
報
』
一
九
八
一
年
四
月
二
三
日
。

（
1
2
）
　
『
香
港
時
報
』
一
九
八
○
年
三
月
一
六
日
。

（
1
3
）
　
肉
R
§
＆
帖
§
b
愚
9
註
ミ
。
ミ
ム
§
巽
ミ
の
貸
ミ
黛
ミ
貸
這
漣
－
融
一
〇
や
o
蹄
■
も
」
ρ

（
1
4
）
　
↓
薗
σ
一
Φ
一
“
，
o
。
響
国
o
薦
映
o
薦
＞
§
§
』
b
斜
o
絵
9
韓
ミ
厨
識
3
一
零
o
。
区
三
8
・

（
1
5
）
　
O
『
①
昌
o
q
囚
巴
－
ヨ
ヨ
堕
o
や
9
㌧
‘
P
卜
o
G
o
蒔

（
1
6
）
　
肉
謹
謁
8
0
ミ
ら
8
」
（
b
o
O
y
一
〇
〇
。
ω

（
1
7
）
　
な
§
内
映
§
⑳
』
遷
ト
9
’
9
ト

（
1
8
）
　
O
げ
o
お
国
o
。
一
－
旨
品
噂
．
臣
⊆
8
酔
一
8
．
サ
↓
ぎ
9
ぎ
、
歳
o
轟
映
o
諾
ぎ
言
註
」
逡
ト
魯
9
野
マ
ト
⊃
。
。
o
。

（
1
9
）
ム
§
§
』
蜜
ミ
§
黛
貸
ぎ
品
民
○
お
臣
仁
8
辞
一
9
巴
U
8
震
琶
雪
戸
一
〇
㎝
O
－
①
ρ
P
一
器
位
討
⊆
①
＜
ξ

（
2
0
）
＞
§
§
嵩
貸
ミ
§
Q
§
ぎ
凝
国
o
轟
国
身
8
ぎ
轟
一
U
8
胃
旦
①
ヌ
一
8
卜
⊃
ー
。
。
。
も
」
餌
a
討
巨
。
く
ξ

（
2
1
）
　
臼
ぎ
嵐
§
偽
映
§
⑳
肉
“
§
ミ
帖
§
の
毬
番
墨
o
サ
9
嚇
も
」
刈
O
・

（
2
2
）
　
一
9
P
こ
の
点
数
が
学
校
全
体
で
高
け
れ
ば
、
そ
の
小
学
校
が
よ
り
高
く
評
価
さ
れ
、
そ
こ
の
児
童
全
員
の
名
門
中
学
進
学
機
会
が
高
ま
る
、

　
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
試
験
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
学
校
全
体
と
し
て
受
験
指
導
を
、
い
っ
そ
う
駆
り
立
て
る
効
果
を
も
つ
。

（
2
3
）
　
こ
れ
は
、
中
学
一
年
に
原
級
留
置
き
者
が
い
る
た
め
で
あ
る
。
逆
に
い
う
と
、
お
よ
そ
こ
の
分
だ
け
、
義
務
化
以
前
の
中
学
進
学
率
は
水
増
し

　
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
2
4
）
　
ζ
詳
o
ゴ
①
一
ジ
O
や
9
鄭
‘
P
一
9

（
2
5
）
　
↓
誌
韻
o
凝
映
o
亮
肉
儀
§
ミ
帖
§
の
遂
鴛
墨
3
9
野
マ
一
〇
。
幹
最
近
は
こ
の
状
況
を
よ
り
緩
和
す
る
方
策
が
と
ら
れ
、
一
九
九
〇
年
に
は
、
香
港

　
全
体
で
八
三
・
四
％
の
生
徒
が
中
三
ま
で
と
同
じ
中
等
学
校
の
中
四
に
引
き
続
き
進
学
で
き
た
。
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（
2
6
）
　
肉
織
ミ
§
帖
§
蓼
誉
ド
寓
9
ひ
Q
区
9
0
q
暮
ゴ
Φ
O
o
＜
o
ヨ
ヨ
①
旨
写
Φ
ω
o
。
」
8
㎝
，

（
2
7
）
　
ζ
Φ
＝
0
5
0
サ
竃
ト
リ
℃
」
ω
一
’

（
2
8
）
　
歳
§
偽
映
§
閃
賊
逡
ト
魯
’
黛
ト
ワ
℃
■
一
ω
腿
■

（
2
9
）
　
さ
ら
に
最
近
で
は
、
香
港
中
文
大
学
の
ギ
o
く
巨
8
巴
＞
8
8
富
9
の
の
9
0
ヨ
①
に
よ
り
、
匡
区
O
国
国
の
成
績
が
よ
い
と
、
次
に
述
べ
る
予
科

　
で
も
う
一
度
試
験
を
受
け
な
く
と
も
同
大
学
へ
入
学
予
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
3
0
）
　
大
学
．
理
工
学
院
の
す
べ
て
と
専
上
学
院
の
一
部
は
、
大
学
及
理
工
教
育
資
助
委
員
会
と
呼
ば
れ
る
総
督
の
諮
問
機
関
か
ら
資
金
の
大
部
分
を

　
助
成
さ
れ
て
運
営
さ
れ
る
、
独
立
法
人
で
あ
る
。
植
民
地
時
代
、
大
学
の
総
長
9
雪
8
一
百
は
、
名
目
的
に
英
国
人
の
総
督
が
兼
任
し
た
が
、
学

　
長
≦
8
，
9
き
8
＝
震
を
は
じ
め
、
事
務
職
員
や
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
教
員
は
公
務
員
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
厳
密
に
い
う
と
こ
れ
ら
の
高
等
教

　
育
諸
機
関
は
日
本
で
い
う
「
国
立
大
学
」
と
異
な
る
。
し
か
し
、
中
等
学
校
に
お
け
る
助
成
基
準
同
様
、
同
資
助
委
員
会
に
よ
る
助
成
が
・
ひ
と
つ

　
の
重
要
な
教
育
政
策
に
お
け
る
戦
略
変
数
を
な
し
、
政
庁
か
ら
各
学
校
の
長
期
的
政
策
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
の
関
与
が
な
さ
れ
て
き
た
。

（
3
1
）
　
香
港
大
学
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
大
学
祭
」
も
、
三
年
に
一
度
し
か
開
か
れ
な
か
っ
た
。

（
3
2
）
　
蚕
§
西
映
§
隣
這
q
o
g
o
》
9
、
‘
℃
マ
①
刈
I
O
o
o
、
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四
、
草
の
根
が
支
え
る
植
民
地
主
義
ー
教
育
に
お
け
る
象
徴
性
の
役
割

　
　
　
a
　
エ
リ
ー
ト
主
義
に
お
け
る
象
徴
性

　
以
上
の
よ
う
な
競
争
を
生
徒
に
か
き
た
て
る
心
理
的
動
因
と
し
て
重
要
な
の
は
、
英
本
国
の
。
ハ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
を
モ
デ
ル
に
、
中

等
教
育
の
頂
点
に
位
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
「
名
校
」
が
受
け
取
っ
て
き
た
、
一
九
世
紀
の
中
央
書
院
以
来
の
象
徴
性
で
窺
・
独
立
国

の
教
育
に
お
い
て
王
室
や
民
族
的
英
雄
が
果
た
す
機
能
に
代
る
、
こ
の
英
国
文
化
の
象
徴
を
通
じ
た
表
明
は
、
在
籍
す
る
生
徒
の
高
い
学



カ
レ
ベ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活
・
倫
理
面
で
の
厳
し
い
指
導
、
そ
し
て
こ
れ
が
中
国
の
「
教
不
厳
、
師
之
惰
」
と
い
う
観
念
と
節
合
さ
れ

て
、
さ
ら
に
そ
の
正
統
性
が
高
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
象
徴
性
が
い
か
に
操
作
さ
れ
、
ど
う
生
徒
の
共
同
主
観
に
埋
め
込
ま
れ
た
か
を
知
る
こ
と
は
、
香
港
の
教
育
に
お
け
る
競
争
に
孕

ま
れ
た
草
の
根
か
ら
の
動
因
を
認
識
す
る
た
め
に
、
重
要
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
、
中
華
人
民
共
和
国
に
お
け
る
文
化
大
革
命
の
影
響
を
う
け
て
香
港
で
反
植
民
地
闘
争
が
活
発
化
し
た
と

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

き
生
じ
た
事
例
を
み
る
。

植民地統治下における香港中国人の教育

英
国
教
会
系
の
名
門
聖
保
羅
書
院
の
予
科
生
で
、
優
秀
な
成
績
で
級
長
を
つ
と
め
る
曾
徳
成
は
、
聖
保
羅
卒
業
後
、
香
港
大
学
に
進

学
し
、
さ
ら
に
合
衆
国
の
大
学
院
に
進
む
夢
を
抱
い
て
い
た
。
し
か
し
一
九
六
七
年
五
月
の
暴
動
で
、
植
民
地
政
庁
の
警
察
が
罪
も

な
い
子
供
や
女
性
を
殴
り
顔
を
血
だ
ら
け
に
さ
せ
た
り
昏
倒
さ
せ
た
り
し
て
い
る
の
を
見
て
、
目
ら
紳
士
を
以
っ
て
任
ず
る
英
国
人

に
疑
問
を
感
じ
は
じ
め
、
次
第
に
、
英
国
が
「
民
主
」
・
「
自
由
」
で
あ
る
と
い
う
幻
想
が
消
え
去
り
、
青
年
特
有
の
熱
情
と
正
義
感

か
ら
毛
沢
東
思
想
に
共
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
六
七
年
の
国
慶
節
が
迫
る
と
、
一
部
の
愛
国
生
徒
が
「
愛
国
生
徒
大
団

結
万
歳
！
」
と
い
う
標
語
を
校
内
に
掲
げ
、
愛
国
反
帝
的
な
ビ
ラ
を
ま
く
と
い
う
行
動
に
出
て
、
街
頭
行
動
に
参
加
す
る
生
徒
も
あ

ら
わ
れ
た
。
曾
は
、
ふ
だ
ん
の
学
校
生
活
と
同
様
、
級
長
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
た
聖
保
羅
書
院
の
制
服
に
級
長
章
を
つ
け
て
、
こ
う
し

た
行
動
に
参
加
し
た
。
「
な
ぜ
そ
ん
な
服
装
で
闘
争
に
参
加
す
る
の
か
」
と
問
わ
れ
る
と
、
「
『
級
長
』
さ
え
造
反
し
よ
う
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
一
般
生
徒
は
も
う
恐
れ
る
も
の
は
な
く
、
こ
う
し
て
ま
す
ま
す
多
く
の
級
友
が
闘
争
に
参
加
す
る
だ
ろ

う
」
と
答
え
た
。
こ
れ
に
対
し
植
民
地
政
庁
は
、
学
校
当
局
と
謀
っ
て
、
「
級
長
」
の
象
徴
に
傷
を
つ
け
た
と
、
曾
に
、
懲
役
二
年

の
刑
を
課
し
た
。
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反
植
民
地
闘
争
が
激
し
か
っ
た
当
時
の
香
港
社
会
に
お
い
て
、
エ
リ
ー
ト
教
育
の
流
れ
に
あ
る
中
学
生
の
心
理
に
は
、
「
合
理
性
」
の
体

現
者
で
あ
る
と
い
う
、
英
国
文
化
に
対
す
る
既
定
の
正
統
性
が
埋
め
込
ま
れ
、
ま
た
英
国
系
の
「
名
門
校
」
な
ら
び
に
そ
こ
で
の
「
級

長
」
の
地
位
、
そ
し
て
そ
の
表
明
で
あ
る
制
服
や
徽
章
な
ど
が
、
民
族
的
立
場
を
問
わ
ず
ひ
と
つ
の
規
範
性
を
孕
む
強
い
象
徴
性
を
付
与

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
こ
の
事
例
が
物
語
っ
て
い
る
。

　
前
章
で
述
べ
た
英
国
伝
道
会
設
立
の
名
門
英
文
中
学
、
英
華
女
校
を
一
九
九
一
年
に
卒
業
し
た
、
匹
き
8
と
い
う
英
語
の
名
前
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

つ
生
徒
が
書
い
た
文
章
は
、
こ
の
象
徴
性
が
一
九
九
〇
年
代
に
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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も
し
、
英
華
で
も
っ
と
も
印
象
深
い
も
の
が
何
か
と
問
わ
れ
た
な
ら
、
疑
い
も
な
く
「
階
段
」
と
「
長
杉
」
［
目
旗
抱
型
制
服
］
を

あ
げ
る
で
し
ょ
う
。
香
港
に
私
た
ち
の
よ
り
高
く
聲
え
て
い
る
学
校
っ
て
あ
る
で
し
ょ
う
か
…
…
。
私
が
中
一
の
と
き
、
一
番
幼
い

生
徒
を
九
階
や
一
〇
階
に
お
く
の
は
と
て
も
不
公
平
だ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
中
七
（
ご
℃
℃
R
腔
×
）
に
な
る
と
…
…
「
十
分
に

寝
る
時
間
さ
え
な
い
A
レ
ベ
ル
▽
香
港
大
入
試
］
受
験
生
に
毎
日
登
山
し
ろ
と
、
ど
う
し
て
い
え
る
で
し
ょ
う
か
？
」
／
私
た
ち

の
い
と
お
し
い
「
長
杉
」
…
…
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
一
部
、
英
華
の
想
い
出
で
す
。
…
…
［
大
学
2
友
人
に
「
長
杉
」
を
着
て

い
て
ど
う
だ
っ
た
、
と
聞
か
れ
る
た
び
、
私
た
ち
の
青
い
「
長
杉
」
が
い
か
に
「
快
適
」
で
「
魅
力
的
」
か
話
し
ま
す
。
私
た
ち
の

「
長
杉
」
は
香
港
中
す
べ
て
の
「
長
杉
型
制
服
」
の
な
か
で
最
も
美
し
い
…
…
。
し
ば
し
ば
私
た
ち
は
、
そ
の
着
に
く
さ
に
不
平
を

言
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
…
…
私
た
ち
は
皆
、
英
華
を
出
た
後
、
私
た
ち
の
「
魔
法
の
長
杉
」
を
な
く
し
て
寂
し

く
思
う
の
で
す
。
／
大
学
に
は
、
中
学
と
比
べ
少
な
い
「
校
則
」
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
以
前
と
比
べ
、
よ
り
自
由
に
や
り

た
い
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
自
由
は
「
規
律
が
な
い
こ
と
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
英
華
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
自
由
に
で



き
る
こ
と
が
沢
山
あ
る
と
き
、
自
分
を
ど
の
よ
う
に
規
律
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
－

o

植民地統治下における香港中国人の教育

戦
前
も
っ
ぱ
ら
白
人
が
居
住
し
た
香
港
島
の
高
級
住
宅
地
・
半
山
区
に
他
を
威
圧
し
て
屹
立
す
る
校
舎
・
そ
し
て
目
己
の
身
体
を
名
校
生

の
そ
れ
と
表
明
さ
せ
る
衣
装
に
対
し
、
そ
の
機
能
的
な
欠
点
を
超
越
で
き
た
が
ゆ
え
に
持
ち
え
た
と
主
張
さ
れ
る
思
い
入
れ
は
、
そ
の
強

い
象
徴
性
を
表
明
し
て
余
り
あ
る
。
こ
れ
と
と
も
に
、
英
本
国
の
教
育
思
想
に
そ
っ
た
自
己
規
律
と
い
う
「
合
理
性
」
が
目
己
と
一
体
化

し
た
こ
と
を
誇
る
観
念
が
根
付
き
、
こ
れ
に
よ
り
自
己
の
優
越
性
に
正
統
性
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　
戦
前
か
ら
香
港
の
教
育
に
孕
ま
れ
て
い
た
、
買
弁
的
な
支
配
エ
リ
ー
ト
の
養
成
と
「
西
欧
的
合
理
性
」
と
い
う
英
国
文
化
へ
の
教
化
と

い
う
英
国
植
民
地
教
育
の
一
一
つ
の
要
素
は
、
こ
の
よ
う
に
戦
後
の
教
育
体
制
に
お
い
て
エ
リ
ー
ト
主
義
に
乗
る
こ
と
に
成
功
し
た
生
徒
の

内
面
に
象
徴
性
を
媒
介
と
し
て
強
く
根
を
お
ろ
し
、
英
国
的
合
理
性
へ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
志
向
が
無
意
識
の
う
ち
に
若
い
香
港
中
国
人
の

心
理
に
し
っ
か
り
自
生
的
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
機
構
に
よ
っ
て
エ
リ
ー
ト
的
思
考
を
持
っ
た
生
徒
は
、
平
等
的
思
考
を
持
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

生
徒
に
比
べ
、
香
港
植
民
地
政
庁
に
就
職
し
英
国
人
の
下
で
中
国
人
官
僚
に
な
る
志
向
を
よ
り
強
く
示
し
た
。
こ
こ
に
、
香
港
に
お
け
る

「
民
族
教
育
」
に
対
す
る
固
有
の
困
難
と
、
中
国
人
の
側
か
ら
植
民
地
統
治
を
支
え
る
草
の
根
の
状
況
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
b
　
教
育
の
大
衆
化
に
お
け
る
象
徴
性
－
自
殺
と
非
行

　
こ
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
階
段
を
子
供
た
ち
が
登
っ
て
ゆ
く
過
程
で
、
英
国
人
支
配
者
の
末
席
に
加
わ
り
、
植
民
地
政
庁
エ
リ
i
卜
官

僚
な
ど
の
地
位
に
た
ど
り
着
く
少
数
の
成
功
者
の
足
元
に
は
、
労
働
市
場
に
お
い
て
よ
り
低
い
地
位
に
甘
ん
じ
る
多
数
者
が
存
在
す
る
。

多
数
の
親
や
本
人
が
成
功
者
に
な
ろ
う
と
強
い
欲
望
を
も
っ
て
争
う
な
か
で
、
頂
点
ま
で
登
り
つ
め
る
生
徒
の
数
が
少
な
い
ほ
ど
、
競
争

は
情
け
容
赦
が
な
く
、
落
伍
す
る
運
命
と
な
っ
た
と
き
の
状
況
は
よ
り
悲
惨
な
も
の
と
な
る
。
政
庁
自
身
が
認
め
る
よ
う
に
、
「
子
供
た
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（
5
）

ち
が
ひ
と
つ
の
段
階
か
ら
次
の
段
階
へ
と
移
っ
て
行
く
さ
い
に
、
き
わ
め
て
現
実
的
な
ス
ト
レ
ス
」
が
生
じ
、
多
く
の
青
少
年
問
題
が
必

然
的
に
作
り
出
さ
れ
る
。

　
英
本
国
で
自
殺
問
題
に
取
り
組
み
、
英
本
国
に
お
い
て
各
地
に
支
所
を
設
け
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
自
殺
防
止
に
努
め

て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
サ
マ
リ
ア
会
　
浮
Φ
留
ヨ
震
富
塁
香
港
組
織
は
、
香
港
の
青
少
年
の
自
殺
問
題
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

生
徒
た
ち
は
幼
稚
園
か
ら
中
等
学
校
ま
で
一
生
懸
命
勉
強
し
て
く
る
。
こ
の
期
間
、
両
親
は
多
大
の
困
難
を
も
っ
て
生
徒
た
ち
を
援

助
し
つ
つ
、
子
供
た
ち
に
多
大
の
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
突
然
の
失
敗
が
や
っ
て
き
た
と
き
、
生
徒
た
ち
は
そ
の
両
親
に
恥
を
感
じ
、

自
ら
の
将
来
を
心
配
す
る
。
不
幸
な
こ
と
に
、
青
少
年
た
ち
は
こ
う
し
た
問
題
を
ど
う
解
決
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
の
だ
。

140

サ
マ
リ
ア
会
が
一
年
で
い
ち
ば
ん
忙
し
い
の
は
、
香
港
会
考
の
結
果
が
発
表
さ
れ
る
七
月
中
旬
で
あ
る
。
「
試
験
結
果
が
発
表
さ
れ
た
の

ち
に
く
る
洪
水
の
よ
う
な
電
話
に
対
処
す
る
た
め
、
サ
マ
リ
ア
会
は
香
港
電
話
会
社
と
、
特
別
の
電
話
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
設
置
す
る
よ
う
交

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

渉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

　
香
港
の
激
し
い
教
育
競
争
か
ら
落
ち
こ
ぼ
れ
た
生
徒
を
ま
き
込
み
、
社
会
的
に
害
悪
を
及
ぼ
し
て
い
る
も
う
一
つ
の
要
素
は
、
暴
力
団

社
会
と
も
関
わ
っ
た
青
少
年
非
行
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
一
九
六
八
年
に
は
一
〇
七
八
件
で
あ
っ
た
一
六
歳
未
満
の
少
年
犯
罪
は
、
一
九
七
七
年
に
は
一
六
八
五
件
に
増
加
し
た
。
そ
の
中
に
は
、

非
合
法
組
織
（
暴
力
団
・
公
共
の
秩
序
を
乱
す
等
）
に
関
わ
る
犯
罪
や
道
徳
的
犯
罪
（
強
姦
・
婦
女
暴
行
等
）
、
殺
人
な
ど
に
関
わ
る
反

社
会
性
の
強
い
も
の
が
含
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
犯
罪
に
関
わ
る
青
少
年
に
は
、
学
校
で
の
成
績
が
低
い
な
ど
、
教
育
体
制
か
ら
の
脱
落
が
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　　　　　第五表　中学生の退学率 認
め
ら
れ
る
。

　
非
行
へ
の
兆
候
は
、
成
績
不
振
と
並
ん
で
、
厳
し
い
の
が
当
然
と
一
般
に
認
識
さ
れ
て
い
る
校
則
へ
の
不
満
、
そ
し
て
こ
れ
に
独
目
の

対
抗
的
な
象
徴
性
を
付
与
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
生
徒
た
ち
は
「
不
結
領
帯
党
（
制
服
の
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
な
い
）
」
・
「
短
裾
党
（
ス

カ
ー
ト
丈
を
短
く
改
造
）
」
等
の
や
り
方
で
、
徒
党
を
組
ん
で
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
誇
示
す
る
。
こ
う
し
た
行
為
は
当
然
生
活

指
導
の
対
象
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
反
発
心
を
さ
ら
に
か
き
た
て
、
学
校
や
勉
強
に
興
味
が
持
て
な
く
な
る
と
、
不
登
校
や
退
学
に
た
ち
い

た
る
。
日
本
の
中
学
校
に
相
当
す
る
中
一
か
ら
中
三
新
学
期
ま
で
の
二
年
間
に
、
一
九
七
〇
年
代
初
期
に
は
四
分
の
一
、
一
九
八
○
年
代

に
な
っ
て
も
八
分
の
一
の
生
徒
が
退
学
し
た
【
第
五
表
】
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
た
状
況
に
苛
ま
れ
る
生
徒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
、
「
黒
社
会
」
と
呼
ば
れ
る
香
港
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暴
力
団
組
織
が
待
ち
受
け
る
。
香
港

韓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
、
巌
密
に
い
え
ば
…
あ
ら
ゆ

退

年
中3の新学

における
徒数

この学年が
年前中学に入学した

の生徒数

2年前の中
新入生が
3新学期
でに退学
る率

1970 41，400 53，900 23．2

1971 40，700 53，600 24．1

1972 47，800 63，500 24．7

1973 53，500 72，500 26．2

1974 63，600 84，300 24．6

1975 70，300 87，300 19．5

1976 76，300 94，800 19．5

1977 78，600 90，100 12．8

1978 87，000 98，000 11．2

1979 90，200 100，200 10．0

1980 95，200 111，400 14．5

1981 85，681 102，000 16．0

1982 81，778 96，900 15．6

1983 77，687 92，024 15．6

1984 77，240 90，540 14．7

1985 76，305 89，523 14．8

1986 79，588 92，500 14．0

1987 81，256 93，549 13．1

1988 83，699 95，628 12．5

1989 81，740 93，285 12．4

1990 79，272 90，969 12．9

出所’中国香港特別行政区政府教育署

る
小
・
中
等
学
校
（
政
庁
立
・
私
立

を
含
む
）
で
暴
力
団
社
会
の
影
響
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

受
け
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
」
。
学

校
で
辛
い
状
況
に
置
か
れ
た
生
徒
た

ち
は
、
香
港
の
巷
に
溢
れ
る
暴
力
や

セ
ッ
ク
ス
を
売
り
も
の
と
す
る
映
画

な
ど
に
刺
激
さ
れ
、
目
ら
の
劣
等
感
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と
ス
ト
レ
ス
の
克
服
を
黒
社
会
加
入
に
求
め
よ
う
と
す
る
。
い
っ
た
ん
黒
社
会
に
属
し
て
し
ま
う
と
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
に
は
身
の
危

険
が
つ
き
ま
と
う
。
ま
た
逮
捕
さ
れ
れ
ば
一
生
犯
罪
歴
が
つ
い
て
ま
わ
る
。

　
香
港
の
共
産
党
系
紙
『
大
公
報
』
は
、
新
界
地
区
の
あ
る
資
助
中
学
に
中
三
ま
で
学
ん
だ
生
徒
の
事
情
を
、
大
要
次
の
よ
う
に
報
道
し

　
（
1
0
）

て
い
る
。

彼
は
顔
に
七
～
八
個
ア
バ
タ
が
あ
り
、
「
豆
皮
仔
（
ア
バ
タ
君
）
」
と
呼
ば
れ
た
。
身
体
が
小
さ
く
、
ア
バ
タ
の
存
在
や
成
績
不
良
で

級
友
か
ら
「
I
Q
マ
イ
ナ
ス
三
〇
」
な
ど
と
い
じ
め
ら
れ
た
が
、
黙
っ
て
怒
り
を
忍
ん
で
い
た
。
あ
る
日
、
五
名
の
級
友
が
豆
皮
仔

を
便
所
に
押
し
込
め
、
下
半
身
を
裸
に
す
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。
劣
等
感
を
逆
撫
す
る
こ
の
屈
辱
に
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
た
豆
皮
仔

は
、
な
ん
と
か
強
く
な
り
た
い
・
級
友
を
見
下
し
て
や
り
た
い
、
と
い
う
一
念
に
燃
え
、
ア
パ
ー
ト
の
同
じ
棟
に
い
る
暴
力
団
員
に

入
団
を
申
し
込
ん
だ
。
入
団
後
、
豆
皮
仔
は
そ
の
威
勢
に
よ
り
次
第
に
校
内
で
頭
角
を
現
し
は
じ
め
た
。
級
友
が
か
つ
て
豆
皮
仔
が

受
け
た
と
同
じ
い
じ
め
に
あ
っ
た
と
き
に
は
、
す
す
ん
で
助
け
る
義
侠
心
を
示
し
た
。
こ
う
し
て
豆
皮
仔
に
は
、
半
年
で
一
〇
〇
人

も
の
「
兵
隊
」
が
つ
き
、
校
内
で
徒
党
を
組
ん
で
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
気
づ
い
た
学
校
側
は
ひ
そ
か
に
警
察
を
呼
び
、
あ
る

日
校
長
の
手
引
き
で
、
豆
皮
仔
は
教
室
内
で
逮
捕
さ
れ
た
。
判
決
の
日
、
腎
臓
病
で
長
年
床
に
伏
し
て
い
た
父
親
は
、
無
理
を
お
し

て
傍
聴
席
に
来
た
。
豆
皮
仔
は
、
父
親
を
み
つ
け
る
や
被
告
人
席
か
ら
か
け
よ
り
、
「
パ
。
ハ
、
ご
め
ん
な
さ
い
！
」
と
叫
び
、
顔
中

の
涙
で
父
親
を
堅
く
抱
き
締
め
た
。
父
親
は
青
白
く
痩
せ
、
瞼
に
涙
を
一
杯
た
め
つ
つ
昏
倒
し
て
し
ま
っ
た
。
護
送
車
の
豆
皮
仔
は
、

父
親
を
迎
え
に
き
た
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
を
き
き
つ
つ
、
髪
を
か
き
む
し
り
、
悔
し
さ
の
あ
ま
り
鳴
咽
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
。
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（
1
）
　
香
港
の
あ
る
「
名
校
」
の
校
長
は
、
「
校
則
が
厳
し
い
ほ
ど
、
親
た
ち
は
嬉
し
そ
う
に
な
る
。
よ
り
厳
し
い
手
段
を
示
す
ほ
ど
、
親
た
ち
は
す

　
ぐ
に
子
供
を
入
学
さ
せ
て
く
る
。
子
供
た
ち
に
た
く
さ
ん
宿
題
を
だ
す
ほ
ど
、
親
た
ち
は
よ
い
学
校
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
子
供
た
ち
を
よ
り
い
た

　
め
つ
け
る
ほ
ど
、
学
校
が
よ
り
『
有
名
に
な
る
』
と
い
う
わ
け
だ
」
、
と
語
っ
た
と
い
う
（
野
火
『
核
子
椚
的
苦
難
』
摩
登
文
物
公
司
、
一
九
七
七

　
年
）
。

（
2
）
　
『
文
雁
報
』
一
九
六
七
年
一
〇
月
二
七
日
。

（
3
）
囚
類
o
お
鴫
o
。
o
。
言
戸
、
製
一
ω
ω
2
一
ζ
Φ
ヨ
o
幕
ω
o
楠
≦
昌
ひ
q
毛
ロ
、
｝
『
き
偽
…
魯
O
ミ
の
．
の
匙
o
ミ
題
導
』
醤
菖
竃
讐
旨
這
』
跨
§
響
＝
o
凝
区
o
お
一

　
イ
ぎ
ひ
q
≦
ゆ
〇
三
の
、
ω
o
『
o
o
一
」
O
O
μ
O
P
o
o
㌣
o
o
ω
、

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

一
九
六
八
年
に
一
〇
二
万
二
三
〇
〇
人
、

ζ
詳
o
ゴ
o
F
9
■
9
鄭
‘
P
o
o
O
卜
o
■

↓
ぎ
曳
o
轟
民
o
諾
肉
R
§
ミ
軌
§
の
毬
融
ミ
8
，
竃
、
，
も
」
＝
’

旨
薫
巴
閃
段
、
o
サ
9
、
‘
℃
P
卜
o
O
l
ω
O
，

の
o
貸
S
O
評
討
黛
ミ
o
ミ
誉
閃
、
8
ひ
ト
o
ω
一
仁
コ
Φ
一
〇
ミ
■

O
o
⇒
の
二
ω
四
p
α
ω
鼠
鉱
ω
試
8
∪
Φ
℃
f
曇
o
蕊
西
逸
o
§
偽
』
醤
醤
ミ
ミ
b
蒔
Q
象
o
、
の
言
蹴
詮
帆
8
」
雪
o
o
Φ
e
江
o
P
P
卜
o
O
P
な
お
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
七
年
は
九
一
万
六
二
〇
〇
人
で
、
一
九
六
八
年
が
か
え
っ
て
多
か
っ
た
。

章
盛
「
香
港
黒
社
会
活
動
真
相
』
天
地
図
書
、
一
九
八
○
年
・
二
〇
八
ペ
ー
ジ
・

「
豆
皮
仔
如
此
加
入
黒
社
会
」
『
大
公
報
』
一
九
八
｝
年
四
月
二
七
日
。

五
歳
－
一
四
歳
人
口
は
、

　
五
、
戦
後
香
港
の
教
育
を
統
制
し
た
、
植
民
地
政
庁
の
政
治
装
置

　
政
庁
が
行
っ
て
き
た
教
育
へ
の
植
民
地
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
以
上
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
で
不
十
分
な
場
合
に
は
、
政
庁

が
直
接
、
教
育
に
対
し
管
理
統
制
の
手
を
下
し
た
。
本
章
で
は
、
こ
の
点
を
表
明
す
る
い
く
つ
か
の
重
要
な
事
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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a
　
「
教
学
語
文
」
問
題

　
こ
れ
は
、
教
育
の
場
で
用
い
る
言
語
を
、
宗
主
国
の
言
語
で
あ
る
英
語
に
す
る
か
、
そ
れ
と
も
民
族
語
の
広
東
語
に
す
る
か
、
と
い
う

植
民
地
独
特
の
問
題
で
あ
る
。

　
第
三
章
で
見
た
よ
う
に
、
多
く
の
小
学
校
で
は
広
東
語
が
授
業
言
語
で
あ
り
、
英
語
は
一
教
科
と
し
て
教
え
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
小
学
生
が
英
文
中
学
に
進
学
す
る
や
い
な
や
、
母
国
語
で
は
な
い
英
語
の
教
科
書
を
用
い
、
英
語
の
講
義
を
聞
い
て
勉

強
が
は
じ
ま
る
。

　
こ
れ
が
教
育
効
果
に
否
定
的
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
香
港
中
文
大
学
関
係
者
が
一
九

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

七
九
年
に
行
っ
た
実
験
は
、
対
象
の
学
校
（
複
数
）
を
教
室
で
の
英
語
の
使
用
頻
度
・
生
徒
の
学
習
到
達
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
七
つ
の
群
に

分
け
、
歴
史
・
数
学
・
理
科
の
三
教
科
の
実
験
授
業
を
行
っ
て
、
そ
の
学
習
成
果
に
関
し
、
英
語
で
授
業
し
た
グ
ル
ー
プ
と
広
東
語
で
授

業
し
た
グ
ル
ー
プ
と
を
比
較
し
た
。
社
会
科
学
系
の
「
歴
史
」
に
つ
い
て
、
生
徒
の
レ
ベ
ル
が
最
も
高
く
日
常
の
授
業
で
専
ら
英
語
を
用

い
る
学
校
群
（
群
一
）
と
、
到
達
度
が
低
く
日
常
授
業
で
英
語
の
使
用
が
限
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
学
校
群
（
群
七
）
と
い
う
、
二
つ
の
対

照
的
な
群
を
と
り
だ
す
と
、
群
一
で
は
英
語
グ
ル
ー
プ
よ
り
広
東
語
グ
ル
ー
プ
の
成
果
が
わ
ず
か
に
高
い
と
は
い
え
、
統
計
的
に
み
て
特

に
有
意
な
差
が
認
め
ら
れ
な
い
。
だ
が
群
七
で
は
、
中
二
と
中
三
の
場
合
に
、
両
者
間
に
棄
却
率
O
・
O
O
一
と
い
う
高
い
有
意
差
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
群
七
で
も
、
中
四
に
な
る
と
有
意
な
差
は
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
生
徒
の
到
達
度
が
比
較
的
低
く
、

か
つ
英
語
に
よ
る
授
業
に
生
徒
が
十
分
慣
れ
て
い
な
い
低
学
年
に
お
い
て
、
英
語
を
用
い
た
授
業
が
生
徒
の
社
会
科
学
的
理
解
力
を
阻
害

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
【
第
六
表
】
。
も
っ
と
も
、
学
習
効
果
は
試
験
に
よ
っ
て
の
み
測
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
教
室
内
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
自
発
的
学
習
も
重
要
で
あ
る
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
英
語
と
広
東
語
を
用
い
た
授
業
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
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　　　　第六表　教科・教授言語・学校レベル別にみた到達度の比較

7類型中の学校レベル レベルの最も高い中学（群1） レベルの最も低い中学（群7）

学　　年 中　　2 中　　3 中　　4 中　　2 中　　3 中　　4

教学言語 中国語英語 中国語英語 中国語英語 中国語英語 中国語英語 中国語英語

標本数 32　　27 27　　32 25　　24 72　　49 95　　50 60　　69
平　均 1500　1455 1066　1025 1024　10，20 且060　　8．02 12．41　6，82 875　814

歴　史　標準偏差 2．33　242 251　272 247　3．Ol 248　243 2．62　2，16 229　216
F　値 0510 0368 0002 3199 4967 237

棄却率 NS NS N，S． 0001 0，001 N．S
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「
英
語
が
用
い
ら
れ
る
と
、
教
師
は
よ
り
多
く
『
講
義
』
し
、
分
析
的
な
質
問
の
代

り
に
よ
り
多
く
事
実
に
つ
い
て
質
問
を
し
、
生
徒
の
考
え
を
受
け
入
れ
た
り
取
り
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

れ
た
り
す
る
こ
と
が
よ
り
少
な
く
な
る
」
、
と
い
う
結
論
が
出
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
英
語
が
母
国
語
で
な
い
中
国
人
生
徒
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
エ
リ
ー
ト
主

義
の
方
向
に
自
ら
を
乗
せ
る
競
争
試
験
に
合
格
す
る
た
め
、
理
解
よ
り
も
暗
記
中
心

の
勉
強
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
、
「
填
鴨
式
教
育
」
と
呼
ば

　
　
　
　
　
（
3
）

れ
る
こ
と
も
あ
る
勉
強
方
式
に
は
、
か
つ
て
中
国
で
一
九
〇
四
年
ま
で
一
三
〇
〇
年

あ
ま
り
に
わ
た
り
中
国
本
土
で
続
い
た
「
科
挙
」
に
類
似
し
た
要
素
が
あ
っ
た
。
勝

利
し
た
者
が
エ
リ
ー
ト
と
な
る
社
会
的
性
格
も
科
挙
と
似
て
い
た
が
、
違
っ
て
い
た

の
は
、
エ
リ
ー
ト
化
の
方
向
が
英
国
起
源
の
西
欧
的
な
合
理
主
義
が
象
徴
と
し
て
含

意
さ
れ
た
植
民
地
支
配
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
「
試
験
の
直
前
に
な
る

　
　
　
　
　
セ
ン
ト
ラ
ル

と
、
［
香
港
島
中
環
に
あ
る
］
公
会
堂
の
前
は
教
科
書
を
丸
暗
記
し
よ
う
と
つ
ぶ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

き
な
が
ら
行
き
来
し
て
い
る
生
徒
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
」
。

　
教
師
の
側
も
、
ほ
と
ん
ど
が
広
東
語
を
母
国
語
と
す
る
香
港
中
国
人
で
あ
る
か
ら
、

英
語
を
流
暢
に
操
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
教
師
に
よ
っ
て
は
、
英
文
で
事
前
に
用
意

し
た
講
義
ノ
i
ト
を
教
室
で
棒
読
み
し
、
ま
た
教
師
の
話
す
英
語
が
ブ
ロ
ー
ク
ン
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

生
徒
が
理
解
に
苦
し
む
例
も
あ
っ
た
。

　
英
文
中
学
が
英
語
を
用
い
て
授
業
を
続
け
る
以
上
、
英
語
が
不
得
意
科
目
で
あ
る
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と
、
他
の
教
科
に
潜
在
的
な
能
力
が
あ
っ
て
も
、
丸
暗
記
で
き
な
け
れ
ば
脱
落
と
い
う
道
を
た
ど
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
す
で
に
み
た
通
り
、

敗
北
し
た
者
は
植
民
地
体
制
の
も
と
で
、
職
業
教
育
を
受
け
た
の
ち
物
言
わ
ぬ
低
賃
金
労
働
者
階
級
と
し
て
機
能
す
る
か
、
さ
も
な
く
ば

自
殺
や
非
行
化
へ
の
道
に
引
き
入
れ
ら
れ
た
。

　
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
自
己
維
持
本
能
を
発
揮
し
た
帰
結
は
、
自
己
責
任
で
あ
り
、
植
民
地
支
配
者
の
責
任
と
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

　
こ
の
宗
主
国
言
語
に
よ
る
中
学
教
育
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
系
の
ロ
ー
カ
ル
な
言
語
ア
フ
リ
カ
ー
ン
ズ
学
習
を
黒
人
生
徒
に
強
要
し
た
南
ア

フ
リ
カ
と
異
な
り
、
英
語
が
ロ
ー
カ
ル
な
宗
主
国
の
言
語
で
あ
る
と
同
時
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
も
あ
る
と
い

う
二
重
性
に
よ
っ
て
、
正
統
性
を
享
受
し
た
。
英
語
を
教
授
言
語
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
は
、
第
二
・
三
章
で
み
た
よ
う
に
、
英
語
が
も

つ
市
場
価
値
と
、
中
学
卒
業
後
の
進
路
の
可
能
性
が
広
が
る
理
由
か
ら
、
戦
前
以
来
生
徒
や
そ
の
親
か
ら
む
し
ろ
強
い
支
持
が
よ
せ
ら
れ

　
（
6
）

て
き
た
。
民
族
語
で
あ
る
広
東
語
は
、
中
国
の
国
語
で
す
ら
な
い
局
地
的
な
「
方
言
」
に
す
ぎ
ず
、
広
東
語
が
、
香
港
中
国
人
を
反
植
民

地
主
義
と
い
う
共
同
性
に
ま
と
め
上
げ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
な
り
、
ま
た
民
族
統
合
の
象
徴
と
な
る
と
い
う
状
況
は
、
こ
の

た
め
、
香
港
に
お
い
て
生
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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b
　
資
助
学
校
統
制
の
手
段
と
し
て
の
、
0
3
三
〇
〇
号

　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
な
ど
私
立
学
校
が
政
庁
か
ら
助
成
を
受
け
る
に
は
、
政
庁
自
ら
が
決
め
た
一
定
の
基
準
を
常
に
満
た
す
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
こ
の
基
準
を
明
文
化
し
た
資
助
則
例
O
轟
昌
O
＆
Φ
も
し
く
は
O
O
留
9
》
巳
は
、
教
師
の
学
歴
．
待
遇
．
学
校
の
経

理
・
施
設
整
備
・
物
品
の
発
注
方
式
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
生
徒
の
入
学
資
格
や
懲
戒
な
ど
学
校
運
営
の
あ
ら
ゆ
る
部
面
を
細
部
に
わ
た
り

規
定
し
て
い
た
。
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こ
の
規
定
は
、
一
面
に
お
い
て
香
港
の
教
育
を
一
定
の
高
水
準
に
保
つ
と
い
う
合
理
性
を
持
ち
つ
つ
も
、
実
際
に
政
庁
が
助
成
を
与
え

る
か
ど
う
か
自
一
ハ
体
的
な
助
成
額
・
す
で
に
授
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
助
成
を
取
り
消
す
権
限
・
な
い
し
人
事
に
か
か
わ
る
資
格

の
有
無
な
ど
、
教
育
司
署
長
9
お
9
曾
9
国
2
8
試
8
の
任
に
あ
る
植
民
地
英
国
人
官
僚
が
に
ぎ
る
多
大
な
権
限
を
通
じ
て
、
香
港
の

教
育
を
事
実
上
厳
し
い
英
国
人
官
僚
の
統
制
下
に
お
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
戦
後
こ
の
種
の
規
定
の
原
点
を
な
し
た
一
九
五
五
年
の
O
琵
旨
O
o
匿
は
、
そ
の
性
格
を
端
的
に
表
明
し
て
い
る
。
基
準
は
、
本
文
と

力
Φ
α
Q
巳
呂
o
冨
8
二
幕
0
9
身
9
0
h
O
轟
三
言
－
＞
置
ω
9
8
一
ω
の
二
部
か
ら
成
り
、
本
文
だ
け
で
四
五
項
目
、
運
営
規
程
は
二
〇
節

に
及
ぶ
詳
細
な
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
規
定
は
冒
頭
で
、
学
校
で
の
使
用
言
語
に
つ
い
て
、
「
＞
口
ひ
q
δ
6
三
諾
器
ω
3
0
0
こ
は
、
主
要
な
教
授
言
語
を
英
語
と
す
る
学

校
で
あ
る
、
と
は
っ
き
り
定
義
付
け
る
（
O
o
α
①
第
二
段
落
）
。
教
員
人
事
に
つ
い
て
、
Z
9
3
8
8
⇒
巴
三
粛
O
o
一
一
畠
①
（
師
範
学
校
）

出
身
ま
た
は
同
等
以
上
、
海
外
か
ら
の
教
員
は
、
英
国
・
英
連
邦
・
欧
州
・
合
衆
国
の
大
学
ま
た
は
師
範
学
校
が
授
与
し
た
資
格
保
持
者

に
限
ら
れ
る
（
O
o
留
第
一
〇
及
び
一
二
段
落
）
。
副
校
長
の
職
に
つ
く
者
は
、
原
則
と
し
て
香
港
大
学
出
身
者
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、

そ
の
上
で
、
す
べ
て
の
人
事
は
、
教
育
司
署
長
に
報
告
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
閃
Φ
の
三
讐
δ
冨
緊
一
）
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
面
で
み
る
と
、

学
課
は
香
港
会
考
を
目
標
と
し
て
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
生
徒
は
こ
の
試
験
を
原
則
と
し
て
受
験
せ
ね
ば
な
ら
な
い
（
勾
藷
三
讐
δ
霧

図
閑
山
）
。
学
課
の
う
ち
語
学
教
育
に
関
し
て
は
、
教
育
司
署
長
の
事
前
の
同
意
な
く
し
て
英
語
・
北
京
語
・
広
東
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

以
外
の
言
語
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
即
Φ
讐
一
豊
o
器
遷
×
ふ
、
但
し
一
九
六
二
年
以
降
の
規
定
で
は
廃
止
）
。
教
科
書
は
、
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

署
認
可
の
リ
ス
ト
に
あ
る
も
の
の
採
用
が
義
務
付
け
ら
れ
、
こ
れ
以
外
の
教
科
書
を
用
い
る
場
合
に
は
、
校
長
が
事
前
に
教
育
署
の
教
科

書
委
員
会
に
伺
い
を
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
（
菊
①
磐
巨
δ
霧
×
×
山
）
。
さ
ら
に
、
学
校
の
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
み
る
と
、
学
校
は
教
育

司
署
長
の
事
前
の
同
意
な
く
し
て
、
当
該
学
校
の
活
動
の
目
的
以
外
に
用
い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
（
刃
Φ
讐
再
6
房
×
図
山
）
。
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c
　
民
族
教
育
・
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
教
育
を
行
う
教
育
機
関
へ
の
、
植
民
地
政
庁
の
対
応

　
こ
う
し
た
植
民
地
政
庁
の
統
制
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
自
主
的
な
教
育
・
民
族
教
育
を
行
お
う
と
す
る
学
校
は
、
む
ろ
ん
存
在
し
た
。

植
民
地
支
配
を
危
殆
に
さ
ら
し
か
ね
な
い
、
こ
の
よ
う
な
自
主
的
・
民
族
的
教
育
は
、
直
接
的
な
教
育
統
制
に
か
け
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
こ
の
類
型
に
あ
て
は
ま
る
学
校
に
は
、
中
国
共
産
党
系
の
も
の
、
そ
し
て
目
主
系
の
革
新
教
育
を
試
み
る
教
師
集
団
に
よ
る
も
の
な
ど

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
従
来
の
大
学
教
育
の
体
制
を
か
え
る
潜
在
性
を
孕
ん
だ
香
港
中
文
大
学
創
設
も
、
こ
の
脈
絡
に
お
い
て
検
討
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
i
）
　
中
華
人
民
共
和
国
系
「
愛
国
中
学
」
に
対
す
る
抑
圧

　
社
会
主
義
中
国
成
立
以
来
、
香
港
に
は
、
中
国
共
産
党
の
政
治
方
針
を
う
け
て
民
族
教
育
を
行
う
「
愛
国
中
学
」
が
存
在
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
植
民
地
政
庁
が
一
九
五
二
年
に
制
定
し
た
「
教
育
規
程
（
国
身
8
二
9
刀
畠
巳
讐
δ
霧
一
〇
認
）
」
は
、
政
治
的
性
格
を
持
ち
、

公
共
の
利
益
あ
る
い
は
生
徒
な
い
し
一
般
大
衆
の
福
利
を
損
な
い
、
も
し
く
は
認
可
さ
れ
た
シ
ラ
バ
ス
に
反
す
る
よ
う
な
授
業
・
教
育
・

娯
楽
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
宣
伝
活
動
を
授
業
中
な
い
し
学
校
行
事
で
行
っ
て
は
な
ら
な
い
（
八
八
（
一
）
）
、
政
治
的
性
格
を
持
つ
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
・
歌
・
舞
踊
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
制
服
・
旗
・
文
書
・
象
徴
を
、
学
校
施
設
内
や
学
校
行
事
に
お
い
て
、
教
育
署
長
の
許

可
な
し
に
用
い
た
り
、
掲
げ
た
り
、
着
用
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
（
八
八
（
二
）
）
、
学
校
の
通
常
の
活
動
以
外
の
活
動
を
教
育
署
長
の

許
可
な
く
学
校
の
施
設
に
お
い
て
行
っ
て
は
な
ら
な
い
（
八
九
（
二
）
）
、
な
ど
と
規
定
し
、
「
愛
国
中
学
」
に
抑
圧
的
姿
勢
を
示
し
て
い

た
。　

一
九
五
八
年
五
月
一
三
日
、
培
僑
中
学
に
対
し
実
際
に
と
ら
れ
た
抑
圧
の
事
例
は
、
こ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
示
し
て
い
る
。
教
育
署
長

代
行
を
つ
と
め
る
英
人
官
僚
モ
ー
ガ
ン
炉
ρ
ζ
o
茜
砦
は
、
同
校
理
事
長
杜
伯
奎
評
詩
角
↓
⊆
に
対
し
、
「
培
僑
中
に
お
け
る
授
業
組
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織
と
活
動
一
般
は
政
治
的
性
格
の
も
の
を
多
数
含
ん
で
い
る
…
…
例
え
ば
、
培
僑
中
で
の
集
会
に
は
、
他
校
の
教
師
や
生
徒
が
出
席
し
て

き
た
し
、
上
記
の
教
育
規
程
に
反
す
る
政
治
的
性
格
を
持
つ
文
書
が
培
僑
中
学
図
書
館
か
ら
発
見
さ
れ
た
」
と
し
て
、
校
内
で
の
政
治
活

動
・
校
内
に
政
治
的
文
書
を
置
く
こ
と
を
禁
止
、
他
校
の
教
師
や
生
徒
を
校
内
に
入
れ
な
い
こ
と
・
時
間
外
の
集
会
を
行
わ
な
い
こ
と
、

そ
し
て
培
僑
中
の
教
師
と
生
徒
の
完
全
な
名
簿
提
出
、
二
週
間
以
内
に
と
っ
た
詳
細
な
対
応
の
報
告
、
な
ど
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
理

事
長
は
政
庁
教
育
署
の
指
示
を
全
面
的
に
拒
否
し
つ
つ
、
教
育
署
長
代
行
と
の
公
式
の
面
会
を
希
望
し
た
が
、
五
月
一
三
日
付
で
教
育
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

長
代
行
は
、
以
前
の
指
示
に
応
じ
た
場
合
に
限
り
面
会
に
応
ず
る
、
と
し
た
。
そ
の
後
、
六
月
六
日
に
な
っ
て
、
杜
氏
は
香
港
か
ら
犯
罪

人
と
し
て
中
華
人
民
共
和
国
に
護
送
さ
れ
、
同
氏
を
、
広
東
省
教
育
工
会
主
席
・
中
山
大
学
長
を
は
じ
め
二
百
人
あ
ま
り
が
広
州
で
出
迎

（
1
0
）

え
た
。
七
月
二
二
日
、
植
民
地
政
庁
の
行
政
評
議
会
は
、
杜
伯
奎
の
培
僑
中
理
事
長
と
し
て
の
登
録
と
教
員
免
許
状
を
剥
奪
し
た
。

　
こ
う
し
た
抑
圧
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
「
愛
国
中
学
」
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
文
革
の
時
期
、

植
民
地
政
庁
が
設
定
し
た
公
式
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
拒
否
し
続
け
つ
つ
、
香
港
会
考
で
は
一
定
の
成
果
を
あ
げ
、
民
間
か
ら
の
寄
付
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

教
師
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
低
賃
金
に
よ
っ
て
、
長
年
、
植
民
地
政
庁
の
助
成
を
受
け
な
い
純
粋
の
私
立
学
校
と
し
て
運
営
を
続
け
、
民
族

教
育
の
足
場
を
確
保
し
続
け
た
。
香
港
会
考
の
成
績
に
よ
っ
て
生
徒
の
将
来
の
社
会
的
地
位
が
相
当
程
度
規
定
さ
れ
る
と
い
う
制
度
は
、

一
面
に
お
い
て
統
制
で
あ
る
が
、
他
面
、
こ
の
試
験
さ
え
通
れ
ば
将
来
の
一
定
の
社
会
的
地
位
が
保
証
さ
れ
る
普
遍
性
を
意
味
し
、
香
港

会
考
の
受
験
対
策
さ
え
行
え
ば
、
英
国
人
支
配
を
受
け
入
れ
な
い
自
主
的
な
思
想
や
哲
学
で
生
徒
を
教
育
す
る
学
校
の
存
在
が
可
能
で
あ

っ
た
こ
と
を
も
意
味
し
た
。
民
族
教
育
へ
の
ひ
と
つ
の
足
が
か
り
は
、
皮
肉
に
も
、
こ
う
し
た
英
国
人
支
配
者
が
生
産
し
た
競
争
が
も
つ

普
遍
性
に
依
拠
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
h
）
　
香
港
中
文
大
学
の
設
立
と
そ
の
英
国
化

　
中
文
中
学
を
出
身
し
O
ω
O
国
を
受
験
す
る
香
港
中
国
人
は
、
英
語
を
使
う
香
港
大
学
へ
の
進
学
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
中
学
卒
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業
後
は
戦
前
同
様
中
国
本
土
の
大
学
に
進
学
す
る
か
、
ま
た
は
、
戦
前
キ
リ
ス
ト
教
諸
団
体
な
ど
が
中
国
に
設
立
し
、
革
命
後
香
港
に
流

入
し
て
香
港
政
庁
の
正
規
の
認
可
が
な
い
ま
ま
高
等
教
育
を
施
し
て
い
た
私
立
の
「
難
民
大
学
お
身
α
q
8
8
＝
罐
窃
」
へ
の
進
学
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
た
。

　
だ
が
植
民
地
政
庁
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
大
学
に
香
港
の
中
文
中
学
卒
業
生
が
留
学
す
る
と
「
よ
く
組
織
さ
れ
た
政
治
的
洗
脳
に
さ

ら
さ
れ
る
」
と
し
て
、
五
年
間
の
中
文
中
学
を
お
え
て
8
0
国
を
受
験
し
た
者
の
う
ち
成
績
優
秀
者
に
、
公
立
の
名
門
中
文
中
学
で
あ

る
金
文
泰
Ω
Φ
e
Φ
旨
一
で
一
年
間
英
語
集
中
教
育
を
施
し
、
田
囚
8
国
で
英
語
の
科
目
を
受
験
さ
せ
て
英
文
中
学
卒
業
生
と
同
等
の
資
格

を
与
え
、
そ
の
後
さ
ら
に
一
二
ヶ
月
の
予
科
で
勉
強
さ
せ
て
香
港
大
学
を
受
験
さ
せ
る
と
い
う
道
を
開
い
た
。
し
か
し
、
総
督
目
身
が

「
と
び
ぬ
け
て
優
秀
な
生
徒
だ
け
し
か
香
港
大
学
に
入
学
で
き
な
い
」
と
認
め
る
と
お
り
、
こ
の
課
程
は
過
酷
で
、
し
か
も
い
っ
た
ん
中

学
を
卒
業
し
す
で
に
「
大
人
」
と
な
っ
た
は
ず
の
生
徒
を
も
う
一
度
中
学
生
に
戻
し
て
勉
強
さ
せ
る
こ
と
が
も
た
ら
す
生
活
指
導
上
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

題
も
あ
っ
て
、
こ
の
コ
ー
ス
に
進
む
者
は
少
数
に
と
ど
ま
り
、
普
遍
的
と
な
り
得
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
六
三
年
、
英
本
国
サ
セ

ッ
ク
ス
大
学
長
J
・
S
・
フ
ル
ト
ン
ほ
か
四
名
か
ら
な
る
委
員
会
（
閃
三
8
口
O
o
ヨ
目
ω
巴
9
）
は
、
香
港
に
第
二
の
大
学
を
創
立
す
る

こ
と
を
提
言
し
た
Q

　
こ
の
よ
う
な
過
程
で
一
九
六
三
年
に
創
立
さ
れ
た
「
香
港
中
文
大
学
↓
冨
O
寓
ま
器
⊂
巳
＜
Φ
『
ω
一
蔓
O
h
＝
o
畠
囚
o
轟
」
は
、
「
難
民

大
学
」
に
起
源
を
も
つ
崇
基
書
院
O
，
睾
α
q
O
試
O
o
＝
詔
Φ
と
聯
合
書
院
¢
巳
一
＆
O
o
一
δ
α
q
①
、
な
ら
び
に
中
国
の
社
会
主
義
化
と
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

本
土
か
ら
難
民
と
し
て
逃
れ
て
き
た
研
究
者
が
合
衆
国
の
大
学
の
援
助
に
よ
り
戦
後
創
設
し
た
新
亜
書
院
Z
Φ
謹
＞
ω
田
O
o
ま
α
q
Φ
、
の
三

つ
の
連
合
で
あ
っ
た
。
香
港
大
学
と
異
な
り
教
授
言
語
は
主
に
北
京
語
・
広
東
語
で
（
一
部
英
語
も
併
用
）
、
中
国
本
土
の
大
学
に
進
学

す
る
は
ず
の
香
港
中
国
人
生
徒
を
主
た
る
受
入
対
象
に
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
と
は
い
え
、
香
港
中
文
大
学
の
設
立
は
、
中
国
系
の
民
族
主
義
大
学
が
香
港
に
か
ち
と
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
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香
港
中
文
大
学
は
、
こ
れ
ら
の
「
難
民
大
学
」
が
英
国
化
し
、
ま
た
植
民
地
経
済
の
二
i
ズ
に
貢
献
す
る
と
い
う
条
件
の
枠
内
で
の
み
、

そ
の
設
立
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
設
立
準
備
期
間
に
は
、
三
つ
の
「
書
院
」
の
校
長
に
対
し
て
、
英
本
国
の
大
学
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
「
特
訓
」
が
行
わ
れ
、
香
港
中
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

大
学
学
則
の
起
草
は
、
政
庁
と
香
港
大
学
関
係
者
の
関
与
に
よ
り
な
さ
れ
て
、
同
大
学
が
英
国
支
配
に
対
抗
す
る
民
族
主
義
大
学
化
し
な

い
よ
う
、
周
到
な
注
意
が
払
わ
れ
た
。
ま
た
、
学
部
構
成
を
見
る
と
、
香
港
大
学
に
あ
る
法
学
部
が
香
港
中
文
大
学
に
な
く
、
香
港
大
学

に
な
い
経
営
学
部
が
香
港
中
文
大
学
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
で
わ
か
る
よ
う
に
、
香
港
中
文
大
学
は
、
香
港
大
学
が
行
っ
て
き
た
植
民
地
官

僚
養
成
で
は
な
く
、
以
前
な
ら
大
学
に
進
学
で
き
な
か
っ
た
香
港
中
国
人
を
取
り
込
み
つ
つ
、
民
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ク
タ
ー
の
発
展
を
高

度
な
専
門
能
力
に
よ
っ
て
担
い
得
る
人
材
を
養
成
し
、
戦
後
香
港
の
経
済
成
長
よ
り
確
実
に
す
る
と
い
う
機
能
を
担
う
と
い
う
性
格
が
、

は
っ
き
り
表
明
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
（
…
皿
）
　
金
禧
中
学
廃
校
事
件

　
一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
中
華
人
民
共
和
国
系
と
は
別
の
流
れ
の
革
新
的
な
教
育
運
動
か
ら
、
植
民
地
支
配
に
対
抗
す
る
動
き
が
現

れ
た
。
中
で
も
著
名
な
の
は
、
宝
血
会
金
禧
中
学
廃
校
事
件
で
あ
る
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
団
宝
血
女
修
道
会
は
、
一
九
七
三
年
九
月
、
政
府
が
助
成
す
る
女
子
中
文
中
学
、
宝
血
会
金
禧
中
学
ギ
9
δ
霧

ω
一
〇
＆
O
o
匡
窪
冒
9
8
ω
8
0
p
盆
q
ω
9
0
0
一
を
創
立
し
た
。
こ
の
中
学
の
初
代
理
事
長
兼
校
長
を
つ
と
め
た
梁
潔
芽
ピ
窪
轟
囚
ぞ

旨
β
修
道
女
は
開
明
的
教
育
思
想
を
も
ち
、
彼
女
が
集
め
た
若
い
教
師
集
団
は
、
超
過
勤
務
も
い
と
わ
ず
自
主
教
材
を
作
成
、
教
室
で
は

小
グ
ル
ー
プ
学
習
を
取
り
入
れ
、
自
立
し
た
思
考
・
分
析
能
力
・
意
見
発
表
能
力
を
重
視
し
た
授
業
が
行
わ
れ
、
成
績
評
価
で
は
平
常
点

の
比
重
を
高
め
試
験
の
圧
力
軽
減
が
図
ら
れ
た
。
「
黒
社
会
」
に
関
係
し
た
生
徒
に
は
退
学
で
処
す
る
こ
と
な
く
立
ち
直
り
の
機
会
を
与

え
、
生
徒
会
は
す
べ
て
生
徒
の
自
主
性
の
も
と
に
運
営
さ
れ
、
社
会
へ
の
関
心
と
貢
献
の
精
神
を
養
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
奨
励
さ
れ
、
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表
彰
は
等
の
差
別
を
つ
け
な
い
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
同
時
に
、
か
か
る
教
育
方
針
が
生
徒
の
放
任
や
生
活
の
乱
れ
に
つ
な
が
る
こ
と
を
避

け
る
た
め
、
規
律
．
誠
実
．
秩
序
・
親
切
さ
・
団
結
・
寛
容
・
協
力
と
い
っ
た
徳
目
が
厳
格
に
指
導
さ
れ
、
生
徒
に
問
題
が
発
生
し
た
際

に
は
、
う
や
む
や
に
す
る
こ
と
な
く
厳
し
い
検
査
が
な
さ
れ
指
導
が
加
え
ら
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
や
が
て
こ
の
教
師
集
団
は
、
学
校
当
局
が
、
副
教
材
代
金
・
生
徒
か
ら
徴
収
す
る
雑
費
な
ど
を
修
道
会
口
座
に
密
か
に
入

金
、
校
内
売
店
や
校
内
食
堂
の
価
格
を
高
く
設
定
し
て
暴
利
を
む
さ
ぼ
り
、
さ
ら
に
教
職
員
の
給
与
を
詐
取
し
て
二
九
・
八
万
香
港
ド
ル

を
横
領
（
一
九
七
七
年
二
月
二
五
日
の
教
員
側
調
査
報
告
）
し
た
と
し
て
、
梁
校
長
は
じ
め
学
校
当
局
を
厳
し
く
追
及
し
始
め
た
。
こ
れ

に
対
し
校
長
は
明
快
な
回
答
を
し
な
い
ま
ま
「
心
身
が
疲
労
困
態
し
休
息
が
必
要
」
と
し
て
辞
任
（
翌
年
起
訴
さ
れ
有
罪
、
校
長
・
教
員

免
許
剥
奪
）
、
学
校
当
局
は
新
体
制
と
な
っ
た
。
保
守
派
当
局
は
、
教
員
の
服
務
規
程
に
、
規
程
を
守
ら
な
い
教
員
を
理
事
会
は
「
適
当

な
通
知
を
行
っ
た
後
、
解
雇
す
る
権
限
を
有
す
る
」
と
い
う
条
文
を
付
け
加
え
た
。
教
員
と
学
校
当
局
と
の
対
立
は
こ
れ
に
よ
り
さ
ら
に

激
化
、
一
九
七
七
年
六
月
九
、
一
〇
日
、
つ
い
に
生
徒
集
団
ま
で
も
が
、
横
領
事
件
の
解
明
・
教
員
服
務
規
程
問
題
の
解
明
・
教
員
の
処

分
を
行
わ
な
い
な
ど
の
教
員
側
要
求
を
当
局
が
認
め
る
、
と
い
う
三
項
目
要
求
で
、
「
正
義
の
た
め
徹
底
的
に
闘
お
う
」
「
私
た
ち
は
学
校

を
愛
し
、
先
生
を
愛
す
る
」
な
ど
と
書
い
た
幕
を
手
に
、
座
り
込
み
ス
ト
ラ
イ
キ
に
出
た
。
こ
う
し
て
金
禧
中
の
問
題
は
、
香
港
中
の
耳

目
を
驚
か
す
事
件
に
発
展
し
た
。

　
一
九
七
七
年
六
月
一
六
日
、
教
育
司
（
政
庁
教
育
署
長
）
で
、
一
九
五
五
年
ま
で
英
領
マ
ラ
ヤ
の
植
民
地
官
僚
だ
っ
た
英
人
ト
プ
リ
ー

は
、
金
禧
中
教
員
三
五
名
に
、
今
後
類
似
の
事
件
が
生
じ
た
場
合
教
員
免
許
状
取
消
が
あ
り
う
る
と
文
書
警
告
を
発
し
た
。
生
徒
会
は
解

散
さ
れ
、
八
月
よ
り
校
長
と
な
っ
た
保
守
派
の
関
慧
賢
匹
一
匿
囚
≦
き
は
、
九
月
入
学
の
新
中
一
生
に
上
級
生
と
接
触
し
な
い
よ
う
指

導
、
校
門
で
の
生
徒
証
検
査
・
上
級
生
に
対
す
る
本
人
の
知
ら
ぬ
間
の
荷
物
検
査
・
課
外
活
動
停
止
な
ど
の
措
置
が
次
々
と
採
ら
れ
た
。

同
年
一
〇
月
ご
ろ
か
ら
、
金
禧
中
教
員
の
一
部
に
、
授
業
に
広
東
語
を
使
わ
せ
る
運
動
・
尖
閣
列
島
返
還
運
動
等
に
携
わ
る
新
左
翼
活
動
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家
集
団
「
革
命
的
マ
ル
ク
ス
主
義
者
同
盟
」
（
革
馬
盟
）
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
者
が
い
る
、
と
の
情
報
が
華
字
紙
に
流
さ
れ
る
よ
う
に

　
（
1
5
）

な
っ
た
。
そ
の
後
一
九
七
八
年
五
月
三
日
に
は
、
校
門
で
の
暴
力
事
件
が
勃
発
し
た
。

　
か
か
る
状
況
の
も
と
、
教
育
司
ト
プ
リ
ー
は
、
五
月
一
四
日
、
同
校
に
廃
校
命
令
を
下
し
た
。
理
事
会
は
、
一
六
人
の
教
師
に
解
雇
を

通
告
、
同
年
九
月
か
ら
は
「
徳
蘭
中
学
」
と
し
て
再
出
発
す
る
決
定
を
下
し
た
。
行
政
評
議
会
は
こ
の
方
針
を
支
持
、
さ
ら
に
、
類
似
の

事
件
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の
委
員
会
設
置
を
決
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
香
港
大
学
と
香
港
中
文
大
学
目
治
会
は
、
同
中
生
徒
向
け
の
補

習
学
級
を
組
織
、
ま
た
香
港
大
学
自
治
会
は
「
金
禧
事
件
展
覧
」
を
開
催
し
た
。
五
月
一
一
八
日
に
開
催
さ
れ
た
「
金
禧
事
件
民
衆
大
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
）

に
は
一
万
人
以
上
の
香
港
市
民
が
参
加
し
て
、
同
中
学
の
復
活
を
要
求
し
た
。

　
同
校
の
復
活
は
結
局
実
現
せ
ず
、
こ
の
闘
争
は
植
民
地
政
庁
の
「
勝
利
」
に
終
わ
っ
た
。
と
は
い
え
一
学
校
の
「
戦
闘
的
個
別
主
義
」

と
し
て
闘
わ
れ
た
こ
の
事
件
が
、
香
港
の
教
育
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
運
動
全
体
に
ひ
と
つ
の
画
期
と
な
る
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
疑
い
な

い
。
英
国
人
植
民
地
官
僚
ト
プ
リ
ー
が
、
こ
の
事
件
を
露
骨
な
植
民
地
的
強
引
さ
で
収
束
さ
せ
た
結
果
、
皮
肉
に
も
、
香
港
社
会
を
支
配

す
る
英
国
人
は
植
民
地
支
配
者
と
し
て
強
大
な
権
力
を
持
つ
と
し
て
も
、
同
時
に
必
ず
し
も
合
理
性
と
正
義
ば
か
り
を
持
つ
わ
け
で
な
い

こ
と
が
香
港
市
民
に
示
さ
れ
た
。
教
育
過
程
で
の
目
主
性
を
重
ん
ず
る
同
校
の
教
育
理
念
は
、
中
立
系
英
字
紙
『
歳
§
伽
映
o
鑓
の
ミ
苧

　
（
1
7
）

亀
ミ
議
か
ら
す
ら
支
持
を
得
て
、
植
民
地
支
配
者
と
し
て
の
権
力
行
使
を
通
じ
、
皮
肉
に
も
香
港
英
国
人
は
、
最
早
こ
の
権
力
を
二
度

と
同
じ
形
で
行
使
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
悟
ら
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
運
動
に
中
国
共
産
党
系
勢
力
は
い
っ
さ
い
か
か
わ
ら
ず
、

支
持
も
与
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
逆
に
、
植
民
地
政
庁
に
対
抗
す
る
の
が
中
華
人
民
共
和
国
系
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
と
は
独
立
し
香
港

中
国
人
の
自
治
を
よ
り
強
く
志
向
す
る
新
た
な
社
会
集
団
が
は
っ
き
り
台
頭
し
た
こ
と
が
表
明
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
民
主
主
義
を
求
め
る

香
港
中
国
人
市
民
は
、
植
民
地
の
英
国
的
「
合
理
性
」
か
ら
も
中
国
共
産
党
か
ら
も
自
立
し
た
目
治
を
追
求
し
、
草
の
根
か
ら
香
港
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

う
領
域
の
実
体
を
よ
り
強
化
す
る
方
向
へ
と
進
ん
で
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。
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d
　
職
業
教
育

　
第
二
章
で
述
べ
た
通
り
、
戦
前
の
香
港
の
職
業
教
育
に
み
る
べ
き
も
の
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
戦
後
に
な
っ
て
植
民
地
政
庁
は
、
以
上

に
述
べ
て
き
た
教
育
制
度
と
は
別
に
、
独
目
の
製
造
業
と
い
う
経
済
基
盤
を
さ
さ
え
る
労
働
力
商
品
を
教
育
の
場
で
育
成
す
る
こ
と
も
忘

れ
な
か
っ
た
。

　
香
港
植
民
地
政
庁
は
、
公
営
徒
置
住
宅
や
工
業
団
地
の
整
備
を
つ
う
じ
、
か
か
る
難
民
た
ち
が
労
働
力
商
品
と
し
て
自
己
を
実
現
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

物
的
な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
を
編
成
し
た
。
そ
の
も
と
で
、
中
国
本
土
か
ら
の
難
民
の
急
増
と
と
も
に
増
加
し
た
子
供
た
ち
の
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

く
は
、
製
造
業
の
労
働
力
市
場
に
吸
収
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
小
規
模
企
業
経
営
者
に
な
る
者
も
相
当
数
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
香
港
会
考
で

中
庸
の
成
績
を
と
り
、
中
学
五
年
修
了
後
実
社
会
に
そ
の
ま
ま
出
て
ゆ
く
生
徒
の
教
育
課
程
に
、
職
業
教
育
の
比
重
を
高
め
る
必
要
性
を

意
味
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ン
チ
ヤ
イ

　
再
占
領
直
後
の
一
九
四
七
年
、
政
庁
は
湾
仔
に
戦
前
の
工
芸
学
校
↓
『
m
α
①
の
9
0
0
一
を
改
称
し
た
技
術
学
校
↓
8
ぎ
ざ
巴
O
o
一
一
畠
①
を

設
立
、
中
等
学
校
卒
業
生
を
う
け
い
れ
た
も
の
の
、
こ
の
学
校
は
定
員
が
少
な
く
、
到
底
香
港
の
職
業
教
育
の
需
要
を
満
た
し
う
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

で
は
な
か
っ
た
。
一
九
五
三
年
の
試
験
で
す
ら
、
定
員
八
五
名
に
対
し
、
六
〇
〇
人
の
受
験
者
が
押
し
寄
せ
る
と
い
う
状
況
で
、
そ
の
不

十
分
さ
は
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
朝
鮮
戦
争
に
伴
う
禁
輸
措
置
が
と
ら
れ
、
香
港
が
経
済
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
一
九
五
一
年
一
〇
月
、
植

民
地
政
庁
は
早
く
も
技
術
教
育
及
職
業
訓
練
委
員
会
O
o
ヨ
ヨ
葺
8
9
↓
0
9
巳
8
一
国
α
仁
8
試
8
き
α
く
0
8
ま
P
巴
↓
建
ヨ
日
α
Q
を
組

織
し
、
技
術
教
育
に
つ
い
て
の
調
査
を
開
始
さ
せ
た
。

　
一
九
五
二
年
一
〇
月
に
は
、
こ
の
委
員
会
の
権
限
事
項
と
し
て
、
「
地
元
の
従
業
員
が
よ
り
高
い
ポ
ス
ト
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
」

コ
雇
用
者
に
地
元
産
業
の
必
要
に
向
け
て
訓
練
さ
れ
た
人
材
を
供
給
す
る
」
「
地
元
産
業
の
生
産
性
を
あ
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
植
民
地
の
繁
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（
2
2
）

栄
を
増
大
さ
せ
る
」
こ
と
を
目
的
に
提
言
を
行
う
こ
と
が
追
加
さ
れ
た
。
委
員
会
の
調
査
期
間
に
は
、
英
本
国
で
労
働
集
約
的
産
業
が
集

積
す
る
イ
ー
ス
ト
ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
職
業
訓
練
校
ω
8
9
－
評
馨
8
a
9
↓
①
9
コ
凶
8
一
〇
〇
＝
Φ
鵯
校
長
リ
ー
ド
閂
甲
葬
己
氏
が
香
港

を
訪
れ
て
委
員
会
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
お
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
市
街
地
に
あ
る
労
働
集
約
的
産
業
集
積
が
戦
後
香
港
の
経
済
基
盤
の
あ
る

べ
き
モ
デ
ル
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
こ
の
委
員
会
は
、
一
九
五
三
年
一
〇
月
に
答
申
を
出
し
、
詳
細
か
つ
具
体
的
な
職
業
教
育
の
整
備
に
か
か
わ
る
提
言
を
行
っ
た
。
こ
の

う
ち
教
育
制
度
に
関
わ
る
提
言
に
は
、
す
べ
て
の
新
設
小
学
校
に
木
工
と
手
芸
の
工
作
室
を
設
置
し
、
職
人
や
技
術
者
と
し
て
の
才
能
を

伸
ば
す
条
件
を
整
え
、
そ
の
教
師
は
教
育
技
術
に
つ
い
て
訓
練
さ
れ
た
熟
練
工
と
す
る
（
一
八
五
、
一
八
七
段
落
）
・
す
べ
て
の
中
等
学

校
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
女
生
徒
に
教
え
ら
れ
た
針
仕
事
な
ど
に
加
え
男
子
生
徒
が
木
工
と
金
属
加
工
の
作
業
場
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
に
し
て
熟
練
工
を
教
員
と
す
る
（
一
九
四
段
落
）
な
ど
し
て
通
常
の
小
中
学
校
の
課
程
に
職
業
教
育
の
要
素
を
盛
り
込
む
こ
と
、
小
学

校
卒
業
者
を
受
け
入
れ
る
少
年
技
術
学
校
冒
巳
9
↓
Φ
3
三
8
一
ω
9
0
0
一
を
拡
充
し
中
国
人
が
営
む
小
規
模
工
場
が
集
ま
る
九
龍
に
新

設
す
る
こ
と
（
二
〇
一
段
落
）
、
昼
間
に
勤
め
て
い
る
産
業
部
門
と
関
連
し
た
よ
り
専
門
的
な
知
識
を
夜
間
に
勉
強
さ
せ
る
夜
間
学
校
の

拡
充
（
二
三
六
段
落
）
、
こ
れ
ま
で
湾
仔
に
あ
っ
た
技
術
学
校
を
発
展
し
中
等
学
校
卒
業
者
用
の
新
し
い
学
校
を
や
は
り
九
龍
に
新
設
す

る
こ
と
（
四
一
二
段
落
）
、
な
ど
を
提
言
し
た
。
こ
の
う
ち
、
中
等
学
校
卒
業
者
を
受
け
入
れ
る
技
術
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
答
申
は
、

「
生
徒
の
就
職
機
会
に
否
定
的
に
作
用
」
し
な
い
よ
う
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
走
る
傾
向
を
戒
め
た
（
二
二
七
段
落
）
。
こ
う
し
て
、
大
衆
化
さ

れ
た
学
校
教
育
の
中
で
、
実
務
・
実
技
志
向
の
職
業
教
育
実
践
と
い
う
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
う
ち
、
こ
こ
に
提
言
さ
れ
た
新
設
の
技
術
学
校
は
、
香
港
工
業
学
院
↓
箒
＝
9
閃
囚
9
α
q
↓
①
9
巳
8
一
〇
〇
＝
畠
。
と
し
て
、
九

　
　
ホ
ノ
ハ
ム

龍
の
紅
鋤
に
一
九
五
七
年
一
二
月
、
開
校
し
た
。
資
金
は
、
香
港
中
国
人
の
工
業
家
団
体
で
あ
る
中
華
廠
総
商
会
O
ヨ
器
器

ζ
窒
三
8
ε
お
房
．
¢
巳
9
が
、
一
〇
〇
万
香
港
ド
ル
を
、
同
額
を
香
港
政
庁
が
支
出
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
寄
付
し
、
英
国
人
資
本
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も
、
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
マ
セ
ソ
ン
及
び
そ
の
経
営
者
ケ
ス
ウ
イ
ッ
ク
が
二
八
・
二
万
ド
ル
、
ス
ワ
イ
ヤ
及
び
そ
の
関
連
会
社
が
二
〇
万
ド
ル
、

香
港
黄
哺
ド
ッ
ク
が
一
〇
万
ド
ル
、
な
ど
揃
っ
て
寄
付
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
工
業
化
に
よ
る
香
港
経
済
の
発
展
が
、
民
族
を
超
え
た
支

持
を
得
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
七
二
年
、
こ
の
学
校
は
、
前
節
で
み
た
香
港
理
工
学
院
＝
8
α
q
囚
8
閃
℃
o
一
旨
9
7

巳
o
に
発
展
し
、
以
来
、
政
庁
の
q
巳
く
巽
巴
蔓
き
位
℃
o
ξ
8
9
昌
0
9
睾
房
O
o
ヨ
昌
け
一
8
に
よ
る
財
政
援
助
の
も
と
に
、
香
港
の
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

工
業
部
門
に
お
け
る
中
堅
管
理
・
技
術
者
を
養
成
す
る
た
め
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
教
育
を
す
す
め
た
。

　
こ
の
ほ
か
政
庁
は
、
一
九
六
九
年
に
摩
理
臣
山
工
業
学
院
葺
Φ
ζ
o
霞
一
ω
9
匹
＝
↓
Φ
9
三
8
二
房
蜂
呉
Φ
を
設
置
、
中
三
卒
後
の

「
職
工
」
、
及
び
中
五
卒
後
の
「
技
術
者
」
の
ニ
レ
ベ
ル
を
提
供
し
た
。
す
べ
て
の
コ
ー
ス
を
合
わ
せ
た
生
徒
数
は
、
一
九
七
二
年
度
の
一

万
一
四
一
八
人
か
ら
一
九
八
O
年
度
の
二
万
五
九
七
〇
人
へ
と
、
八
年
間
に
お
よ
そ
二
・
三
倍
に
増
加
し
、
競
争
率
は
職
工
レ
ベ
ル
で
五

倍
、
技
術
者
レ
ベ
ル
で
は
一
〇
倍
に
達
し
た
。
一
九
八
○
年
に
は
全
日
制
に
し
て
一
五
〇
〇
人
が
履
修
で
き
る
規
模
を
有
す
る
学
校
が
五

校
あ
り
、
各
校
に
は
五
つ
の
学
科
が
設
け
ら
れ
た
。
よ
り
二
i
ズ
の
高
い
学
科
は
複
数
の
学
校
に
設
け
ら
れ
、
た
と
え
ば
電
子
工
学
は
ど

の
技
術
学
校
に
も
設
置
さ
れ
て
、
全
体
の
生
徒
数
の
一
七
％
を
擁
し
た
。
コ
ー
ス
は
、
昼
間
全
日
制
か
ら
夜
学
定
時
制
ま
で
五
種
類
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

て
、
す
で
に
就
職
し
た
者
も
、
技
術
学
校
で
技
能
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
、
工
業
化
を
支
え
る
教
育
制
度
の
構
築
に
よ
り
、
政
庁
は
、
経
済
成
長
の
核
と
な
る
部
門
で
有
能
な
中
堅
技
術
者
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
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（
3
）
　
「
比
「
填
鴨
』
還
要
残
忍
」
『
明
報
』
社
説
（
所
収
　
前
掲
『
核
子
椚
的
苦
難
』
）
四
九
ぺ
ー
ジ
。
北
京
ダ
ッ
ク
は
肉
を
美
味
に
す
る
た
め
、
飼

　
料
を
無
理
や
り
鴨
の
口
に
押
し
込
ん
で
（
墳
鴨
）
肥
育
す
る
。

（
4
）
一
．
≦
包
竃
5
§
譜
こ
言
ミ
ミ
蛛
§
湧
鳶
＝
o
漏
囚
9
α
q
為
。
ω
国
帥
壽
Φ
匹
ざ
一
。
認
も
P
卜
⊃
。
－
o
。
一
■

（
5
）
　
『
中
運
報
』
一
九
八
○
年
六
月
二
〇
日
付
・

（
6
）
　
O
o
＜
①
ヨ
ヨ
①
暮
ω
8
8
＄
『
一
舞
↓
ぎ
歳
o
鑓
映
o
薦
肉
織
§
ミ
帖
§
の
毬
ミ
ミ
ニ
o
コ
o
q
囚
8
酋
＝
囚
O
o
＜
0
3
ヨ
o
日
■
一
〇
〇
。
ド
P
一
刈
■

（
7
）
　
↓
冨
O
轟
三
〇
a
ρ
お
≦
ω
a
雪
α
巷
蜜
o
＜
巴
ヨ
U
Φ
8
∋
σ
2
お
田
N
呂
力
詔
三
讐
δ
昌
の
8
『
9
Φ
0
9
身
9
9
9
き
け
古
・
＞
置

　
ω
O
『
O
O
一
の
●

（
8
）
　
政
庁
は
、
一
九
八
O
年
の
報
告
書
の
な
か
で
「
香
港
に
は
、
主
に
地
元
で
制
作
さ
れ
た
、
い
か
な
る
基
準
か
ら
見
て
も
凡
庸
な
出
来
栄
え
の
教

　
科
書
が
多
す
ぎ
る
」
と
教
科
書
を
批
判
し
て
い
る
（
↓
誌
曇
o
鑓
民
o
鑓
肉
匙
§
＆
帆
§
の
務
討
ミ
§
9
登
P
＝
O
）
。

（
9
）
ミ
。
§
嚢
§
＆
ミ
む
、
陣
8
ミ
誉
9
§
鼻
㌧
題
下
q
。
。
レ
、
∩
ω
」
。
＼
㎝
。
。
鞠
o
＆
一
ω
2
ω
ω
一
2
自
卜
。
N
ピ
一
網
一
。
舞

（
1
0
）
　
『
南
方
日
報
』
一
九
五
八
年
六
月
六
日
号
。

（
n
）
　
培
僑
・
香
島
・
漢
華
・
福
建
・
旺
角
労
校
子
弟
学
校
・
重
生
の
六
つ
の
「
愛
国
中
学
」
が
、
資
助
中
学
へ
転
換
す
る
申
請
を
行
っ
た
の
は
、
一

　
九
八
六
年
、
返
還
協
定
締
結
後
で
あ
る
。
ぎ
ミ
｝
O
ミ
蓉
ミ
o
§
き
偽
3
象
認
Z
O
毒
ヨ
σ
震
お
o
。
9
『
文
雁
報
」
　
一
九
八
六
年
一
一
月
二
二
日
。

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）織

自
註
砧
①
一
＝
コ
〇
一
〇
ミ

ン
ド
・ ミ

鳴
ミ
o
ミ
嵩
R
o
§
、
ミ
肉
誌
o
ミ
琶
o
O
ミ
き
9
さ
図
，
○
ρ
ミ
』
o
『
良
ω
2
ω
の
一
2
8
㎝
甘
ξ
一
〇
閣
。

葡
愚
o
註
o
、
誉
鳴
、
ミ
8
這
O
o
ミ
ミ
蹄
詮
o
ド
＝
o
口
ひ
q
囚
o
口
酋
O
o
〈
Φ
3
ヨ
〇
三
℃
ユ
三
R
」
O
O
ω
｝
O
O
』
I
Q
o
，

ζ
Φ
＝
o
き
o
§
9
爆
；
℃
」
O
o
斡

『
金
禧
事
件
発
展
聯
刊
』
一
九
七
七
年
一
二
月
六
日
付
　
参
照
。

金
禧
中
学
十
六
教
師
「
金
禧
事
件
－
従
創
校
到
封
校
』
（
未
公
刊
資
料
集
）
一
九
七
八
年
。

．
↓
o
ω
凶
『
≦
一
誓
［
o
＜
曾
o
「
．
．
Z
窪
面
ゴ
蔓
、
、
↓
窪
o
箒
『
。
。
o
邑
，
．
ω
⊆
σ
＜
o
『
ω
ぞ
o
．
．
ω
ε
8
葺
ω
矩
『
o
刃
o
畠
9
0
ω
8
け
．
響
蚕
o
鑓
映
o
謎
の
鷺
苧

　
　
　
　
　
　
。
も
し
金
禧
中
の
教
員
が
警
告
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
の
な
ら
、
教
育
司
ト
プ
リ
ー
は
、
ル
ソ
ー
、
デ
ュ
ー
イ
、
バ
ー
ト
ラ

　
ラ
ッ
セ
ル
ら
も
警
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
・
と
皮
肉
を
加
え
た
。
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（
1
8
）
　
こ
の
事
件
は
、
一
九
六
〇
年
代
終
わ
り
ご
ろ
わ
が
国
で
発
生
し
た
学
園
紛
争
を
彷
彿
さ
せ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
対
立
の
構
図
は
、
教
師
対

　
生
徒
で
は
な
く
、
革
新
的
な
教
師
な
ら
び
に
生
徒
・
対
・
保
守
的
な
学
校
お
よ
び
教
会
当
局
な
ら
び
に
植
民
地
政
庁
と
い
う
全
域
的
な
も
の
で
あ
り
、

　
要
求
項
目
は
、
金
銭
的
な
不
正
解
明
、
教
師
の
雇
用
確
保
、
そ
し
て
後
に
は
自
治
活
動
保
障
に
し
ぼ
ら
れ
た
。
わ
が
国
の
よ
う
に
、
「
自
主
性
」
の

　
美
名
の
も
と
放
任
教
育
を
生
ん
だ
生
徒
か
ら
の
校
則
緩
和
要
求
な
ど
は
一
切
な
く
、
規
律
や
徳
育
の
教
育
を
当
然
と
す
る
認
識
は
堅
持
さ
れ
て
い
た
。

　
か
え
っ
て
、
無
償
の
超
過
勤
務
も
辞
さ
な
い
献
身
的
で
厳
し
い
教
育
者
で
あ
り
続
け
た
革
新
的
教
師
集
団
は
、
校
長
が
保
守
派
に
交
代
し
て
生
徒
の

　
規
律
が
緩
ん
だ
こ
と
す
ら
問
題
視
し
た
・
こ
こ
に
は
・
局
地
的
な
教
育
の
理
念
が
闘
争
に
も
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
・

（
1
9
）
　
拙
稿
「
戦
後
香
港
の
ス
ク
ォ
ッ
タ
ー
問
題
に
お
け
る
、
階
級
、
民
族
、
お
よ
び
空
間
」
前
掲
。

（
2
0
）
　
＜
一
9
0
『
閏
¢
ω
F
象
ミ
、
の
ミ
ミ
』
縛
ミ
恥
ぎ
織
黛
敦
還
き
黛
卜
＆
旨
匿
・
誉
受
鳴
肉
8
琶
ミ
紀
、
』
曇
§
西
映
§
肉
O
題
o
の
ミ
魯
響
コ
9
0
q
民
8
酋

O
窪
富
9
＞
巴
塁
ω
ε
良
霧
｝
国
国
戸
お
o
。
。
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
小
規
模
工
場
経
営
者
の
学
歴
は
、
小
卒
三
六
・
四
％
、
中
文
中
卒
三
三
・
○
％
、

　
英
文
中
卒
一
五
・
四
％
と
、
中
学
卒
業
者
ま
で
で
八
四
・
八
％
に
達
し
た
（
ご
σ
一
①
一
ト
。
」
ワ
P
卜
。
o
。
㎝
）
。
ま
た
、
そ
の
経
営
者
の
う
ち
五
〇
・
九
％
が

　
工
場
の
職
工
、
二
四
・
二
％
が
事
務
員
か
ら
た
た
き
上
げ
て
き
た
者
だ
っ
た
（
↓
呂
一
2
卜
。
■
F
P
8
㎝
）
。

（
2
1
）
』
肉
母
o
蓋
§
頴
魯
蕊
q
ミ
肉
R
§
ミ
噛
§
晒
ぎ
ら
ミ
帆
§
ミ
ギ
ミ
ミ
薦
き
嶺
§
閃
映
§
堕
o
⇒
ミ
■
一
P
一
㎝
■

（
2
2
）
』
涛
愚
o
§
§
隷
罫
蕊
ら
ミ
肉
R
§
ミ
噛
§
伽
ぎ
ら
ミ
噛
§
ミ
§
ミ
菖
薦
誉
曇
§
偽
映
§
堕
o
サ
9
貸
P
O
■

（
2
3
）
　
』
謁
母
o
蓋
§
頴
3
ミ
ら
ミ
肉
良
§
ミ
帖
§
節
ぎ
ら
ミ
帖
§
ミ
↓
ミ
軌
ミ
諾
誉
蜜
寒
晦
肉
§
堕
o
サ
亀
』
‘
℃
℃
」
島
山
“
o
。
、

（
2
4
）
　
従
来
、
課
程
修
了
者
に
は
修
了
証
書
の
み
が
与
え
ら
れ
た
が
、
一
九
八
○
年
末
か
ら
は
こ
こ
で
も
「
学
士
」
の
学
位
を
授
与
す
る
よ
う
に
な
っ

　
た
。
た
だ
し
正
式
の
「
学
士
」
は
、
被
服
学
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
・
病
院
経
営
・
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
・
語
学
・
建
築
技
術
と
建
築
管

　
理
・
建
築
測
量
・
土
地
管
理
・
保
育
・
積
算
、
と
い
っ
た
実
用
的
な
課
程
の
修
了
者
に
限
ら
れ
た
。
返
還
直
前
、
正
規
の
大
学
に
昇
格
し
た
。

（
2
5
）
　
↓
ぎ
曇
o
鑓
内
o
轟
肉
良
§
ミ
軌
§
o
o
毬
鷺
墨
o
》
9
銚
も
P
ω
ω
－
巽
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六
、
結
　
語

植民地統治下における香港中国人の教育

　
戦
前
、
香
港
が
中
継
貿
易
な
ら
び
に
中
国
へ
の
進
出
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
き
、
香
港
の
教
育
は
基
本
的
に
エ
リ
ー
ト
主
義
の

性
格
を
持
ち
、
少
数
の
選
ば
れ
た
中
国
人
に
英
本
国
の
文
化
・
言
語
、
英
国
を
正
統
化
す
る
象
徴
性
を
身
に
付
け
さ
せ
て
、
買
弁
を
育
て

る
こ
と
が
基
本
で
あ
っ
た
。

　
戦
後
、
香
港
に
技
能
も
資
本
も
な
い
難
民
た
ち
が
大
量
に
押
し
寄
せ
、
そ
の
後
朝
鮮
戦
争
で
香
港
の
中
継
貿
易
機
能
が
停
滞
し
て
新
た

な
経
済
基
盤
が
輸
出
型
軽
工
業
に
求
め
ら
れ
る
と
、
難
民
た
ち
に
、
労
働
集
約
的
な
資
本
主
義
製
造
業
の
生
産
現
場
に
相
応
し
い
労
働
規

律
や
技
能
を
教
育
し
、
植
民
地
経
済
に
お
け
る
労
働
力
商
品
と
し
て
持
つ
べ
き
資
質
を
刷
り
込
む
、
よ
り
大
衆
化
さ
れ
た
教
育
過
程
が
求

め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
戦
前
の
香
港
教
育
に
、
根
本
的
に
新
た
な
要
素
を
付
け
加
え
た
。
す
な
わ
ち
、
本
論
文
冒
頭
に
述
べ
た
、
一
面
に

お
い
て
、
英
国
の
正
統
性
を
教
育
過
程
を
通
じ
て
了
解
さ
せ
、
植
民
地
の
異
民
族
支
配
体
制
に
疑
問
を
抱
か
ず
植
民
地
体
制
を
従
順
に
受

け
入
れ
、
か
つ
、
生
産
過
程
や
業
務
管
理
に
お
け
る
変
動
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
し
う
る
労
働
力
商
品
を
所
有
し
販
売
す
る
主
体
的
経

済
人
と
な
る
と
い
う
二
つ
の
人
間
的
資
質
を
同
時
に
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
顕
在
化
さ
せ
た
。

　
こ
の
状
況
に
お
い
て
、
英
国
人
植
民
地
政
庁
は
、
大
衆
化
す
る
教
育
機
構
と
エ
リ
ー
ト
主
義
の
要
素
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
、
上
級
に

な
る
に
し
た
が
い
教
育
機
会
が
急
速
に
希
少
と
な
る
よ
う
に
構
築
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
中
で
度
重
な
る
試
験
を
香
港
中
国
人
に
課
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

こ
こ
で
前
提
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、
個
々
の
香
港
中
国
人
生
徒
な
ら
び
に
そ
の
親
が
、
そ
の
自
己
維
持
本
能
を
十
分
に
発
揮
し
、
際
限
な

く
「
自
由
放
任
」
の
受
験
競
争
に
参
加
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
香
港
中
国
人
の
生
徒
と
親
は
、
宗
主
国
言
語
で
あ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
、
・
・

ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
も
あ
る
英
語
と
、
生
徒
の
内
面
に
埋
め
込
ま
れ
た
、
「
名
校
」
を
表
象
し
「
合
理
性
」
に
一
面
で
裏
付
け
ら
れ

159



一橋大学研究年報　社会学研究　39

た
英
国
文
化
の
価
値
観
を
頂
点
に
お
い
た
象
徴
性
を
孕
む
共
同
主
観
に
よ
っ
て
、
こ
の
用
意
さ
れ
た
舞
台
で
、
経
済
・
社
会
的
利
益
を
求

め
、
激
し
い
競
争
を
演
じ
た
。
稀
少
と
さ
れ
た
進
学
機
会
と
香
港
会
考
の
圧
力
の
も
と
、
英
語
力
が
不
十
分
で
学
習
内
容
を
よ
く
理
解
で

き
な
い
生
徒
は
、
試
験
に
通
る
た
め
丸
暗
記
に
訴
え
る
以
外
方
法
が
な
か
っ
た
。
か
く
て
、
大
衆
化
が
進
む
中
等
教
育
の
な
か
で
、
と
り

わ
け
到
達
度
の
低
い
生
徒
・
よ
り
レ
ベ
ル
の
低
い
中
等
学
校
で
、
自
分
の
頭
で
創
造
的
・
批
判
的
に
考
え
る
こ
と
な
く
、
宗
主
国
の
言
語

で
与
え
ら
れ
た
も
の
を
頭
に
た
た
き
こ
む
だ
け
の
従
順
な
人
間
類
型
が
大
量
生
産
さ
れ
、
職
業
教
育
が
こ
れ
を
待
ち
受
け
た
。

　
こ
の
「
組
織
さ
れ
た
競
争
」
政
策
に
よ
り
、
人
的
資
源
の
生
産
と
配
分
の
機
構
は
、
植
民
地
体
制
へ
の
批
判
を
伴
わ
ず
に
行
わ
れ
る
こ

と
が
で
き
た
。
支
配
者
と
し
て
の
英
国
人
を
頂
点
と
す
る
香
港
社
会
の
階
層
は
、
安
定
的
に
再
生
産
さ
れ
、
ひ
る
が
え
っ
て
こ
の
競
争
過

程
か
ら
、
植
民
地
支
配
は
、
さ
ら
な
る
正
統
化
を
受
け
取
っ
た
。

　
こ
れ
に
加
え
、
学
校
教
育
の
内
容
が
助
成
規
定
な
ど
に
よ
っ
て
厳
し
く
管
理
さ
れ
、
こ
の
政
策
の
枠
組
み
か
ら
は
ず
れ
た
民
族
教
育
や

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
教
育
を
行
う
学
校
に
は
政
庁
の
手
で
直
接
の
抑
圧
が
加
え
ら
れ
た
。
だ
が
、
「
組
織
さ
れ
た
競
争
」
政
策
に
よ
ら
な

い
直
接
の
管
理
統
制
は
、
か
え
っ
て
香
港
に
お
い
て
自
立
的
な
民
主
主
義
運
動
を
展
開
さ
せ
、
植
民
地
支
配
へ
の
否
定
的
要
素
を
か
た
ち

づ
く
っ
た
。

　
戦
後
な
お
英
国
が
植
民
地
支
配
し
た
香
港
と
い
う
領
域
は
、
こ
の
よ
う
な
、
若
い
香
港
中
国
人
を
多
様
な
労
働
市
場
に
配
分
し
、
ま
た

英
国
人
支
配
と
宗
主
国
文
化
を
正
統
化
し
て
民
族
統
合
を
果
た
す
、
英
国
人
の
香
港
植
民
地
支
配
が
と
と
の
え
た
巧
妙
か
つ
独
特
な
局
地

的
教
育
様
式
を
つ
う
じ
て
実
体
化
さ
れ
再
生
産
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま
た
同
時
に
、
そ
の
領
域
の
中
に
、
自
ら
の
否
定
的
要
素
を
生

み
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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